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　──モニカ。




　名前を呼んで目を開けば、視し界かいが淡あわい紅くれないに染そまった。

　強い風に煽あおられ、果実のように鈴なりに咲いた薄うす紅べに色いろの花が花か弁べんを舞い上げる。

　圧あつ倒とうされるほどの甘い香りに包まれ、大きく息を吸すい込んだ。絨じゆう毯たんのように見事な緑の草原、その中央には白はく亜あの東屋あずまや──。

　ああ、ここはモニカの庭だ。

　自分がロスターに願い出てウェスタイン邸ていに造らせてもらった、モニカのための、モニカを喜ばせるためだけのリュセの花庭──。

　足を踏ふみ出せば、柔やわらかな草原の感かん触しよくが伝わる。懐なつかしさに胸がいっぱいになり、少年の頃のように走った。

　モニカ。

　さんざん泣かせて傷つけ、悲しませたのに、自分を選んでくれた。

　あの日、確かに世界が変わった。

　モニカが自分を選ぶと言ってくれたとき、目の前を覆おおっていた黒い幕が切って落とされたのだ。世界は突然眩まばゆい光に溢あふれ、鮮あざやかな色しき彩さいに満ちた。

　モニカがいてくれるならもう何もいらない。

　何にも負けないし、どんなことだってしてみせる。彼女が望むのなら全て叶かなえてみせる。

　だってモニカは────。

　花弁の舞う庭園を駆かけ抜け、辿たどり着いた東屋の中へ勢いきおいよく飛び込んだ。




　────私の世界、そのものだから。
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「殿でん下か、殿下」

　軽く肩かたを叩たたかれ、うたた寝をしていたアレクはうっすらと薄うす紫むらさきの目を開いた。

　カタカタと視し界かいが小さく揺ゆれている。先ほどまで見ていた夢の余よ韻いんが消え去り、体に感じる断続的な揺れによって、自分が馬車の中にいることを思い出した。

「もう街道に入りましたよー。あとちょっとでペンテレイア王おう都とです」

　隣となりに座っていた金きん髪ぱつの優やさ男おとこ──、この旅にたった一人だけ連れてきた従じゆう者しやのマーシュが箱はこ馬ば車しやの小さな窓を開く。途と端たんに澄すんだ湖の匂においがして、アレクは景色の眩まぶしさに目を細めた。

　護ご衛えいの騎き士しも、侍じ女じよや従じゆう僕ぼくも誰もいない。二人を運んでいるのは、カゼルラ国こつ境きようの町ミセレーで待たい機きしていたペンテレイアの馬車だった。

　昨日まで西方の大国カゼルラ、その中央部にある王都ネルトハイムにいたのに、今日はもう大陸最さい西せい端たんの王国ペンテレイアにいる。

　王都から国境まで、約十日間の行こう程ていを一瞬にして飛び越えた水の魔ま道どうに、マーシュはため息をついた。

「俺、一度体験してみたかったんですよね……。水の転移魔道」

「どうした。おもしろくなかったのか？」

　アレクは伸びをしながら目を瞬またたいた。

　日々「魔道大好き」を公言しているマーシュにしては意外な反応だ。てっきり大はしゃぎするかと思ったのに。

「いえ、おもしろくなかったとかじゃなくて……」

　マーシュは自身の荷物の中から、小さな羅ら針しん盤ばんを取り出した。

「なんていうか、怖こわかったんですよね。この羅針盤もそうですけど、ペンテレイアの力はすごいなと思って」

「まあ、すごいが……。怖いのか？」

「怖いですねー」

　マーシュの膝ひざの上に置かれた羅針盤は淡あわい光を放ち、ずっと東を指し続けている。対象者の髪を使うことによって、その人物の生死と行き先を示す魔道具だ。今はモニカの居場所を示している。

（今日も生きている）

　アレクは心の底からほっとし、亜あ麻ま色いろの光を見つめた。この光が消えた時──、それはモニカの死を表す。そう聞かされてから、四六時中見ていないと気が済まなくなった。

　大陸中央の王国ヴァルダンでモニカが城から転てん落らくし、行方ゆくえ不明になってからもうすぐ二ふた月つき。生きていると知ったあの日からは十日あまりが経たつ。

　モニカの死の哀かなしみによってすっかり体力の落ちてしまったアレクだが、ようやく回かい復ふくし、ペンテレイアへ旅立ったのだ。

　全ては、モニカを襲おそったリュダに対たい抗こうする力を手に入れ、彼女を救うために。

（モニカ……、無事でいてください！）

　眉み間けんにしわを寄せて祈っていると、羅針盤の光を確認したマーシュは勇気づけるように口く調ちようを明るくする。

「ところで、殿下。モニカ様の夢でも見てたんですか？」

「え？　ああ、そういえば昔の夢を見ていた」

「やっぱり。苦しそうに、ま、待ってください……！　とか寝ね言ごとを言ってたから」

「…………」

　それでモニカの夢だと断定されてしまうのは哀しいものがあるが、本当のことなので仕方がない。

　夢の中で少年になっていたアレクは、懐なつかしくなって目を閉じた。

「最初は……モニカにリュセの庭園を贈おくったときの夢だった」

　甘いものが好きなモニカのために、リュセの花を使って究きゆう極きよくの甘さのお茶を開発した。それが気に入ってもらえて、初めてモニカの笑顔を勝ち取った感動の波に身を任まかせ、ウェスタイン邸ていにリュセの庭園を造って贈ったのだ。

　思い出に浸ひたるアレクに、マーシュは引きつった顔を返す。

「……あれ、ロスター将しよう軍ぐんはめちゃくちゃ困ってましたけどね……」

「言うな。こういう、やりたいからやる！　が駄だ目めなことはちゃんと学んだ。それで、その庭の後はずっと回想のような夢を見せられて……」

「殿下の場合、回想を〝見せられて〟なんですね……」

　今は相そう思し相そう愛あい……その愛の重さに違いはあれど、婚約者同士となったカゼルラ王国王太子アレクシスと、ウェスタイン公こう爵しやく令れい嬢じようモニカは幼おさない頃からの知り合いだった。……「友人」ではない。ただの「知り合い」だ。

　初めての出会いはアレクが十歳のとき。

　まだ七歳になったばかりのモニカの額ひたいを、アレクが自分に敬意を払はらわないという理由で扇おうぎで打ち、流血させたのが始まりだ。

（…………………………ううっ!!）

　当時を思い出し、アレクは叫さけびを堪こらえて頭を抱かかえた。

　あのときのことを思い返すたびに悶もん絶ぜつし、額を壁に打ち付け床ゆかを転がり自分で自分の体を鞭むち打ちたい衝しよう動どうに駆かられる。神様が一つだけ願いを叶かなえてくれるというなら、自分はモニカとの出会いをやり直したいと訴うつたえただろう。

（だからどうしてすぐ謝らないんだ私は！　というよりなぜ傷つけるほど打った!?）

　幸いにも傷は残らなかったが、未いまだにモニカの額が気になって仕方がない。

　モニカが泣きだしたとき「しまった」と思った。だが第一王子として大人達にかしずかれ、自分は特別な人間であるという驕おごりが邪じや魔まをして謝ることができなかったのだ。

　二人っきりになったら謝ろうと思っても、モニカはいつも人に囲まれていた。アレクには嫌けん悪おしか示さないのに、他の友達には簡単に笑顔を見せる。

　全然思い通りにいかなくて、むきになって追い掛け回しているうちに何がなんだかよく分からなくなった。腹が立つから追いかけるのか、服ふく従じゆうさせたいから追いかけるのか、自分が謝りたいのか、笑ってほしいのか、誰かと一緒にいるところを見たくないのか、それとも全く別の気持ちなのか──。

（モニカが城に来なくなってからだったな……）

　アレクの執しつ拗ような攻こう撃げきに耐たえられなくなったのか、ある日を境にモニカはぱったりと城に来なくなった。アレクにとって、この先何度も訪れる衝しよう撃げきの第一波だった。

　そして、これによってアレクは自分がモニカをどう想っているのか初めて知ったのだ。

　衝撃の第二波が、自分を出し抜いて恋こい敵がたきのヨシュアがウェスタイン邸に行ったこと。これは決けつ闘とう騒さわぎになった。第三波が「どうして私じゃ駄目なんだ!?」と迫せまり、モニカに「アレクだから嫌いやなの！」と言われたこと。これは自じ己こ肯こう定てい能力が消失して寝込んだ。

　第四波がモニカの婚約を知ったこと。

（…………これは極きわめ付けだった……）

　出会い以上にアレクを後こう悔かいの渦うずに叩き込むのがこの出来事だった。

　自分はきっと狂くるっていたのだろう。

　ヨシュアと婚約したと勘かん違ちがいしたアレクは、モニカを力ずくで手に入れようとした。これまでアレクの身分を考こう慮りよして抑おさえてくれていたモニカの父、王おう宮きゆう将軍ロスターを激げき怒どさせ、危あやうく父王ティマエスとの決けつ裂れつを招きかけた事件だ。

　ティマエスは国王として、息むす子この恋より臣しん下かの直じき訴そを受け止めた。

（……父上は正しい）

　大人になった今、つくづくそう思う。当時は怒いかり狂い父を詰なじったが、国王としてだけではなく父親としても許してはいけない恋だったのだろう。

　そして起こったのが、アレクにとって衝撃の第五波となる〝モニカの死〟だった。

「……そういえば、夢にお前も出てきたな」

　断だん片ぺん的てきな夢の内容を思い出し、アレクは笑ってマーシュに目を向けた。

「お前に、モニカを追いかけて見つけ出しても関係は変わらないと言われた。モニカが死んだと聞かされ、ロスターや父上が隠かくしていると知ったときのことだ」

　ウェスタイン邸を見み張はるようマーシュに命じた時に、モニカを自由にしてあげるべきだとはっきり言われた。

　マーシュはアレクに追つい従しようを言わない。

　アレクが考えていることを先読みして、アレクが言ってほしいと思う言葉を言ったりしない。なぜなら、彼がアレクの本当の忠ちゆう臣しんだからだ。

　マーシュの言うことはいつも客観的で冷れい静せいで、だからきっと正しい。

　だが、そんな賢かしこい忠臣もモニカのことに関しては情なさけない顔をした。

「そりゃ、言いますよ。だってこんなことが起こるなんて想像つくはずないですから」

　アレクには見つけられないはずだったモニカ。

　だが、ミラという少年として性別と経けい歴れきを変え、記き憶おくすらなくしたモニカをアレクは見つけ出した。父王ティマエスから向かわせないよう操そう作さされていた隣りん国ごくペンテレイアで、偶ぐう然ぜんにも巡めぐり逢あったのだ。

　髪の色が同じ、瞳の色が同じ、しゃべり方、笑い方、行動、考え方、性格……。ふとしたときの表情までありえない一致に途と惑まどい、気がつけば少年ミラはモニカにしか見えなくなっていた。

　そしてミラが本当にモニカだったと分かり、記憶を取り戻してもなお自分を選んでくれた時の喜び──……！

　ペンテレイアを訪れた時は、モニカが死んだと聞かされた日から四年が経っていた。

　それまでの四年間、アレクはモニカの行方を捜さがすとともに自身の改かい革かくに取り組んだ。

　容よう姿しを磨みがき、勉学、作さ法ほう、礼れい儀ぎ、武術、あらゆる芸術分野に至いたるまで見けん識しきを広め、できないことは何もないのではと人に思われるほど自分を高めた。

　特に意識して変えたのは性格だった。

　後悔したくなかった。

　モニカと会えた時に、努力の足りない自分を見せるのは許せなかったのだ。

　モニカが屋や敷しきに引きこもった頃から改め始めていたが、更さらに他者への振ふる舞まいに気をつけた。明るく、優しく、穏おだやかに、傲ごう慢まんは一番よくないが卑ひ下げしてもいけない。王太子としての身分に合い、なおかつ嫌いや味みではない性格に──。

　そしてもう一度モニカに出会う機会が得えられたなら、彼女のために変わった自分を見てもらうのだ。

　モニカには最上の優しさと誠せい意いを持って接し、彼女の意見はどんなことであれ必ず聞く。望むものは何が何でも手に入れ、傷つける者からは命を懸かけて守ろう。

　モニカが振ふり向いてくれなくても、自分は生しよう涯がいをかけて彼女を愛するのだ。




　それができた時にはきっと、モニカの幸せこそが自分の喜びになるだろう。




（もうすぐだ……！）

　アレクは深しん呼こ吸きゆうし、眠っていた体に活かつをいれる。

　必ずモニカを助け出す──。今度こそ守り、もう離したりしない。

　体に感じる揺れが変わった。先ほどよりも整せい備びされた広い街道に入り、窓から見える景色に民家が映うつり出す。明るい陽ひ射ざしの向こうに見えるのは、翠みどり色いろに輝かがやく鏡のように凪ないだ湖と対岸の深い森。おとぎ話みたいな煉れん瓦がの町並みはのどかで、湖の畔ほとりには金色に輝く円えん蓋がいの城がある。

　絵のように美しい、魔道の力に彩いろどられた古こ代だいの都。

　四年の間モニカを守り、まっさらな気持ちでアレクと出会わせてくれた奇き跡せきの国、ペンテレイアだ。

　モニカが記憶を取り戻しアレクを選んでくれた時、確かに世界が変わった。

　眩まばゆい光のただ中に立ち上がったような、あの日のことをきっと生涯忘れないだろう。

（──だから待っていてください、モニカ！）

　あきらめたりなんてしない。どこにいても、必ず助け出してみせる。

　アレクは決意を込め、強く拳こぶしを握にぎり締しめた。
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　目の前には、白い石の壁がそびえ立っている。

　どこにも継つぎ目がない、一枚の岩から作られたような不思議な壁だ。

　暗くら闇やみの天てん井じように消える乳にゆう白はく色しよくの高い壁を見上げ、紅こう玉ぎよくの欠片かけらが輝く燭しよく台だいを手にしたモニカはほぅっと息をついた。

「本当に壁だ……」

　ここはモニカが暮らす地下迷めい宮きゆうの入り口だ。

　アレクと共に大陸中央に位置する王国ヴァルダンを訪れ、王城天てん蓋がい宮きゆうに滞たい在ざいしていたモニカは城を取り囲む黒い水の堀ほりに転落した。自分自身ですら生きていないだろうと思ったのに、モニカはなぜか助かり、閉ざされた地下へ流れ着いたのだ。

　それから幾いく日にちか過ぎ、ようやく地下に慣なれたモニカは迷宮を一人で散さん策さくするようになっていた。

　迷宮と天蓋宮の地下は一枚の扉とびらで仕切られていたはずだが、現在はその影かげも形もない。

　このそびえ立つ強きよう固こな壁から国王ベルナルドや大だい神しん官かんカルロ、二十一年前には王太子サウルや側そつ近きんユナレスが入ってきたなどとても信じられなかった。

（本当にこれをリュダが……？）

　ヴァルダン王国王太子サウルの肉体を乗っ取った、古いにしえの王。

　カゼルラの第二王子エリオットを憑より代しろにするためアレクを疎うとみ、モニカを天蓋宮から堀へと転落させた男だ。

　誰もが認める美び貌ぼうというわけではないのに、どこか目を引かれる──。赤茶色の美しい瞳をした、人の心をざわつかせる男性だった。サウルの肉体の中にリュダの魂たましいが入ったことで、そんな不自然さが現れてしまったのかもしれない。

　モニカは身を寄せ、ひんやりとした白い壁に額をつけた。

（アレク──）

　モニカが転落したあの午ご餐さん会かいから何日が過ぎたのだろう。こんな昼も夜もない閉ざされた空間では、感かん覚かくの何もかもが狂ってしまいそうだ。

　はたして、自分は正しよう気きを保たもったまま生き続けられるのだろうか。

　扉の消えた、閉ざされた地下にどうやって助けが来るというのか。このまま、一生この地下に閉じ込められたまま死んでしまうのでは────。

（いいや！）

　思い直し、モニカは胸の前できつく拳を握り締めた。

　暗い思し考こうに囚とらわれそうになったときは、いつもそれを打ち消すように自分に言い聞かせる。

「大丈夫。来てくれる。アレクは絶対来てくれる」

　アレクの力の源みなもとはモニカであり、モニカのためならどんな不ふ可か能のうなことだって成し遂げてしまうのだ。行方不明でもなく、ちゃんと居所が判明しているのにアレクが何十年も手間取るはずがない。

（だから泣いてはいけない。悲しんではいけない）

　気力をなくすのは一番よくないことだ。アレクは来ると言ったら来る。

　モニカがこれだけの自信を持つことを、人は嘲わ笑らうかもしれない。

　だけどアレクなら可能なのだ。性別を変えて隠れたモニカを見つけ出し、行先も告つげず消えたモニカの元に現れ、一いつ角かく獣じゆうになったモニカに気づき、増殖したモニカの中からたった一人の本物を見分け────…………。

（…………………………ちょっと怖い……）

　改めて考えると若じやつ干かん超ちよう人じん的てきだ。思わずどれが一番怖いのだろうと考えてしまう。増殖……いや、やはり一番最初に少年のミラとして隠れた時か。対モニカ専用の第六感があると言われれば納なつ得とくしてしまいそうだ。

（天蓋宮ってものすごく価値がある建物だし、なるべく穏おん便びんに来てくれると嬉うれしいんだけど……）

　我が慢まんできなくなって天蓋宮を壊こわそうとするアレクを思い浮かべ、モニカはくすりと笑った。そしてまだ笑える自分に安あん堵どし、大きく息を吸すった。

「よし！」

　今日も元気に一日を過ごすのだ。

　そうして力強く顔を上げたとき、暗闇の中からかすかにぺたぺたと音が聞こえた。

（何!?）

　反はん射しや的てきに振り返り身を強こわ張ばらせたモニカは、手て燭しよくを掲かかげ闇の中に目を凝こらす。

　だが、やがて現れた音の主ぬしに顔を輝かせた。

「アンドリュー！」

　暗い煉瓦の道をぺたぺたと歩いてくるのは、この迷宮に多数生息する灰色のトカゲだ。迷宮に棲すむ別のトカゲかと思ったが、モニカを見つけると足を速めて寄ってきた。モニカの同居人、ユナレスの長年の友であるトカゲ、アンドリューに間ま違ちがいない。

　モニカの足元まで辿たどり着くと、抱っこをせがむように見上げてくる。

「来てくれたんだ、ありがとう！」

　片手で抱え上げれば、アンドリューは両前脚と顎あごをモニカの肩に乗せて体たい勢せいを落ち着かせる。すっかり慣れたものだ。

「後から来てたなんて全然気づかなかったよ。振り返ってみればよかったね」

　小さなとさかに頰ほおを寄せ、モニカは微笑ほほえんだ。

　ひょっとすると、モニカが迷宮の入り口へ向かったときから後を追っていたのかもしれない。歩ほ幅はばが違うため途と中ちゆうで置いていかれてしまったのだろう。

（よかった）

　本当は少し怖かったのだ。

　灰色の煉瓦道の両りよう脇わきには脚あしの長い燭台が置かれ、紅あかい灯ともしびが揺れている。危険なものは何もないと分かっているが、闇に浮かぶ紅い光はモニカにとって嫌な思い出しかなかった。

　すっかり恐きよう怖ふ心しんが薄れ、モニカは右手で燭台を持って長い坂道を上りだした。

　道の両脇には水路が引かれ、その水を糧かてに目を見張るような純じゆん白ぱくの花が咲き乱みだれている。

　文ぶん献けんの中にだけその名を留とどめる幻まぼろしの花であり、意志の力で左右されないほど強い封ふう印いんの力を持つ〝天てん上じようの花〟だ。

　二十一年前、リュダの復活と共に焼き払われたのだが、根は生きていたらしい。閉じ込められたユナレスの話によれば、長い年月をかけて元通りに咲き揃そろったという。

　足元には天上の花の茎くきで作られたユナレス手製の道みち標しるべが点々と添そえられてあり、方向音おん痴ちのモニカは、それを辿って生活の場となっている最さい奥おうの儀ぎ式しきの間へと歩を進める。

（地下墓所っていっても王家の墓じゃないんだよね）

　歴代の王の亡なき骸がらがあるのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。ここは本当に、かつて天蓋宮の王であったリュダのための場所なのだ。

　香り高い花の道を歩きながら、モニカは揺れる紅玉の炎ほのおに視線を落とした。

　魔ま導どう師しにとって最も一般的な魔道の一つ。それが紅玉から火を生むことだ。

　大陸統一時代からある天蓋宮。地上からはるか高く、七層目まで引き上げられた水。一角獣がいるわけでもないのに、完全に浄じよう化かされた水が流れる堀。空中庭園に狂い咲く花々。動物の声を聞くことができたという神官の祖そ先せん──。

（きっと間違ってない）

　リュダはただの古い時代の王様ではない。

　地下墓所で暮らす間、モニカはずっと隠し通路で相あい見まみえたリュダの話を考えていた。

　ペンテレイアに最初の体があると言い、森の王の祝福を受けた女性を母に持つと言ったリュダ──。

（──リュダは、古代ペンテレイアの王様だったんだ）

　そして、天蓋宮はその王城だった。

　一時はペンテレイアで暮らしていたモニカだが、歴史は大まかに知る程度だ。建けん国こくが一角獣を夫に持った女王であり、不思議の術じゆつを持って大陸を統一、その後衰すい退たいし小国分ぶん裂れつ時代を迎え西へと退しりぞく。ペンテレイア国民の多くがこう教えられていたし、詳しい歴史が判明しているのは小国分裂時代からだ。

（でもウィトス先生なら絶対に知っていた）

　深い知識と飽あくなき探究心を持ったペンテレイアの魔導師長、ウィトスが詳しい歴史を知らないはずがない。

　だから彼はヴァルダンへ来たのだ。この城にリュダが封じられていることを知っていて、何らかの事情によって封印に変化が起きたことを知った。

（……先生に会いたいな）

　聞きたいことも、知りたいこともたくさんある。

　モニカが天蓋宮から堀に転落したあと、侍女のローズやアレク、マーシュ、エリオ……他のカゼルラの人々がどう対応しヴァルダンの人々がどう受け止めたのか。考えても仕方のないことだが、やはり思考から追い出すことはできなかった。

　モニカが自分から転落した以上、戦いくさにはなっていないはず──。

　殺されかけておいてなんだが、その点だけは素直にリュダに感謝していた。

（カゼルラには勝てないって自分で認めてたし、戦いたくなかったんだよね）

　さすが過去に王だっただけあって、リュダは冷静だ。モニカにとってもその判断は非常にありがたかった。

　ずり落ちかけたアンドリューをよっこいしょと持ち直すと、突然動いた足場にびっくりしたのかキョロキョロと辺りを見回す。どうやら眠り込んでいたらしい。

　すっかり安心しきっている野生動物に苦笑し、モニカは長い上り坂を見上げた。

「こんなに長い坂なら、一階分ぐらい上がってそうだよね。儀式の間は地下じゃなくて地上に近いのかも」

　この迷宮の最さい奥おうにある儀式の間は、リュダを封印した棺ひつぎが安置された小さな円形の広間だ。そこがこの迷宮と違って光に溢あふれているせいかもしれないが、モニカは地下に下りた時に感じる圧あつ迫ぱく感かんが消える気がしていた。まるで地上に出たような心地ここちがするのだ。

（それにしても重い……）

　モニカは、肩に張り付きぬくぬくしているアンドリューをチラリと見下ろした。

　喜びで抱き上げたはいいが、まだまだ道は遠い。幼おさな子ご並みの体重を誇ほこるトカゲを、長時間片手で抱くのは結構な重労働だ。

「ねえ、アンドリュー」

　腕を揺ゆすって目覚めさせると、モニカは優しく声を掛けた。

「そろそろ降りよ……………………………ってああっ!?　ぎゅーってされてる!?」

　まるで言葉が分かっているかのように「降りない！」と意思表示され、モニカはよたよたと地下迷宮を戻っていった。
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　アレクとマーシュを乗せた馬車は、一角獣と乙女おとめの像を戴いただく円形の噴ふん水すい広場を巡り、色づき始めた街路樹が並ぶチェリルー通りを上っていく。

　城壁代わりのポーラの生いけ垣がきと鉄の透すかし門を潜くぐれば、緑鮮あざやかな美しい芝しば生ふの向こうに円形の、角のない壁で包まれたこぢんまりした建物が見えた。

　金の屋根と白大理石が輝くペンテレイア王城〝宝ほう珠じゆ〟だ。

　馬車を降りたアレクとマーシュは、兵士に案内されて宝珠の中へと足を踏ふみ入れた。

（ああ……！）

　カゼルラの王城よりも物柔らかな光に包まれた宝珠は、優しい香りが漂ただよっている。アレクは胸が締め付けられ、吐と息いきを漏もらした。

　深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれた古風な内ない装そうや、一角獣の装そう飾しよくが施ほどこされた階段の手すりなど、何もかもが懐かしい。

　やがて兵士達は謁えつ見けんの間まで客人を案内すると、扉を開く。

　中には五人の人々がいて、アレクとマーシュを待っていた。

「よくぞ参られた、アレクシス殿下！　魔導師長はすでに封印の場に向かっておるぞ！」

　深紅のマントを勢いきおいよく払って立ち上がったのは、二は十た歳ちの若きペンテレイア国王、リチオだ。青い瞳を輝かせ、性格そのままの底抜けに明るい声でアレクとマーシュを迎えてくれた。

　モニカの死と生存の可能性については、先に戻った魔導師長ウィトスを通じて伝えてある。リチオの隣に立つペンテレイア王国の王おう妃ひモニカは、涼すずやかな翠緑の瞳に力づけるような笑えみを浮かべた。

「いらっしゃい、アレクシス殿下。モニカ様のこと聞いたよ。あたし達にできることならなんでも言って」

　金に近い亜麻色の髪の王妃は、元はモニカの身代わりとして選ばれた町娘だ。今は出しゆつ自じを明かし猫ねこを被かぶることもなく、リチオからも国民からも愛されたペンテレイアの王妃となっている。

　その二人の側そばで、紫むらさきの文ぶん官かん服をまとった白しら髪が交じりの男が丁てい寧ねいに腰こしを折った。

「ようこそお越しくださいました、アレクシス殿下。本来なら我われ々われが封印の場に出向くべきなのですが、こちらまでご足そく労ろう頂きましたこと、深くお詫わび申し上げます」

　大臣ガレの申し訳なさそうな言葉に、アレクは慌あわてて首を振った。

「とんでもありません、ガレ大臣。リチオ陛へい下か、モニカ王妃。またあなた方がたの力を借りに来ました。どうか、よろしくお願いします」

　この国があり、この三人がいたからこそ、アレクはモニカに振り向いてもらうことができたのだ。

　そして──。

　アレクはガレの側に控ひかえていた、二人の女性に向き直った。

　一人はマーシュの正式な妻である、ヴァルダン大たい公こうオデリージ公爵家の末すえ姫ひめローレンシアだ。今は実家から身を隠し、ペンテレイアに滞在している。カゼルラまで失意のアレクやマーシュを励はげましに来てくれていたのだが、一足先にペンテレイアへと帰っていた。

　シアは青い瞳を喜びに輝かせ、可動式の椅い子すの背後に微笑みながら立っている。

　その椅子に腰掛ける女性へとアレクが一礼し、マーシュが深々と頭こうべを垂たれた。

「アニス姫ひめ……！　お久しぶりです──！」

　長い毒どくの後こう遺い症しようで抜ぬけ落ちた白プラ金チナの髪は、少年のように短いが生はえ揃っている。その体はまだ折れそうなほど細かったが、妹であるシアと同じ、美しい海色の瞳は生せい気きに溢れていた。

　椅子に腰掛けたまま、オデリージ公爵家長女アニスは淑しとやかに身を屈かがめ礼をする。

「お久しぶりですね、アレクシス殿下。立ち上がらずに失礼を」

　ハキハキと話す妹シアとは正反対の、柔らかくふわりとした声だ。

「かまいません、楽にしていてください。……お元気そうだ」

　数か月前の彼女の姿を知るアレクは、静かな感動を覚えた。

　アニスはヴァルダンの第四王女、自覚のない魔導師であったラティーナから毒を飲まされ生死の境をさまよった。改かい心しんしたラティーナやシアによる献けん身しん的てきな看かん病びようによって、すでに解げ毒どくを終えているらしい。めざましい回復だった。

　アニスはおっとりと深い青の瞳を細める。
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「ラティーナ殿下とシアから全て聞きました。本当に……ありがとうございました」

「いいえ。あなたを救ったのはライだ。彼の力なくしてあなたを助けることはできなかったでしょう」

　アニスを助けた人物はたくさんいるが、全てを動かしたのはやはり婚約者のカーライルに違いない。

　アニスは胸に手を当て、優ゆう雅がに目を細めた。

「ええ、本当に。役に立つ人でよかった」

「そ………………そうです、ね？」

　役に立つ……という言葉に気を取られ返事が遅れてしまったが、アニスは気にすることもなくマーシュに目を向ける。

「それにマーシュ、あなたもシアのために頑がん張ばってくれたと聞きました」

　背後にいたシアが嬉しそうな顔をしたので、マーシュは誇らしげに一礼した。

「いえいえ、それほどでも……」

「早くシアと離り婚こんさせてあげましょうね。法の一つや二つすぐに曲げてみせるわ」

「おおっと、お待ちくださいアニス様！　あまり妃ひ殿下が政治面で派は手でに動いては！」

「まあ、動くのはライよ。私は動かないわ。ねえシア、私のせいで迷めい惑わくをかけてしまったわね。本当にごめんなさいね……」

　うつむき、憂うれえる姉にシアは慌てて取りすがった。

「姉様は悪くない！　私がよく考えもせず結婚したから悪いんだ！」

「なにこの展開!?　シア様、流されないでください！」

　不ふ穏おんな流れにマーシュは血けつ相そうを変えたが、シアはむっと叱しかった。

「流されてない！　確かにあんまり考えずに結婚したけど、君が相手なら後悔はしていない」

「おお！」

　アレクまでもが感かん嘆たんの声を上げ、腕うでを伸ばすマーシュをシアは毛を逆さか立だてた猫のように威い嚇かくする。

「寄るなっ！　とにかく姉様、私は大丈夫だからあんまり心配しないで」

「まあ、シア……！」

　アニスははっきりと意思表示したシアに、少し驚おどろいたように目を丸くする。

「こんなに誑たぶらかされて」

　一同は思わずガクッとこけそうになった。シアの一いつ生しよう懸けん命めいさから、かなり姉に信を置いていると感じていたが実際にそのとおりらしい。アニスの性格を深く知らなかったアレクは、マーシュの受じゆ難なんを思いこっそりと祈っておいた。

「しかしアレクシス殿下、本当に封印を開かれるのですか？」

　真ま面じ目めなガレの声に、騒ぎがやや静まった。

　皆に注目され、アレクは真剣な顔でうなずく。

「──はい。そこにモニカを救うための手段があるというなら」

　アレクがペンテレイアへ来たのは他でもない。モニカを救うために、古の王リュダと戦う力を手に入れるためだった。

　封印とはその対抗手段を隠した場所であり、ペンテレイアの魔導師はその場所を守るために血けつ脈みやくを繫つないできたらしい。

「封印を開くのは、ペンテレイアにとって大切なことのはずです。リチオ陛下やモニカ王妃がカゼルラ国民の私でも許すと言ってくだされば──」

　当然、拒きよ否ひ感かんのある臣下もいるはずだ。

　だがそれについてリチオと王妃は反対を述のべず、逆に心配そうな顔を見せた。

「アレクシス殿下に異を唱える者などおらぬ。ただ封印には守もり人びとがいる。中がどうなって何が起こるのか、魔導師達もよくは知らぬぞ？」

「意志の弱い人間や相応ふさわしくないと判断された人間は、幻げん視しに惑まどわされて出られなくなるって聞いたこともあるよ。……あたしは、カゼルラのためにも誰か他の人を行かせる方が」

「いいえ、モニカ王妃」

　アレクは強い口調で遮さえぎった。

　ペンテレイア側の不安もよく分かる。アレクはカゼルラの王太子であり、カゼルラに守られているペンテレイアにとっても大切な人間なのだ。

「もしかしたら命を落とすようなことがあるかもしれない。ですが、このままリュダに抵てい抗こうできずに弟のエリオを乗っ取られても同じことなんです。ましてやモニカを助けられないなら、それは私にとって死に等しい」

　等しいどころか、モニカが死ぬのなら自分はきっと生きてはいないだろう。

（それはもう、十分に分かっている）

　モニカが黒い水の堀に消えて、痛いほど知った。

　アレクは力強く顔を上げ、一人一人と目を合わせた。

「モニカは私の命です。彼女を助ける力を他人任せにしたくない。意志の力が必要だというなら、なおさら私が行くべきだ」

　力を手に入れたいという気持ちは誰にも負けない。

　言い切ったアレクに、ガレも王妃もリチオもかすかに息をついた。誰にも止められないし、反対もできなかった。

　アニスは胸を打たれたのか、そっと涙を拭ぬぐう。

「素晴らしいわ、アレクシス殿下。こんなに暑苦しい方だったなんて知らなかった……。ねえマーシュ、帰ってこられないかもしれないからあなたも行ってらっしゃいな」

「残念ながら封印に入れるのは一人だそうです、アニス様」

　マーシュが引きつった笑顔で控えめに説明すると、シアが哀しそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「帰ってこられないなんて……。そんなの嫌だ」

「ああ、シア……！　可か哀わい想そうに」

　拗すねたシアをなだめ、アニスは「めっ」というようにマーシュを見つめる。

「シアを悲しませるなんて。マーシュ、謝った方がいいわ」

「理解不能な思考回路!!　殿下、俺を助けてください!!」

「ではリチオ陛下、私は行ってきます！」

「無む視し!?」

　悲ひ鳴めいを上げるマーシュには誰もかまわず、すぐさま飛び出して行こうとするアレクをガレが慌てて呼び止めた。

「お待ちください、アレクシス殿下。何も挨あい拶さつのためだけに宝珠に来て頂いたわけではないのです」

　え、とアレクが振り返れば、ガレは深紅の天鵞絨ビロード張りの小さな箱を取り出した。中には光こう沢たくのある白しら絹ぎぬが敷き詰つめられ、古びた指輪が置かれている。

　リチオがぐっと薄い胸を張った。

「ペンテレイア王が代々受け継ぐ指輪だ。魔導師長からアレクシス殿下に渡しておくよう言われていたのだ」

「そんな大切なものを……？」

　アレクは驚いて手渡された指輪を見つめた。材質は灰色の石に見える、幅の広い指輪だ。中央に紺こん碧ぺきの丸い石を置き、その周りに円が彫り込まれている。

　恐おそる恐る左手の中指に嵌はめてみると、何の抵抗もなくアレクの指におさまった。

　リチオはうなずき、顔を引き締めた。

「その指輪はペンテレイアに危き機きが訪れた時に開く封印の鍵かぎだ。余よはこんな、ペンテレイアの存そん続ぞくと滅めつ亡ぼうの境目の王になる予定はなかったのだが、その時が訪れたのだから仕方がない。せめて強さも人格も信しん頼らいできる方に後を託たくしたいのだ」

　リチオだけではない。それはペンテレイアという国の総意だろう。

「だから余は、この鍵をアレクシス殿下に渡す。アレクシス殿下、封印の守り人に誰の許しを受けたか聞かれるなら、第五十七代国王と答えてくれ。余はリュダの後、西に国を戻してから五十七代目の王だ」

「リチオ陛下……！」

　リチオが王様っぽい……！　というモニカ王妃の感動の声が聞こえ、アレクは心の中で同意してしまったが、感謝して指輪を嵌はめた手を胸に当てた。

「ありがとうございます。必ず力を手に入れて戻ります」

「アレクシス殿下、ちゃんとモニカ様を助けて戻ってよ。あたし待ってるから。たまにはゆっくり宝珠に入ってきてよ」

　苦笑する王妃の言うとおり、モニカに何事かあって慌あわただしく登城するばかりだ。さぞかし騒がしいだろうと、アレクは申し訳ない気持ちになってしまった。

「すみません、モニカ王妃」

「バカ……、あっ、ごめんバカって言っちゃった。違う、怒おこってるんじゃないよ」

「知ってます」

　アレクは笑った。さっぱりとした性格の王妃が考えることぐらい分かる。

　王妃だけでなく、この場にいる全員がモニカの無事を願い、アレクの成功を祈ってくれているのだ。

　ガレは恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

「封印の場所は城下の円形広場、一角獣と乙女おとめの噴水です。すでにウィトスが参って準備をしておりますので、お向かいください」

「──ありがとうございます！」

　皆に勇気づけられ、アレクは大きく頭を下げた。




　アレクとマーシュは足早に宝珠を出て、用意されていた馬車へと向かう。

「殿下、俺はどうしたらいいんですかね」

　乗り込むなりマーシュに真剣な顔で切り出され、座席に落ち着いたアレクはきょとんとした。

「？　封印に入れるのは一人だろう、お前は外で待って……」

「ディア様相手には、戦えばなんとか勝てる！　みたいな余よ裕ゆうがあったんですけどアニス様が怖い」

「そっちか！」

　思わぬ強敵の出現に、すっかり怖おそれを抱いたらしい。マーシュは両手を組んだまま思し案あん気にうつむく。

「片方の義あ姉ねがディア様、もう片方がアニス様……！　殿下、義姉二人に離婚を望まれている場合はどうしたらいいですかね？」

「兄でも頼たよれ」

「兄と義あ兄にが確実に義姉二人の支配下に置かれてそうなときは？」

「立ち向かえ！」

「全っ然ためにならない助言なんですけど!?　殿下、俺に協力してくれるんですよね!?」

「私は今モニカのことでいっぱいだ！　帰ってからにしろ！」

「薄はく情じようじゃないですか!?　モニカ様のときは徹てつ夜やで作戦考えさせられたのに!!」

「あのときはあのとき、今は今だ！」

「横おう暴ぼうすぎる!!」

　騒ぐ主しゆ従じゆうを乗せて、馬車は街路樹の並ぶチェリルー通りを下っていった。
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　仕方なくマーシュに付き合って対アニス作戦を考えていたが、円形広場が見えてくると、往いきとは明らかに違う雰ふん囲い気きにアレクは声を潜ひそめた。

「……人がいないな」

「……ですね。俺達が来ることと何か関係があるんでしょうか」

　建国の女王を模もした乙女と一角獣の噴水、青と白の煉瓦を敷き詰めた広場には人影もない。つい先ほどまで行き交っていた乗合の馬車や賑にぎわう人々、広場を取り巻く多くの店もすでに閉め切られている。

　蹄ひづめの音を響ひびかせて馬車が広場に入ると、黒いローブを着た大おお柄がらな男が出迎えてくれた。

「お────い、待ってたよ」

　長い黒髪を緩ゆるく一つに束たばねた丸まる眼鏡めがねの男は、魔導師長のウィトスだ。その隣には驚くほど小こ柄がらな、長い白しろ髭ひげの老人がいる。

　闇色のローブを引きずるその姿に、アレクは条件反射のようにいつもの言葉を口にしていた。

「老ろう師し、お世話になります！」

「また世話前ぜん提ていか！」

　呆あきれた顔をしたのはシレナに住む魔導師、ペンテレイア王国前々魔導師長ドルチーノだ。

「ドルチーノ様もいらしてたんですねー。お久しぶりです」

　にこやかなマーシュの挨拶に、ドルチーノはフンッと鼻を鳴らす。

「今回はわしの出る幕はないぞ。森の王の付き添そいで来ただけじゃ」

「森の王……？」

　言われて魔導師達の足元を見下ろしたアレクは、あっと声を上げた。

　ウィトスのローブの陰かげに、一頭の純白の獣けものがだるそうに寝そべっていたのだ。

「アルト!?」

　ふわぁとのんきにあくびをするその瞳は紺碧。銀色に輝く鬣たてがみに、額からは黄おう金ごんの角つのが伸びている。

　美しい一角獣から白い光がこぼれ、あっという間にその姿が変化した。

「よぉ。なんかモニカのために封印開くっていうからオレが来てやったぞ」

　獣の代わりに現れたのは、片膝を立てて座り込む二十歳前後の若々しい美び貌ぼうの青年だ。

　シレナの森に棲むペンテレイアの一角獣であり、その長おさ〝森の王〟であるアルトだった。

　軽く片手を上げる威い厳げんも何もない若い森の王に、マーシュは目を見開いた。

「アルト君じゃないですか！　ドルチーノ様、よくアルト君を呼べましたねー」

「君付けすんなっつってんだろ!?」

　むきになって怒ど鳴なられ、マーシュは「えー？」と肩をすくめた。

「いやー、大事なことはエル様が来るかなと思ったんですけど」

「お前相変わらず馬ば鹿かだな！　いくら力があっても封印は森の王じゃないと開けねーの！」

「ハァハァ……！　生きているうちに森の王に触ふれられるなんて本当に嬉しいよ……！　アルト君、後で血と髪と唾だ液えきと爪つめとできたら角の欠片かけらとかちょっと……！」

「ぎゃ──！　おい、じいさん！　ウィトスをオレに近づけるな！」

　アルトは悲鳴を上げて一いち目もく散さんに逃にげ出していく。追いかけるウィトスと森の王を指差し、アレクはドルチーノを見下ろした。

「アルトが来るから広場を封ふう鎖さしたんですか？」

「それもあるが、あまり雑ざつ多たな気の中で封印を開くのは良くないからの。おぬし以外の者が入り込んできても困るし、守りを固めるなら封鎖した方が安全じゃ」

「なるほど……」

「国民はちゃんと言うこと聞いてくれるんですねー……」

　封印を開くという不思議な理由で民が動くことに、アレクとマーシュはペンテレイアという国の本質を見た気がした。

「ペンテレイアの民なら当然じゃな。ほれ、ウィトス！　さっさと封印を開くぞ！　用意せんかい！」

　ドルチーノに怒鳴られ、追いかけっこしていたウィトスはやっと役目を思い出したらしい。いそいそと戻ってきた。

「リチオ陛下から国宝は受け取ったかい？」

「はい」

　アレクはうなずき、左手の中指を示して見せた。そこには先ほど貸し出された石の指輪がある。それを認め、真ま顔がおになったウィトスは遠ざかったアルトに手て招まねきした。

「では始めようか。こっちにおいで、アルト君」

「なんでウィトスまでオレのこと君付けすんの？」

　不満を通り越して呆れ気味だが、言われたとおりアルトは涼すずしい音を立てて流れる噴水の側に立った。

　シレナの森や郊こう外がいに封印の場所があると思っていたアレクは、神しん妙みような顔で噴水を見つめる。

「本当にここが封印なんですか？」

「そうだよ。ペンテレイア王都は特別な場所なんだ。この封印の扉は森の王と混こん血けつ……我々魔導師のことだね。それらが揃った時にしか開けない」

　なぜ魔導師が「混血」と呼ばれるのかといえば、彼らの祖先が一角獣と人間の交まじわりによって生まれたからだ。その血を受け継ぐ魔導師達は、普通の人間にはない力があった。

　ウィトスが説明する間に、アルトは無言で流れる水の中に手を浸ひたす。

　じっと食い入るように見つめていたアレクとマーシュだが、水が一瞬にして搔かき消え息を吞のんだ。

　流れが止まったのではない。

　アルトの手が触れた場所から、音もなく泡あわのように消えたのだ。あとに現れた噴水の底には、煉瓦を敷き詰めた灰色の石床だけがある。

　しかし、その一つに小さな紋もん章しようを見つけたマーシュは感激に身み震ぶるいした。

「これが魔導師の開く封印の扉なんですね……！　古文書で読んだとおりだ！」

　煉瓦の一つには、青と白の宝石で描えがかれた幾き何か学がく的てきな紋もん様ようが刻きざまれている。形はかなり小さいが、正せい円えんを中心に放ほう射しや状じように延のびる紋章はこの町に刻まれたものと全く同じだ。

　ウィトスは、隠しから銀の小刀を取り出すと人差し指を浅く切り裂さいた。紅くれないの血が滲にじみ出した人差し指を、そっと円の中心に押し当てる。

　──突如、刃やいばのような鋭するどい閃せん光こうが奔はしり、青と白の光が交こう錯さくした。

「──！」

　思わず目を庇かばったアレクの足元を光が走り抜ける。

　ペンテレイアの王都を覆おおった巨大な紋章が輝きを帯おび、辺りから一いつ斉せいに驚いた家か畜ちく達の鳴き声が響いた。家畜だけではない、屋内で息を詰めて見守っていたらしい人々の声も聞こえる。

　広場に描かれた正円から広がる光は、四し方ほう八はつ方ぽうへ伸びた道を走り町の外側へ────。

　町全体を包み込み、大地に敷かれた紋様そのままに輝いた。

「──さあ、もういいよ」

　徐じよ々じよに光が収まり、慎しん重ちように目を開いたアレクはあっと声を上げる。先ほどまで存在していた石床は消え、人一人が潜れるほどの暗い穴が口を開けていたのだ。

　地下へと続く短い階段の先には、扉が見える。

　ウィトスはアレクの左手中指を指した。

「その指輪が扉の鍵だよ。飾かざり部分を嵌め込む場所があるはずだ」

「はい……！」

　アレクがうなずき、扉に向かおうとしたとき。

「ほらよ、アレク。お守りだ」

　突然アルトに何かを放り投げられ、とっさに受け取ったアレクは手の中の物を見つめた。

　銀の鎖くさりが付いた首飾りだ。

　親指の爪ほどの小さな楕だ円えん形けいで、中に物が入れられるのか銀の留とめ金がねがついた────。

「これは──！」

　声を震わせ絶ぜつ句くしたアレクに、マーシュが歓かん喜きの表情で飛びあがった。

「ミラ様の首飾りじゃないですか！」

　モニカがミラという兵士として働いていた頃、上官のディクトンによってロラン湖に捨てられてしまった首飾りだ。仮かり初そめの祖そ父ふ、魔導師トナタスがミラを元のモニカの姿に戻すために与えたもので、形かた見みでもあった。

　アレクはゆっくりと留め金を開いた。

　中にあったのは、小さな金色の欠片──。ミラがなくしたときそのままに、芳かぐわしい花の香りを放つ一角獣の角の欠片が入っていた。

「首飾りを捨てられたこと、ミラから聞いていたんだよ。だからアルト君に頼たのんでロラン湖を探してもらったんだ。アルト君がいれば魚達が言うことを聞いてくれるからね」

　嬉しそうに言うウィトスに、ドルチーノもあご髭をしごいた。

「鎖だけは換かえておいたが、綺き麗れいなもんじゃったわ。湖の中に一年も沈んでいれば腐ふ食しよくしそうなもんじゃが」

　呆ぼう然ぜんとしていたアレクは、どこか得とく意い気げな顔をした森の王に向き直った。

「アルト……！　ありがとう。モニカがどれだけ喜ぶか……！」

「いいって。一角獣に関わる物を身に着けるのは俺が認めた証あかしだ。封印の守り人に迷わされないよう、ちゃんと王家の指輪とその首飾り持ってろよ」

「ああ……！」

　アレクは壊さないよう、だが力を込めて小さな首飾りを胸に抱きしめた。

（モニカ──！）

　喜ぶ顔が目に浮かぶ。明るい翠緑の瞳が輝き、白い頰が薔ば薇ら色いろに染そまり──、きっとはじけるような笑顔を見せてくれるだろう。

　会いたい。

　今すぐモニカに会いたい──！

　胸の奥底から突き上げるような激げき情じように押され、アレクは溢れかけた涙を堪えた。

（大丈夫だ）

　この気持ちがあるなら、どんなことが起こっても負けはしない。

　自分は必ず力を手にする。そんな確信と勇気が胸の中に満ち、アレクは噴水の封印へと力強く足を踏み入れた。

「殿下、いってらっしゃい！　お土産みやげ待ってます！」

　常つねに土産を催さい促そくすることを忘れない従者、見守ってくれる魔導師達や森の王に手を振り、アレクは扉を開くと水の香りのする暗い道を進んでいった。
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　アレクがペンテレイアへ旅立つより前。

　ちょうどベルナルド王危き篤とくの報ほうがカゼルラへ着いた頃、ヴァルダンでは老ろう王おうに臨りん終じゆうのときが近づこうとしていた。




　真夜中の天てん蓋がい宮きゆう。ヴァルダン王の寝室には悲ひ壮そうな面おも持もちの人々が、ただ無言のままに寝しん台だいで眠るベルナルドを囲んでいる。

　臣しん下かの者は皆隣りん室しつに控ひかえていたが、それより先に入ることは許されていない。死が出て行かないように、死者の魂たましいを狙ねらう邪よこしまなものが入らないようにと設もうけられた黒い帳とばりが、寝室の壁や扉とびらを厚く覆おおっていた。

　ベルナルドの側そばにいたのは六人。

　唯ゆい一いつの息むす子こである王太子サウル、その妃きさきヘレナ、孫まごとして第一王子のカーライルと妹セリディアーナ、そして最さい期ごを看み取とる者として大だい神しん官かんカルロと側そば仕づかえの少年神官一人だった。

　侍じ医いは付いていない。この老いた王の体にできることは、もう何もないのだ。

　呼こ吸きゆうは浅く、今にも消え入りそうに弱い。

　静かに、密ひそやかに、ベルナルドは旅立とうとしている。

　枕まくら元もとの椅い子すに座る大神官カルロは、身動きもせずに揺ゆれる燭しよく台だいの炎ほのおを見つめていた。

　ベルナルドの即そく位いは早く、周辺の小国家とは長く戦った。若いベルナルドは強きよう靭じんな精神力で戦いを先せん導どうし、西の大国カゼルラと同どう盟めいを結び、ヴァルダンを確かつ固こたる大国へと押し上げた。

　大神官という立場から国を支えてきたカルロにとって、最も頼たよりになる王が今、先に逝いこうとしている────。




　と、不ふ意いに寝室に淀よどむ闇やみ夜よが大きく捻ねじれた。




「──！」

　カルロは唐とう突とつに目を見開いた。

　目に見えたわけではない。

　風が動いたわけでもないが、黒い幕で覆われた部屋の空気が変わった。

　過去に一度だけ感じたことのある奇き妙みような眩げん惑わくを思い出し、カルロはゆっくりと立ち上がった。

　ベルナルドの胸元に伸ばされた男の手を、深いしわの刻きざまれた手で押さえる。

「なりません、サウル殿でん下か」

　ベルナルドを挟はさみ向かいに腰こし掛けていたヴァルダン王太子、サウルの静かに澄すんだ赤茶色の瞳ひとみに視線を合わせた。

　口を開きかけたサウルを遮さえぎるように、カルロは呼んだ。

「いいえ、ペンテレイアのリュダ」

　サウルの肉体を乗っ取り、二十一年前から天蓋宮に棲すみ続けてきた古こ代だいの王。

　ライもヘレナもリディも、眠ったように動かない。牽けん制せいし合うサウルとカルロを見ようともしなかった。

　強い幻げん視しの力だと、リュダの正体を知った今のカルロなら分かる。

「あなたが──、ベルナルド陛へい下かの臨終の折に、その魂を取り込むだろうということは聞かされておりました」

　復活したリュダはかなり力を消しよう耗もうしている。ヴァルダン王の魂を取り込むことで、少しでも力を補おうとするだろう──。

　そう知らせを受けたのはつい先日のこと。やっとベルナルド王危篤の報が届いたばかりのカゼルラから、水の魔ま道どうで言葉のやり取りだけは可能なカルロに、魔ま導どう師し長ちようウィトスが伝えてくれたのだ。

　モニカが生きているかもしれないこと、アレクが立ち直ったこと。そしてエリオを狙うリュダの目的と、ベルナルドの魂の危き機き。

　リュダはサウルの顔でかすかに口くち許もとを歪ゆがめた。

「……誰に聞いたとか、そんなことはどうでもいいか。もうこの王様は死ぬんだ。死にゆく人の魂をもらうのがそんなに悪いこと？」

「悪いことでございます」

　ベルナルドはまだ生きている。魂の鼓こ動どうを感じ、カルロは守るようにその左胸に手の平を当てた。

「消しよう滅めつした魂には救いがない。あなたに囚とらわれては、陛下の魂は消滅したも同じこと」

　生物に魂があることを、カルロは根こん拠きよのない迷めい信しんではなく事実として理解している。

　神官として血の薄いカルロには意識を集中させてやっとだが、死の間ま際ぎわに立ち会うときは空へ上っていく光を感じるのだ。

「どんな人間も、動物も、天てん上じようへ向かうときは喜びと肉体からの解放を謳うたう声が聞こえる。私は陛下の魂があなたに取り込まれ、無になるところを見たくはないのです」

　カルロは慈じ愛あいをもってリュダを見つめた。

「私に幻視は効ききませぬ。帳の結けつ界かいを解とき、陛下を安らかに天上に送らせて頂けませんか」

　この寝室だけ時が止まっている。先ほどの空間の揺ゆらぎはリュダが帳を封じた証あかしだろう。

　だがリュダは手を引こうとはしなかった。

「……この王様は放っておいても明日まで生きていない。それなら僕の力にしてもいいはずだ」

　ベルナルドの体が熱を持つ。眉まゆが苦しげに寄せられ、かざしたリュダの手に黄おう金ごんの光が溢あふれだした。

　まだ生命いのちあるベルナルドから、無理やり魂を引きずり出そうとしている────！

「レーム!!」

　リュダの腕うでを払はらいのけると同時に、カルロは一いつ喝かつしていた。

　叫さけびに応こたえ、カルロの背から一人の少年神官が飛び出す。

　それには驚おどろきを見せなかったリュダだが、少年が一頭の獣けものへと姿を変えた瞬しゆん間かん大きく目を見開いた。

「──まさか！」

　愕がく然ぜんとした声がもれる。

　その姿は馬、それもまだ年若い薄うす灰はい色いろの子馬だ。

　なのに感じる、リュダにとっては懐なつかしくも清きよらかな波動──。

　銀の鬣たてがみが揺れ、紺こん碧ぺきの瞳がリュダを見み据すえる。




　リュダの驚きよう愕がくの声をかき消すように、鼓こ膜まくを打ち破やぶる一いつ角かく獣じゆうの咆ほう哮こうが大気を振しん動どうさせた。
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　神官のふりをしてカルロに付き従したがっていたレームは、全身をしならせて力の限り吠ほえた。

　レームの叫びは風ふう圧あつを伴ともない、燭台の炎と黒い帳を揺らす。

　ヘレナが、ライとリディが大きく体を震ふるわせ目を開いた。

「なんだ……っ!?」

　リュダの幻視を解かれた三人はしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐにライがヘレナとリディを庇かばって立ち上がった。状況の飲み込めないリディを抱き、ヘレナはゆっくりとリュダから距きよ離りを空あける。

　カルロは素す早ばやく、ベルナルドを背はい後ごに庇うように寝台の前に進んだ。

「……驚いた」

　カルロに寄り添そったレームを見て、黒い帳に背をぶつけるまで後こう退たいしたリュダはかすれた声で囁ささやく。

「──何か変な気け配はいがすると思ったら、一角獣だったのか……！」

　その声こわ音ねには「まさか」というような響ひびきがあった。

　リュダがレームをただの少年神官だと思ったのも無理はない。

　レームは純血の一角獣ではない。だが神官や魔導師とは違い、シレナの森の野生馬を母に持つレームは、限りなく自然に近い力を持った混こん血けつだった。最初から一角獣だと分かっていれば、リュダはこの場にレームを寄せ付けなかっただろう。

「神官が邪じや魔まをすることは分かっていた……。でもこれは予想してなかったな」

　正しよう気きを取り戻したライ達を見て、リュダは薄く笑った。

　ベルナルドを挟み、向かい合った父にライはゆっくりと口を開いた。

「父ではなく、あなたとしてお話しするのは初めてだ。──リュダ殿どの、でいいのか？」

「名前は僕も知らない。でもみんなはリュダって呼ぶし、それでいいよ」

　奇妙な回答だったが、内容はライにとってどうでもよかった。

　ただ、いまさらながらに戦せん慄りつが走ったのだ。

　ずっと、祖そ父ふからあれはサウルではないと聞かされてきた。ウィトスの知らせを受けたカルロからも、今日起こるであろう出来事は聞いていた。そしてサウルの正体についても。

　それでも、衝しよう撃げきを受けた。

　──父ではなかった。

（本当に、もう父ではなくなっていた────！）

　青ざめたヘレナはわずかに唇くちびるを震わせただけだったが、リディは反応を忘れ呆然としていた。

「なにを……」

「リディ」

　問いかけたリディの言葉はすぐライによって封じられた。

「後で俺と母上が必ず説明する。今はその場を動くな」

　隣室にいるはずの付き人が、誰も入ってこようとしない。魔道力や知識のないライでもその異い様ようさは感じ取れた。あらゆる魔道の効果を打ち消すと言われたレームの力ですら、リュダの封じた帳は開けなかったのだ。

　全員から視線を受け、リュダは目を細めた。

「僕はこんな国の王位なんていらない。カーライル、君にあげるよ」

「俺もいらない……と言いたいとこだが、あなたがいらないなら俺がもらうしかない。あとは父を返してもらえれば十分だ」

「もうすぐ返してあげるよ。でもその前に──」

　リュダの手がゆっくりと掲かかげられる。指先が真まっ直すぐにベルナルドを指した。




「──お別れのときだ」




　眠るベルナルドの胸の上──。真夜中の寝室に燦さん然ぜんと輝かがやく光が溢れだした。

　ベルナルドの肉体から抜ぬけ出そうとしているのは、小さな光の結晶だ。手の平に載のるほどの光球から放たれた光の波は、帳の中を明るく照らし出し、燭台の炎の色さえも消していく。

　気配を感じるなんてものではない。はっきりとした形と輝きが、カルロの目もく前ぜんに現れようとしていた。

　目を射ることのない温かくも鮮あざやかな光に、カルロは畏い敬けいの念に打たれ、息を吞のんだ。

（──魂の視し覚かく化か……！）

　先ほどのように無理やり引き出されたものではない。ベルナルドの運命によって定められた、最期の刻ときが訪れたのだ。

　近づこうとしたリュダを牽制し飛び出したレームだが、背後から鋭するどい悲ひ鳴めいが聞こえ勢いよく振り返った。

　いつの間にか、光を喰くうように黒い靄もやが帳の中全体に広がっている。

　レームの視し界かいに、影かげに包まれるベルナルドの魂とカルロ達が映うつった。靄は誘われるように生者に這はいよっていく。

　だが助けに入ろうとしたレームめがけ、さらに刃やいばのような黒い風が襲おそい掛かってきた。

（！）

　とっさに避よけたが、鋭い、突き刺ささるほどの視線を感じる。ぞくりとして振ふり向いたレームを、リュダが瞬まばたきもせずに見つめていた。

「レーム、私達のことはいい！　陛下をお守りしなさい！」

　部屋を覆う靄とは別に、リュダの意志によって動く影がいる。カルロは叫んだが、レームの動きは鈍にぶかった。

　明確な殺意を持った黒い影を間かん一いつ髪ぱつ躱かわし、逃にげながら素早く視線を投げかける。

（どっち!?）

　ベルナルドの魂を守る間にも、ヘレナやリディの悲鳴が聞こえる。だが、そちらに意識を向けるだけで影が群むらがり、思うように近づくことができない。

　無数の槍やりのように降り注そそぐ影に襲われ、皆を守るレームは焦あせりの中で必死に勝機を探った。

　息が苦しい。足を止める暇ひまもなく、だんだんと思うように動けなくなる。リュダを止め、ベルナルドの魂を守りたい。可か愛わいがってくれたカルロやライ、リディやその母を助けたい。

　それなのに体が追いつかなかった。もう皆を助けるために動いているのか、ただ自分の身を守るためだけに動いているのかも分からなくて、レームは泣きながら名を呼んだ。

（モニカ、モニカ！）

　絶対の保護者であるモニカはいない。目を覚まさなくなったアレクや泣いてばかりになったローズ、沈んだ表情のマーシュ、忙しそうなロベルト──。

　会いたい人は、みんなここにはいない。

　力尽つき、足が止まったそのとき、目の前に黒い影が迫せまった。刃のような鋭い影に切り裂さかれ、吹き飛んだレームは甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　誰か──。

（だれか────!!）

　涙が溢れ、目の前が真まっ白しろになったその瞬間。




　──耳元で硝子ガラスを叩たたき割るような、けたたましい音が響いた。




　レームの左耳から青い耳みみ飾かざりの破は片へんが飛び散り、闇に覆われた空間を切り裂くように閃せん光こうが奔はしる。

「!?」

　突然、ひやりとした水の飛沫しぶきに頰ほおを打たれ、レームは驚いて手放しかけた意識を戻した。

　次ついで、レームが放つよりももっと激はげしい、すくみ上がるような獣の叫びが辺りにこだました。

　驚いたのはレームやカルロ達だけではない。

「な……っ！」

　リュダが怯ひるみ、あっという間に影が消え去る。

　影に飲み込まれ真まっ暗くらになっていた視界が開け、気がついたときレームの隣となりには一人の少女が立っていた。

　長い、真まっ直すぐな銀色の髪が流れ落ちる水のようになびく。

　小こ柄がらな美少女はへたりこんだレームに向け、宝石のように煌きらめく紺碧の瞳を吊つり上げた。

「泣き虫！　また泣いてるの!?」

　高く澄んだ声で叱しつ咤たされ、レームは驚きのあまり呆然とする。

（リー!?）

　現れたのはシレナの森に棲む幼おさない一角獣の娘むすめ、リーだった。

「レーム、こっちはパパとリーに任まかせて！」

　リーだけではない。

　少女の側に寄り添うのは、銀の鬣をなびかせ見事な黄金の角つのを持つ一角獣──先代の森の王であるエルだった。

　エルが姿を現しただけで、ベルナルドにまとわりつく影が逃げるように退しりぞいていく。

「レーム！」

　カルロの声が聞こえる。

　ベルナルドの体から光が完全に抜け出ようとしているのを見て、レームはリュダに向かって一直線に駆けた。

　襲い掛かる影を怖おそれる必要はなかった。

　エルが影からレームを守り、リーがカルロ達を守ってくれる。

　黒い靄を突っ切り、全身で跳ちよう躍やくすれば大きく目を見開いたリュダが眼がん前ぜんに迫る。

　レームは叫びながら、自分もろともリュダにぶつかっていった。

「────っ！」

　パシッと乾いた衝撃音がこだまし、黒い帳が硝子のように崩くずれ去り消えていく。

　いや、帳そのものは存在していたが、リュダが壁に激げき突とつした途と端たん、その表面が砕くだけて消えていったのだ。

　床ゆかに放り出されるような鈍い衝撃を受け、呼吸が一瞬止まる。急いで目を開けば、レームはリュダを巻き込み倒たおれ込んでいた。

「──去るがいい。古いにしえの王よ」

　朗ろう々ろうと響く声が聞こえ、レームとリュダは弾はじかれたように顔を上げた。床に転がったまま見上げた先には、一人の男がいた。

　柔やわらかく波打つ銀色の髪に、紺碧の瞳。

　金色の光を背に、床まで届く古風な白の装しよう束ぞくをまとった男は、人へと姿を変えたエルだった。

　息を吞むような美び貌ぼうの男に、リュダの唇が口くち惜おしげに戦慄わななく。

「森の王か……！」

　驚愕と怒いかりが滲にじむ声に、エルは何も答えなかった。きつく歯を食いしばるリュダを見つめ、遮るように片腕を広げた。

　純じゆん白ぱくのゆったりとした袖そでが、幕のようにリュダの目からベルナルドを隠かくす。

　未いまだ影にまとわりつかれ肉体を離れようとしない魂に、エルは振り返ることなく告つげた。

「レーム、影を祓はらってあげなさい。お別れのときだ」

（あっ！）

　レームはエルに守られたベルナルドの寝台に駆け寄った。

　ベルナルドの肉体から抜け出た魂は、細い糸のような無数の黒い影に引きずられ、胸の上に留まっている。

　レームは少年の姿に変わると、そっと両手を伸ばした。光を壊こわさないよう、影から守り包み込む。聖せい獣じゆうの血を引くレームの気配に怯おびえ、影は音もなく中空に消えていった。

　レームが天上へ向けて手の平を開けば、光は徐じよ々じよに淡あわくなりながら、ゆっくりと上へと昇っていく。

「お祖じ父い様さま……！」

　ライが膝ひざを折り、頭こうべを垂たれる。ヘレナが両手を組み、カルロの厳おごそかな鎮ちん魂こんの祈いのりが歌のように辺りに満ちた。

　魂が天へ還かえるとき、どう願いを掛けるべきなのかレームは知らない。

　それでもベルナルドのために何かを祈りたかった。レームは周りの大人達に倣ならって、両手を組む。

　そして、別れの言葉を心の中で贈おくった。
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　──王様が、しあわせでありますように。




　幸せであれ、とはきっともう会えない人とお別れするときに言う言葉なのだろう。

　なぜなら、自分と関係があるのであろう一頭の白馬が、川を挟んでそう言ってくれたから。

　だから、みんなが守ろうとしたこの王様にも贈るのだ。

　レームはカルロ達と共に、光が消えるまで心を込めて祈り続けた。




　やがて光が消え、辺りに静せい寂じやくが戻る。エルが腕を下ろしたとき、リュダは素早く背中を見せると荒あら々あらしく帳を潜くぐり部屋を出て行った。

「鐘かねを鳴らせ！　陛下の魂が天上へお上がりになった！」

　その声を合あい図ずに、隣室から悲ひ痛つうな叫びや慟どう哭こくが響く。

　リュダの怒りに満ちた声は、控えていた臣下達に悲しみと捉とらえられたかもしれない。

　隣室の声に空間閉へい鎖さが解けたことを確信し、カルロが全身で大きく息を吐はいた。

　糸が切れたかのようにライが床に座り込み、ヘレナが胸を押さえ、動どう悸きを静めるためにきつく目を閉じる。

　先ほどまで王者のように威い厳げんを保たもっていたエルは、一転して、涙を浮かべながらレームを抱き寄せた。

「レーム……！」

　小さな体を抱きしめ、声を震わせる。

「レーム、無事でよかった……！　君に僕の涙を渡していて本当によかった……！」

　レームの左耳を飾っていた青い宝石は砕け散っていた。たった一度きりの役目を果はたし、力を失い消えたのだ。

　水は波は紋もん、伝達の特性を持ち、門として離れた物を転移させる力がある。結晶化された一角獣の涙は持ち主ぬしの危機を伝え、それを身につける者同士を繫つなげる力があった。

　リーの耳元からもお揃そろいの青い宝石は消えている。リーは腰に手を当て、薄い胸を反そらした。

「ほんと泣き虫なんだから！　あんたの泣き声、リーにまで聞こえたわ！」

「な、泣いてない……っ！」

　泣き顔のまま目を拭ぬぐうレームを、リーはぎゅうっと抱きしめた。

「ぜ、ぜんぜん、心配なんてしなかったんだから！」

「リー……！　ありがとう。あと、おじさんも……！」

「おじさん!?　な、名前忘れちゃった!?　エルだよ、エル!!」

　打ち明けることはできないが、レームはエルにとって可か愛わいい息子である。まさかの仕打ちであった。

　人目も憚はばからずおいおい泣きだす一角獣に、ライは遠えん慮りよがちに声を掛ける。

「エル……殿、あなたはいったい……？」

　問いかけに、エルはあっという間に泣き止み表情を変えた。

「僕達はペンテレイアの一角獣。──ヴァルダンの王子よ、この城から人を動かしてほしい」

「人を？」

「近々、リュダがこの城で力を振るうだろう。今日起こった出来事よりももっと規き模ぼが大きくなるかもしれない。この城にいては危険だ」

　この広い城から人を出すのは容よう易いではない。

　だが、ライは迷わなかった。

「分かった。できる限り動かそう。カルロ、神しん殿でんの方は任せてもいいか？」

「かしこまりました。こちらは何とでも理由を用意できましょう」

　請うけ負おい、カルロはベルナルドの亡なき骸がらの前でうなだれた。

「……とうとう最期まで、静かにお送りすることができませんでしたな」

　激動の時代を生き、たった一人の息子の不幸に心を痛め続けた人生だった。

　後こう顧この憂うれいなく、安らかにとはできなかった。

「お義と父う様……」

　ヘレナの声に後こう悔かいが滲んだのを感じ取ってか、ライは慰なぐさめるように母の肩かたを抱いた。

「母上。最期にお祖父様とあなたがもう一度話すことができてよかった。母上は葬そう儀ぎが終わり次し第だい、リディを連れて離宮に帰ってください」

「カーライル、あなたは？」

「俺は残ります。お祖父様から後を任されたんです。放り出すことはできない」

　ベルナルドにとって、ライは晩年の心の支えだった。本物のサウルの子としても、ベルナルドの言葉を信じた理解者としても。

　サウルをリュダに乗っ取らせたまま、安全な場所へ逃げるわけにはいかない。

　ヘレナが何か言うより早く、ライは微笑ほほえんだ。

「必ず、父上とあなたがもう一度会えるようにします」

「カーライル……」

　嗚お咽えつを堪こらえるヘレナを抱きしめ、ライは妹へと目を向けた。

「リディ、お前も……」

　ライははっと言葉を吞んだ。

「リディ……？」

　答える声はない。

　青ざめ、放心したリディは、ただ一心にベルナルドの亡骸を見つめていた。
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　鐘の音ねが聞こえた──。




　そんな気がして、眠れずせせらぎに手を浸ひたしていたモニカはふと目を上げた。

　見上げた天てん井じようは相変わらず螺ら旋せん階段の続く小さな円で、燦さん々さんと光が降り注いでいる。

（……気のせい？）

　白い壁と天上の花に囲まれた儀ぎ式しきの間には、静かな水音以外に何も聞こえない。

「ねえ、アンドリュー。鐘の音が聞こえなかった？」

　半円を描えがきながら流れるせせらぎの側には、トカゲのアンドリューが胸を反らして光を浴あびていた。身じろぎしないその姿には、物音が聞こえた様子はない。

「モニカ、まだ起きていたのか」

　首をひねっていると、背後から緑の貫かん頭とう衣いを身に着けた男が近づいてきた。

「ユナレス様。ちょっと眠れなくて。……鐘の音が聞こえませんでしたか？」

「鐘の音？」

　髪も髭ひげも伸び放題の地下の住人ユナレスは、二十一年前に儀式の間に閉じ込められた貴き族ぞくだ。王太子サウルの側そつ近きんであり、地下に取り残されても心を壊すことなく暮らし続けた、豪ごう胆たんな精神力の持ち主でもある。

　ユナレスは唯一の食料である天上の花をモニカに手渡す。

「私には聞こえなかったな……というよりこの地下に入ってから外の音が聞こえたためしがない。ただの時報なら常つねに聞こえてもおかしくはないが、モニカだけに聞こえたということは何か特別な意味があったのか。そうそう鐘の音といえば二十三年前に鳴ったときは素晴らしい快晴で……」

「えーと、特別に鐘が鳴る時はどんなときですか？」

　当時の思い出話が始まりそうだったので、モニカは無理やり話を転てん換かんさせた。ユナレスの話は脱だつ線せんに脱線が続くので、聞きたいことは先に聞いておかなければ行方ゆくえ不明になる。

「おおっ、すまない。時報以外で鐘が鳴るのは──……」

　言いかけ、ユナレスは口を閉ざした。

　その表情に、迂う闊かつに尋たずねてしまったモニカはどきりとした。

　おそらくどの国でも、鐘が鳴るのは似たような儀式だろう。

　国を挙げての祝福と、死者の魂を狙う邪なものを追い払うための弔ちよう鐘しよう──。

「──王族の婚礼と死だ」

　ユナレスが同じことに思い当たったことを知り、モニカは静かに翠すい緑りよくの瞳を伏ふせた。

「空そら耳みみだったと思います」

「そうだな……。まあ食べなさい。私もお腹が空いて目が冴さえてしまった」

　敷しき物ものの上に腰を下ろしたユナレスに促うながされ、モニカは花か弁べんを口に含ふくむ。

　現在のヴァルダン王族に婚礼を挙げるような人物はいない。未婚の第一王子カーライルの婚約者はペンテレイアにいて、第一王女リディとカゼルラの第二王子エリオの結婚は今のところありえないからだ。

　理由は他でもないモニカが──、カゼルラ王国王太子の婚約者である公こう爵しやく令れい嬢じようが堀ほりに落ちたため。そこから起こる騒そう動どうを差し置いて、リディとエリオが結婚するとは考えられなかった。

　空耳だと思いたい。

　だが、不ふ吉きつな予感がそれを許さなかった。

（ベルナルド陛下……）

　最後に会ったときは、もう余よ命めい幾いくばくもないと感じた。もしかするとその時が訪れたのかもしれない。

「君は……不思議な人だな」

　ぽつりとユナレスにつぶやかれ、モニカは目を上げた。

「陛下やカルロ大神官によく似ている……。お二人も話をしていると全く普通の人間なのに、大事な局きよく面めんで予よ兆ちようめいたことを口にされた。不思議と危機があの方かた々がたを避さけていく──、そんな風に感じることも多々あった。あの方々も君のように何かの祝福を受けていたのかもしれないな」

「陛下やカルロ大神官様と私が似ている……？」

　何かの祝福を受けた、という言葉が引っかかった。

　少し考え、モニカは口を開いた。

「サウル殿下に対してそう感じたことはありますか？　守られているというような……」

「いや、ない。どちらかというと……こういってはなんだが運のない方だった」

「そ、そうですか」

「当たらなくていいものに当たるというか、間が悪いというか、要よう領りようが悪いというか。例えば水たまりがあれば、考えなくても普通に歩くだけで跨またげる人がいる。これが陛下と大神官様で、歩ほ幅はばをずらさないといけない、もしくははまるのがサウル殿下だ」

「…………」

　まさか運の悪さでリュダに体を乗っ取られたわけではないだろうが、少し憐あわれみを感じる人物像だ。

「まあそれを努力で補っていくような、地道に進む方だったよ。決してベルナルド陛下のような英雄ではない、だが、民から信望のある方だった。ベルナルド陛下は怖こわいと評判だったがサウル殿下は本当に穏おだやかな方だったからね。私と初めて会った子供の頃も王子だということを鼻に掛けず親しみのある方で……」

　長い思い出話が始まり、モニカは苦笑しつつも遮らずに聞き役に徹てつした。

　相あい槌づちを打ちながら、手にした器の黒い水に目を落とす。

　ベルナルドと、カルロと、モニカ──。

（守られた人々──）

　話の切れ目を狙って、モニカは考えていたことを口にしてみた。

「ひょっとして、陛下や大神官様も祝福を受けていたんでしょうか」

　ユナレスにはペンテレイアのことや、森の王の祝福についてすでに話してある。

　日光浴を終えて戻ってきたアンドリューの頭を撫なで、ユナレスは軽く否ひ定ていした。

「いや。さっき陛下や大神官様と君が似ていると言ったが、あくまでも大まかな印象だ。ヴァルダンに一角獣はいないし、実際は全く違うんだろう。君はこうして生きていたが、陛下や大神官様が黒い水の堀に落ちても生きていられるとは思えない」

「そうですか……」

　モニカはエルに祝福を授けてもらった時のことを思い出し、器を持つ手に力を込めた。

　────僕のキスは必ず君を守るだろう。

　そう言ってくれたエルの言葉どおり、モニカは幻視を退け、黒い水に守られた。

　だが。

「魔道は意志の力で、言葉はその最たるもの──。私の先生はそう教えてくれたんです」

　モニカは地下に入ってから、ずっと祝福の力について考えてきた。そして、そのたびにウィトスの言葉とエルの言葉を思い出した。

「エル様の祝福は、本当は……もっともっと力のあるものだったのかもしれない」

　無意識状態のモニカを守るだけでなく──。

　紅あかい光が浮かぶ通路と影を思い出し、モニカはそうつぶやいた。
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　小国分ぶん裂れつ時代の最後を治めたヴァルダン王の死は、大陸中を駆かけ巡めぐった。

　葬そう儀ぎの後国民は五十五日間の喪もに服し、明ければ新しい王の即そく位いの儀ぎが行われる。

　王位について陰かげで異い論ろんはあれど、ベルナルドの一人息むす子こであり、王太子であるサウルが継けい承しようすることに決まった。




　国王ベルナルドの死から三日。巨大な正せい円えんの古こ代だい城じようは、夜もすがら消されることのない篝かがり火びに灯ともされていた。

　円形の堀ほりに淀よどむ黒い水に、紅あかい炎ほのおが映うつる。そんな真夜中の道を、一台の馬車が西から北の大だい神しん殿でんへとゆっくり走っていた。

　神殿の紋もんが入った馬車を、見み張はりの兵士は誰も遮さえぎらない。神殿関係者が夜の城内を行き来するのは連日のことだったからだ。

　馬車はそのまま円形の堀沿ぞいに進み、やがて北の大神殿に辿たどり着く。特に迷うこともなく神殿内に入ると、所定の馬ば房ぼうを通り過ぎ、大だい神しん官かん専用の御車が止まる場所へと入った。

　戻ってきた馬車の音を聞き、小さな通用門が開く。ひっそりと光のもれる扉とびらから出てきたのは、護ご衛えい官かんのジェラルドを従したがえた第一王子カーライルだ。

　出迎えたライの前で馬車が停とまり、長い黒髪の少女がおずおずと、次ついで華きや奢しやな少年がその後から降りてきた。

「お兄様……！」

　叫さけんだ声は少女にしては大きな声だったが、他人からすれば通常の会話ぐらいにしか聞こえなかっただろう。

　慎つつしみ深い黒のドレスに身を包んで、なお際きわ立だつ美び貌ぼう。白しろ薔ば薇らのような少女はライに駆け寄ろうとして、だが、思い直したように踏ふみとどまった。

「お兄様、ただいま戻りました」

　先ほど天てん蓋がい宮きゆうに着いたばかりのヴァルダン王国第四王女、ラティーナは美しい黒こく曜よう石せきの瞳ひとみでライを見上げる。そして、深く身を折った。

「ペンテレイアの方では──、皆様お元気でいらっしゃいます」

　誰が、と口にせずともライには伝わった。

　この場にはオデリージ公こう爵しやく家けの令れい嬢じよう、アニスの毒どく殺さつに関わらなかった者達がいる。

　ライは静かに異い母ぼ妹まいに歩み寄ると、その手を取り自身の額ひたいに押し当てた。

「ラティーナ。──ありがとう」

「お兄様……！」

　ラティーナは泣きだしそうな顔で首を振ふった。礼も謝しや罪ざいも、本来ならば自分が言わなければならないのに。

　だが泣いている場合ではないと気づいたのか、表情を引き締しめた。

　ラティーナが背はい後ごにいた少年のために脇わきへ退しりぞくと、ライは少年に向け手を差し出した。

「エリオ。ロベルトもよく来てくれた」

　ライが真夜中に呼び出したのは、サウルから特とく使しとして指名を受けてやってきたカゼルラ王国第二王子のエリオットだ。背後にはアレクの近この衛え騎き士し長ちようロベルト、そしてエリオの守しゆ護ご者しやである侍じ従じゆう長ちよう兼けん近衛騎士長のアーノルドが寡か黙もくに控ひかえている。

　ライと握あく手しゆを交わし、エリオは兄と同じ薄うす紫むらさきの瞳を哀かなしみに曇くもらせた。

「陛へい下かのご崩ほう御ぎよを伝える使者とは、バルマですれ違いました」

　エリオとラティーナはベルナルド王危き篤とくの報ほうを受けた後、すぐにカゼルラを発たっていた。ベルナルドの死を知ったのはその旅の途と中ちゆうであり、バルマですれ違った崩御を伝える使者はその後カゼルラ、さらにペンテレイアへと向かうだろう。

「ライ様、このたびのこと、まことに残念でなりません。偉い大だいな王の死を悼いたみ、カゼルラの代表としてベルナルド陛下のご冥めい福ふくをお祈いのりいたします。陛下の御み魂たまが安らかならんことを」

「ありがとう、エリオ。葬儀に参列してもらえてお祖じ父い様さまもお喜びだろう」

　ベルナルドの亡なき骸がらはすでに防ぼう腐ふ処しよ理りが施ほどこされ、棺ひつぎに入れられている。七日間の天蓋宮での葬儀を終えた後は埋まい葬そうの地へ旅立ち、そこで遠方からの参列者とともに盛せい大だいな追つい悼とうの儀が行われるのだ。

「行こう。カルロから部屋を好きに使っていいと言われている」

　ライはエリオ達を促うながし歩きだした。

　ここは神殿の中でも大神官のみが利用できる棟だ。大神官カルロは今、他の神官と共にベルナルドの亡骸の側そばにいる。

　アレクの命めいを受けてエリオに付き従っているロベルトは、人ひと気けがないにも関わらず声を低くした。

「ライ様、陛下のご臨りん終じゆうの際に何か動きは……」

　リュダが魂たましいを奪うばうのではないかという可か能のう性せいは、出発前にウィトスから聞かされていた。

　ライはエリオとラティーナが固かた唾ずを吞のんでいることに気づき、安心させるように振り返った。

「あった。だが助すけっ人とが来てくれて、無事にお祖父様を送ることができた」

「助っ人？」

　ロベルトだけでなく、エリオとラティーナも顔を見合わせている。

「なんだ、アレクの指示じゃなかったのか？　ペンテレイアの一いつ角かく獣じゆう達だ。レームを助けに来たみたいだがな。──こっちだ、入ってくれ」

　三人が驚おどろきの声を上げる暇ひまもなく、ライは奥まった一室の扉を開く。

　案内されたのは大神官の私室のようで、物静かなたたずまいの客間には二人の女性がいた。

　思わぬ人々の姿に、エリオは目を丸くする。

「オルディアーナ姫ひめ。ヘレナ様まで……」

　来客用のソファに腰こし掛けていたのは王太子妃ヘレナ、それにライの異母妹である第八王女のオルディアーナだった。

　喪服姿のディアは素す早ばやく立ち上がり、客人を迎える。

「エリオット殿でん下か、ラティーナお姉さま。お久しぶりですわ」

「オルディアーナ様……！」

　栗くり色いろの髪に栗色の瞳、柔やわらかに愛らしい面おも立だちのディアは異い母ぼ姉しであるラティーナと手を取り合う。春の陽ひだまりのような微笑ほほえみをエリオに向け、そして婚約者である男を見上げると思わずのように涙ぐんだ。

「ロベルト、あなたも来てくれたの……！」

「ディア」

　こちらも思わずのように腕うでを伸ばしかけたが、ぐっと堪こらえる。ロベルトは遠えん慮りよがちに、久ひさ方かたぶりの再会となったディアの肩かたに手を置いた。

「…………………………レームは元気か？」

　眺ながめていた面々がガクッと肩を落とした。

「ロベルト、お前ここでレームか……」

　ライが眉まゆを下げれば、ディアはくすくすと笑った。

「お兄さま、ロベルトを責せめないであげてくださいな。ロベルトは『大丈夫だったか』もおかしいし、陛下がお亡なくなりになったのに『元気だったか』もおかしいと思ったのですわ」

　にっこりと鮮あざやかに解説され、ロベルトは返す言葉もなく小さくなった。

「すまん」

「レームも元気よ。あなたに会うって頑がん張ばって起きていたのだけど、眠ってしまったの。可か哀わい想そうだけど今夜はお留る守す番ばんをしてもらったわ」

　明日の朝には泣かれてしまうかもしれないが、仕方ない。

　和なごやかなやり取りを見ていたヘレナは、少し表情に陰りを見せてエリオに向き合った。

「ごめんなさいね、エリオット殿下。こんな時間にお呼びして……。サウルには何も言われなかったかしら？」

「はい、ラティーナ殿下が夕食に誘ってくださったので。それを理由に出てきました」

　監かん視しか手元に置いておきたいのか、エリオの滞たい在ざい先さきは王太子サウルの居住区だった。リュダの思おも惑わくを知るロベルトやアーノルドは気の休まる時がないが、完全に動きを規き制せいされているわけでもない。

「あの、リディは……」

　エリオが呼ばれた理由である女性の名を口にした途と端たん、室内の空気が変わった。

　ライと目を合わせ、うなずいたヘレナはそっとエリオの手を取った。

「エリオット殿下。あの子に……セリディアーナに会ってあげてくれるかしら」
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　リディは奥の一室にいた。

　腹ふく心しんの侍じ女じよであるマチルダに扉を開けてもらい、エリオはたった一人で部屋に入った。

「リディ」

　室内はほとんど灯あかりが落とされている。明るい月の光が射さし込み、テーブルの上の燭しよく台だいだけが火を灯す中で呼びかけた。

　窓際には、背の高い女性がこちらに背を向けて佇たたずんでいる。

　後ろ姿だけでも、一目見れば誰でも足を止めてしまうだろう。月光が形を成したような長い髪に、すらりと細い伸びやかな背中。

　美しく、誇ほこり高く、ときに傲ごう慢まんだと誤ご解かいを与えてしまうような気高さを兼かね備そなえたヴァルダンの第一王女。エリオにとっては年上の婚約者、リディだ。

　──本当は、お祖父様の最さい期ごにリディを立ち会わせたくなかったんだ。

　そうライは言った。

　だがリディはベルナルドに愛された孫まごであり、サウルが妾めかけに産ませた他の王女達とは一線を画している。正せい妃ひヘレナ、ひいては第一王子ライを支持する貴き族ぞく達は、リディを外すことを許さなかった。また、リディも祖そ父ふの臨終に立ち会うと言って聞かなかった。

　安全に事を運ぶなら、リディには事前にサウルが何者であるか伝えておいた方がいい。

　そうカルロに進しん言げんされたが、ヘレナとライは躊ちゆう躇ちよした。

　リュダは行動を起こすかもしれないが、もしかすると起こさないかもしれない。ウィトスが伝えてくれたのはあくまで可能性でしかない。

　全て、何もかもを話す。サウルがサウルではなく、リュダという化け物であること。乗っ取られたサウルはすでに死んでいるかもしれないこと。ベルナルドもライも、ヘレナも気づいていたこと。

　迷って、迷って、何も起こらないかもしれないと期待をかけ、話さなかった──。

　結果がこれだ、と自じ嘲ちようしたライの表情を思い出し、エリオは近づいた。

「リディ」

「婚約を解消しましょう」

　前置きもなく、リディは冷たく言い放つ。

「出て行って。あなたには会いたくないの」

　怒いかりや嘆なげきは感じられない、淡たん々たんとした声だ。

　リディはサウルのことを何も知らなかった。ヘレナのように事実を受け入れ、自分を納なつ得とくさせる長い時間があったわけでもない。

　エリオは一つ息をつくと。

「分かりました」

　真まっ直すぐリディの側へ歩み寄り、無理やり細い腕を取った。強引に振り向かせる。

「いやっ……！」

「やっぱり泣いてるんですね」

　まさかエリオがこんな行動に出ると思っていなかったのだろう。

　驚いたリディは泣き顔だったことに気づいて、慌あわてて袖そでで顔を覆おおう。

「見ないで！」

「話は全部聞きました。僕は婚約を解消しません。あなたが誰の娘むすめかなんてどうでもいいことです」

「私は嫌いやよ！　あなたとは結婚したくない！」

「僕はしたいです。あなたがいい」

「同情はやめて！」

「同情じゃありません!!」

　エリオは思わず声を荒あらげていた。

　我われに返って口を閉ざしたが、どうせ言いたいことは同じなので訂てい正せいはしない。

　悔くやしかった。アレクならこんなとき、モニカを簡単に信じさせてしまうのに。

「……大声を出したりしてすみません。でも僕は婚約を解消するつもりはありません。だって僕はあなたがヴァルダンの王女だから好きになったわけじゃない」

「それ以前の問題だわ……！」

　リディが唇くちびるを嚙かみしめる。

「私は王太子サウルの娘ではないの。どこのものとも知れない化け物の娘なのよ！」

「どこの誰かは僕が兄から聞きました。古代ペンテレイアの王です。ものすごいことだと思います」

「だからヴァルダンの王女ではないの！」

「いいえ、ヴァルダンの王女ですよ？」

　エリオは本気で首をひねった。

「だって、乗っ取られたといってもサウル殿下はサウル殿下だ。ヘレナ様に責任があるわけでもなく、全く別の男性に変わってしまったわけでもありません」

「何を言っているの、全く別の男性に変わっているじゃない！」

「変わっていないです。少なくとも姿形はサウル殿下のままです」

「そうじゃなくて！　あ、あなた考え方ずれていない!?　それに前から思ってたけど少し鈍どん感かんよ!!　鈍にぶいわ!!」

　言ってしまってからリディはハッとしたが、もう口から出てしまった言葉は取り消せない。

　謝ることもできずに凍こおりついたリディを、エリオは目を丸くして見つめたが、すぐにおかしくなって噴ふき出した。

「あなたから欠点を指し摘てきされたのは初めてです。よかった、未いまだに完かん璧ぺきな王子様だと思われていなくて」

「……怒おこらないの？」

「怒らないです。よく城の者からも言われることだから」

　返してほしい言葉が返ってこない……と父や兄、乳う母ばなど目上の者から呆あきれられることが多々ある。政治面、勉強面では問題ないのだが、それ以外の会話となると読み取れないことが多いようだ。

「きっと、人と人との関わりで知らないことが多すぎるんでしょう。こんな僕ですが、結婚してください」

　さらりと言われ、流されかけたリディは慌てて我に返った。

「……で、でも！　だって、もし化け物が生まれたりしたら……」

「ウィトス魔ま導どう師し長ちようは魔導師ぐらい生まれるかもしれない、でもリュダみたいな力を持つ子は生まれないと断だん言げんしてらっしゃいました。生まれません」

「でも……！」

「分かりました」

　でもだっての繰くり返しになり、エリオは断ち切るようにリディの手を取った。

「では僕はヴァルダンの王女ではなく、オデリージ公爵家の令嬢ヘレナ様のご息そく女じよ、セリディアーナ姫に求きゆう婚こんします。ヴァルダンの王女はどうでもいいです。オデリージ公爵家の姫で僕の身み分ぶんに釣つり合わないものは何もない。化け物が生まれる心配もない。他に気にかかることはないですか？」

　全部否ひ定ていしますと言げん外がいに言われ、リディは固まった。

「初めてお会いしたときに、こんなに綺き麗れいな方かたは見たことがないと思いました。気き位ぐらいが高いように見えて、優しい。器用ではなくて傷つきやすくて……」

　最初はアレクの婚約者に戻ってもらおうと一いつ生しよう懸けん命めいだった。自分では釣り合わない、彼女には相応ふさわしくない……。

　アレクの婚約者として努力するモニカを見て、自分には無理だと感じたこともある。

（でも今は）

「────僕を選んでくれたこと、感謝しています」

　リディが止める間もなく、エリオはその足元にひざまずいた。
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「いつまで生きられるか分からないなんて、二度と言いません」

　恭うやうやしくドレスの裾すそを手に取り、そこへ口づける。

　息を吞んだリディを真っ直ぐに見上げ、エリオははっきりと言葉にした。

「僕と結婚してください」




　扉の向こうにいた人々は一いつ斉せいにほおぉぉ──っ……と盛大なため息を漏もらした。

「さすがアレクの弟だな、キメるところはキメる」

「エリオット殿下、すっかり大人になられましたね」

　ライとジェラルドがこっそり開いていた扉を閉めると、リディの腹心の侍女マチルダは堪えきれずにエプロンで涙を拭ぬぐった。

「よかったですわ、本当によかったです、リディ様……！」

　リディの最大の理解者である彼女の隣となりでは、エリオの母ともいえるアーノルドが男泣きに泣いている。

　ラティーナは薔薇色に染そまった両りよう頰ほおに手を当て、目を潤うるませた。

「素敵です……、エリオット殿下」

「私、出る幕がなかったわ……。むしろ出たら邪じや魔ま……」

　複雑な気分で肩を落としたヘレナに、ディアは優しく首を横に振った。

「妃殿下。あなた様がいらっしゃらなければ、お姉さまはもっとご自分の中に閉じこもっておしまいでした」

「そ、そうです……！　妃殿下は確かにセリディアーナ様を支えていらっしゃいました……！」

「オルディアーナ姫、ラティーナ姫も……。ありがとう」

　二人の姫に慰なぐさめられ、ヘレナは感謝して微笑んだ。

　感動の面おも持もちの一同に、少し離れていたロベルトは微妙な表情で独ひとりつぶやいた。

「……結局全員のぞくのか…………」
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「ロベルト、お前は本当に気が利きかないなー」

　ヘレナに後を任まかせ、客間に戻ったライは呆れた顔でソファに腰を下ろした。

「聞こえていらっしゃったのですね、申し訳ありません」

　ディアやラティーナと共に部屋に戻ったロベルトは、地じ獄ごく耳みみなライに一応謝罪する。聞こえないように言ったつもりがしっかり聞こえていたらしい。

「そういえば、ロベルト。お前からは何も聞いていないな」

　何も？　と首を傾かしげたロベルトに、ライは無言のままディアを示した。

　何のことを言っているのか理解したロベルトは、武ぶ骨こつな顔をむっとさせた。

「言うことなど何もございません」

　ディアもサウルの娘だ。出生を知ったことに対するライの問いかけは、ロベルトには侮ぶ辱じよくも同然だった。

「私はディアとサウル殿下を結びつけて考えたことはありません。エリオット殿下も言っておられましたが、私はディアがヴァルダンの王女だから──……っ」

　勢いきおいで言いかけ止まったロベルトに、ライは言葉を続けてやった。

「愛したわけじゃない、な」

「ライ様！　違います！」

「好きになったわけじゃない、の方ですわ。お兄さま」

「ディア！」

　焦あせるロベルトをからかい嬉うれしそうに笑っていたディアは、ふと表情を変えた。

「でも、お姉さまはやっぱり聞きたくなかったのね……。わたくしは逆に心が軽くなりましたけれど」

　真実を知ったとき、むしろ不思議な解放感を覚えた。

　父に顧かえりみられない理由を見つけ、もう囚とらわれる必要がないと思えたからかもしれない。

　サウルと疎そ遠えんに過ごしてきたラティーナも、囁ささやくような声で答えた。

「私も……あんまり実感がありません……。お父様のお顔もうろ覚えでしたし……」

　いまさら本当の父ではないと言われても、「そうですか」としか言えない。たとえ公表され天蓋宮を追われても、ラティーナはそれでもかまわないと思えた。

　部屋が束つかの間ま静まり、ライは話題を変えるためにテーブルに目を向けた。

「……ところで、モニカは本当に生きているんだな？」

　テーブルの上には小さな羅ら針しん盤ばんが置かれている。

　淡あわい亜あ麻ま色いろの輝かがやきを宿す羅針盤はラティーナが持ち込んだものであり、針は南を指してかすかに揺ゆれていた。

　ラティーナは小さくうなずく。

「はい。私とエリオット殿下は西から馬車で北の大神殿まで来ました。その間、針はずっと天蓋宮の中心を指し続けていたんです」

　この羅針盤はペンテレイアの魔導師長、ウィトスが授けてくれた魔ま道どう具ぐだ。ペンテレイアへ行くアレク、ヴァルダンへ向かうエリオにそれぞれ渡されていた。

「城の中心か……。隠かくし通路の中か、地下のどっちかだな」

　王子として生まれたライだが、天蓋宮の構こう造ぞうを熟じゆく知ちしているわけではない。まだ地下の儀ぎ式しきの間にも足を踏み入れたことがないのだ。

「なんにせよ、生きているなら今はそれでいい。ディア、ラティーナ、お前達は葬儀が終われば、そのまま天蓋宮には帰ってくるな。追悼儀ぎ礼れいがあるから、それについていって後は……」

「いいえ、お兄様。私も残ります」

　やけにはっきりとラティーナに断言され、ライは一瞬ぽかんとした。

　話が吞みこめないディアは、途と惑まどった顔でライを見つめる。

「お待ちになって、お兄さま。ラティーナお姉さまも、ひょっとして陛下の埋葬に参列しないということですの？」

　ジェラルドはすでにライに従うことを決めているらしい。反対の声を上げない護衛官に代わり、ロベルトは険けわしい表情で詰つめ寄った。

「ライ様、それはなりません！　アレク殿下は絶対にお怒りになります。あなたを巻き込むわけにいきません」

　リュダがエリオに乗り移るために、力を使うのは次の満月だとウィトスから言われている。それは天蓋宮での葬儀が終わってから、三日後だ。

　エリオはすでにリュダの監視のもとに置かれている。リュダが天蓋宮で力を使うなら、王おう都とから離れる埋葬にエリオを参列させるはずがない。エリオもロベルトもその覚かく悟ごを持って天蓋宮を訪れたのだし、当然、幻げん視しでもなんでも使ってリュダは残るだろう。

　だが、ライは残ってはいけない人物なのだ。

　ライはサウルの第一王子であり、ゆくゆくはヴァルダンの王になる。ヴァルダンにとってもカゼルラにとっても、生きていてもらわなければならない。

　皆に心配そうな顔をされ、ライは少し笑った。

「最後まで残るわけじゃない。城から完全に人を出せるわけじゃないし、戦いが始まったときに誘ゆう導どうできる誰かがいた方がいいだろ？」

「そのために私が騎士団を連れてエリオ様について来たのです！　私とて魔導師の戦いに入れると思ってはおりません！」

　悔しいがロベルトは人じん外がいと戦うことはできない。アレクを守るのが仕事だが、足を引っ張るようなら後方支援をするしかないのだ。

「だから、せめてお前とエリオが出る時まで残らせてくれ。俺は自分が命を粗そ末まつにできる立場じゃないとよく分かってるつもりだ。ジェラルドもいるし、危ないと判断すれば迷わず逃にげる」

「ですが……！」

　食い下がるロベルトを、ライは真まっ向こうから見つめた。

「頼たのむ。ヴァルダンの王子として、できる限り行く末を見守らせてほしいんだ」

　国の大事を他国の人間に託たくしているのだ。危険があると分かっていても、後はよろしくと放り出すことはできない。

「ライ様……」

　言葉をなくしたロベルトにはかまわず、ライは妹達に向き直った。

「埋葬には間に合わない。だが追悼儀礼は十日間あるし、追いつけるようなら後から行く。それに、俺はお祖父様との別れは十分に済ませたつもりだ。──でもラティーナ、お前は……」

「いいんです、お兄様」

　普段はおとなしく、臆おく病びようなほど内気なラティーナは漆しつ黒こくの瞳でライを見つめ返した。

「私はモニカとアレクシス殿下のために天蓋宮へ帰ってきました。お二人のために、私にしかできないことをするために」

　経験が少なくとも、まだ見習いであってもラティーナは魔導師だった。

　ヴァルダンの王女として天蓋宮の内部を知り、自由に歩け、他のどんな身分の者に「エリオから離れろ」と命令されても拒きよ否ひすることができる。

「ウィトス様に信しん頼らいされたのです。────私、頑張ります」

　胸元に提さがった、指先ほどの小こ瓶びんと青い宝石を握にぎり締め、ラティーナは力強さの見える瞳で微笑んだ。







　数日後、天蓋宮での葬儀を終えたベルナルドの亡骸は、王都から少し離れた埋葬の地へと旅立った。

　北の大神殿から数百人の騎き馬ば隊たいが隊たい列れつを組み、多くの人々が荘そう厳ごんな大行列を見送る。棺の先せん導どうは大神官カルロが務つとめ、側には王太子妃ヘレナが従った。

　後には偉大な王の死を悼む国民が列をなし、王都クルラードの遠くまでも付き従ったという──。
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　室内をうろうろと歩き回っていると、ドルチーノが呆れたようにため息をついた。

「少しは落ち着かんかい。お前が歩き回ってもなんも変わりゃせんぞ」

「そ、それは知ってますけど……！」

　叱しかられ、マーシュは仕方なく立ち止まった。それでもあきらめきれず、窓際に張り付く。

　アレクが封ふう印いんの中に入ってから、すでに三日が経たつ。滞在させてもらっている宿の窓から噴ふん水すい広場を見下ろせば、相変わらず人の姿はなく水も涸かれたままだ。

「……こんなに長くかかるとは思わなかったんです……」

　すぐに戻ってくる、もしくはせいぜい一日ぐらいだろうと思っていた。

　それが翌日になっても戻ってくる様子がなく、夜通し見張っても帰ってこない。朝が来て、また夜が来て、もうすぐまた朝が来る……。

　宝ほう珠じゆに滞在するようガレ大臣に勧すすめられたが、マーシュは噴水広場が見えるこの宿から離れる気にはなれなかった。

「殿下は大丈夫なんでしょうか……。食べる物なんてなさそうなのにもうすぐ四日……」

「仮か死しだろ」

「え？」

　マーシュは驚いて顔を上げた。

　ソファに伸びていた人型のアルトがゆっくりと身を起こしたが、ちょうどそのとき扉がノックされた。

　駆け寄ったマーシュが扉を開くと、入ってきたのは宝珠に戻っていたウィトスだ。

「ヴァルダンから早はや馬うまが来たよ」

　その一言でマーシュの全身に緊きん張ちようが走った。

「ヴァルダンから……？」

　嫌な予感のしたマーシュが怯ひるむと、はたしてウィトスはうなずいた。

「使者はまだカゼルラにいるそうだが、向こうに残した魔導師が知らせてくれた。──ベルナルド陛下が、崩御されたそうだ」

「──！」

　心こころ構がまえはしていた。だが、それでもやはり衝しよう撃げきを受けた。

「危篤の報の後、すぐにお亡くなりになったそうだ。エリオット殿下とラティーナもおそらく間に合わなかっただろうね。……彼女には可哀想なことをした」

　ウィトスは心苦しそうに目を伏ふせた。祖父の容よう態だいが悪いと知っていて、ラティーナをペンテレイアへ連れてきたことを申し訳なく思っているのだろう。

（ベルナルド陛下……）

　マーシュ個人に関わりがあったわけではないが、大国の王の死は何らかの形で各国に影えい響きようを及ぼすはずだ。アレクを可愛がっていた老ろう王おうを思い、マーシュは静かに黙もく禱とうした。

　一同もそれに倣ならい、やがてウィトスが顔を上げた。

「ところで、アレクシス殿下はまだ戻ってないのかい？」

「はい。そうだアルト君、さっきの仮死って……」

　聞き捨てならない台詞せりふだ。アルトは銀色の髪をかき上げ、ソファの上に膝ひざを立てる。

「ペンテレイアの守もり人びとは人じゃない。守り人と会うときは魂だけの存在になるってこと」

「え……？」

　途惑ったマーシュに、ドルチーノが納得したようにうなずいた。

「なるほど。守り人が顕けん現げんするわけではなく、力を乞こう者が守り人の側へ行くということか。ならば、封印の中はいわば精神世界のようなもの」

「待ってください！　それじゃ帰ってこないって……封印の中で仮死状態のままってことですか!?」

　愕がく然ぜんとしたマーシュに、ウィトスもドルチーノも、アルトも無言で認めた。

（そんな……！）

　──いいや、守り人に認められなければ帰ってこられないことは聞いていた。

　それを承しよう知ちの上で、マーシュやティマエスもアレクを送り出したのだ。

（でも……！）

　しばらく黙っていたウィトスは、白しらみはじめた窓の外に目を向けた。

「満月まであと一日半か……。ラティーナに撤てつ退たいの指示を出すか迷うところだね」

　エリオだけは必ず守る。それがアレクを行かせる代わりに、カゼルラ側がウィトスに提てい示じした条件だった。

　青ざめたまま立ち尽つくすマーシュに、ウィトスは気き遣づかうように言葉を掛ける。

「後こう悔かいしてるかい？」

「──いいえ」

　考えた末、マーシュは否定した。

　後悔ではない。

「……殿下を行かせることについては、うちのティマエス陛下を含ふくめ何度も話し合ったんです。殿下は周りが止めて止まるような方じゃない。他の人に任せてモニカ様を救えなかったなんて、絶対に許せないのも分かるんです。ただ──……」

　ただ、「守り人に認められなくて帰れなくなる」という言葉より、アレクの死を身近に感じただけだ。

　アレクの味方をしてティマエスを説得したウィトスは、沈ちん黙もくするマーシュにもう一度繰り返した。

「私はアレクシス殿下は無事だと思っているよ。彼は必ず帰ってくる」

　アレクの強さや精神力、そしてモニカを救いたいという意志。

「守り人に認められないはずがない。それに、リュダとの戦いは物理的なものじゃないんだ。必ず勝つという意志の強さが必要になる。首しゆ尾びよく守り人から力をもらえても、戦う意志をなくすような人物じゃ意味がない。その点で、私はアレクシス殿下は一番だと思っているよ」

「ふむ。わしも同じ意見じゃな」

　ドルチーノが同意すれば、アルトは呆れた顔で肩をすくめた。

「あいつがモニカに会わずに死ぬとかありえなくね？　モニカのことしか考えてねーから、守り人に力渡すの渋しぶられてんじゃねぇの？」

　言いざまに苦笑し、皆に励はげまされたマーシュはウィトスに向き直った。

「ありがとうございます。ウィトス様、ぎりぎりまで待たせてください」

　いまラティーナとエリオを徹退させて、アレクの頑張りを無む駄だにしたくない──。

「もう少しだけ、待ってみます」
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　そこは吹雪ふぶきの中のような、光の中のような、真まっ白しろな世界だった。

（眩まぶしいぐらいだな……）

　アレクは方向感かん覚かくをなくさないよう、片側の壁に手をつきながら慎しん重ちように前を向いて歩いていた。

　両りよう端はしに壁があるから何とか進めるが、道みち幅はばが広いため油ゆ断だんすると方向を見失いそうだ。

　いつからこの白い世界に入ったのかもまるで分らない。最初は薄うす暗ぐらかったのに、途中からは異い様ようなほど明るくなった。どれほど歩いたのか、かなり時間が経ったようにも思えるし、それほどでもないような気もする。

　時間感覚すら狂くるいそうだが、不思議と怖こわさはない。

　あまりに景色が美しく暖かいせいだろう。吹雪のような白さなのに、春の陽だまりのように心地ここちよい。

　明確な景色のない世界を歩いていると、やがて白い円柱が森のように立ち並ぶ広間へと入った。

　四し方ほう八はつ方ぽう、見渡す限り高い柱の連続だ。

（本当に噴水の下なのか……？）

　古代神殿のような装そう飾しよくが施された白石柱を見上げ、アレクは足を止めてしまった。

　広すぎてどう進むべきなのか分からない。もしや、すでに封印の守り人から異い邦ほう人じんとみなされ迷わされているのだろうか。

　不安になって胸元の首くび飾かざりを握り締めたそのとき、ふと、柱の陰で何かが見え隠れした。

「──！」

　視し界かいをかすめたそれが何か分かった瞬しゆん間かん、アレクは走り出していた。

「モニカ！」

　柱が乱らん立りつする白い空間を、長い亜麻色の髪をなびかせて少女が走り抜ぬけていく。

「モニカ！　モニカ！」

　華奢で小こ柄がらな体。あの日最後に見た、空のような青いドレスの裾が翻ひるがえる。

（モニカ！）

　夢でも現うつつでも血を吐はくほど恋い焦こがれた姿に、アレクは我を忘れて走った。

　少女は柱の森を軽やかに駆けて行く。決して振り返ることもなく、アレクが全力で追っても距きよ離りは一向に縮ちぢまらない。

「モニカ、待ってください!!」

　会いたい。

　一目でいい、たった一言言葉を交わすだけでもかまわない。

　それだけで自分はどんな危険や苦く難なんにも立ち向かえる。どんな難しいことだってやり遂げてみせるだろう。

　だから────。

「モニカ…………っ！」

　モニカを追って飛び込んだアレクは、驚きよう愕がくに足を止めた。

　白い柱の森を抜けて現れたのは、一いつ切さいの仕切りのない巨大な空間だったのだ。

　大理石でも雪せつ花か石せつ膏こうでもない、白く輝く床ゆかと柱──。大きな噴水から流れ落ちる泉せん水すいが涼すずやかな音を立ててどこへともなく消えていく。

　噴水の前に佇んでいたのはモニカではなく、一人の青年だった。

「こんにちは」

　緩ゆるく癖くせのある短い銀色の髪、紺こん碧ぺきの瞳、人並み外れた美貌がにこっと笑顔を形作る──。

「レーム……！」

　アレクは思わず呼びかけていた。

　小さな少年の姿ではない。アレクと同じ年頃の、成長したレームがそこにいた。

　レームを大人にしたかのような男は小さく首を傾げ、アレクの指輪に目を留とめる。

「そう、一角獣だ。君は何代目のペンテレイア王？」

　レームという言葉が古代語で〝一角獣〟を指すと思い出した。

（──封印の守り人か……！）

　同時に、あのモニカが幻視だと気づいた。おそらく見せたのはこの封印の守り人である一角獣だろう。

「──わけあって、第五十七代ペンテレイア王から代理を任されました。カゼルラ王国のアレクシスと申します」

　アレクは正直に名乗った。

　絶対にペンテレイア国民でないといけない理由があるならここまでだが、守り人は特に不ふ快かいを示すことはなかった。ただ、紺碧の瞳を丸くする。

「……王様が来ると思ってたのに意外な展開。ペンテレイアの危き機きではないの？」

「危機です。ですが私が力を手に入れることが、結果的にペンテレイアを救うことになるはずです」

　リュダはカゼルラとの戦いを回かい避ひして、モニカを殺そうとした。甦よみがえったリュダにはもう、単身で国を滅ほろぼすような力がないということだ。

　カゼルラがヴァルダンと敵対する限り、ペンテレイアは守られる。

　だがモニカが死んだ場合、カゼルラがペンテレイアの盾たてとしてうまく機き能のうできなくなるかもしれない。ましてやエリオがリュダに乗っ取られるなど、ペンテレイアにとっては滅びに等しい。

　この場所へアレクが来ることは、アレク自身が望み、またリチオやガレにとっても最良の選択だった。

「力を頂きに来ました。──リュダに対たい抗こうできる力を」

　それが武器なのか、書物や呪じゆ文もんなのか、アレクは何も知らない。

　率そつ直ちよくに告つげたアレクに、守り人はかすかにうなずいた。

「君はリュダが何者か知っている？」

「はい、古代ペンテレイアの王だと聞きました」

　転生ではない、生まれ変わりを繰り返し不死の力を手にした古いにしえの王者。たった一人で千年の時を生き、広い大陸を統一した男だ。

「彼はね、森の王と人間の娘の子だったんだ」

「……では混こん血けつだったのですか？」

　人と馬の違いはあれど、立場的にはレームと同じということになる。

　それだけで神のような力を持ったのであれば、相手がよほど特別な女性であったのだろうか。

　守り人はそっと、片手をアレクの額に向けて伸ばした。

「その前に、君の記き憶おくを見せてもらってもかまわないかな？　今のリュダがどういう状態か知りたいんだ。君がここへ入ったとき、少しだけ探らせてもらったんだけど……」

「だからモニカの幻げん影えいが現れたんですか？」

　守り人はこっくりとうなずく。そんな子供のような仕し草ぐさも少しレームに似ていた。

「君の心の大部分を占めていたものを呼んだんだ。記憶だけじゃなくて感情も探ることになるから、君にとっては嫌なことだろうけれど」

（記憶と感情……）

　躊躇したが、守り人の申し訳なさそうな声に迷いを振り切った。

「正直なところ見られて困る記憶しかありませんが、やってください」

　モニカを助けるために必要とあらば、恥はじを捨てよう。

　胸を張ったアレクに、守り人は目を瞬またたいた。

「そんなに開き直る人は初めてだ……。じゃあ失礼して」

　額に、白くひんやりとした指先が触ふれる。

　守り人の美しい紺碧の瞳が閉じられ、しんと辺りが静まった。噴水から水が流れているのが見えるのに、音が聞こえない。

　不思議な一瞬が過ぎ、再び目を開けた守り人は少し顔を引きつらせていた。

「モ、モニカはどうして君のことを好きになったの？」

「やめてくださいっ、自分でも分かってるんです！」

　全くの第三者に客観的な目で見られてしまった。思い出すたびに心を抉えぐられる過去の傷だ。

　耳を塞ふさいで涙したアレクに同情し、守り人はあわてて慰めてくれる。

「ごめん、うっかりリュダよりも気になっちゃった。でも君の気持ちはよく分かったよ。モニカがとても優しい人だということも」

「そうなんです、モニカは優しくて素直で愛らしくて可愛くて賢かしこくて」

「うわぁ余よ計けいなこと言っちゃった、もういいよ」

　どこまでも続きそうな賛さん辞じを打ち切り、守り人は気を取り直すとほっと息をついた。

「でも憑より代しろの肉体が弱ってないと乗っ取れないほど、リュダは消しよう耗もうしてるんだね。やっぱり七百年の封印は無駄じゃなかった」

　話が本題に入り、アレクは表情を引き締める。

「リュダの復活は、やはりサウル殿下が二十一年前に地下へ入ったことが原因ですか？」

「そうだね」

　守り人はあっさりと肯こう定ていした。

「エフタ・ヴァルダンの民が儀式を軽けい視しした。もしくは儀式の意味を知らなかったんだ」

　エフタ・ヴァルダンとは現在のヴァルダンの前身だ。大神官カルロの祖そ先せんである、神官家が国王を兼ねていた。

「エフタ・ヴァルダンはシレナの民の血を引いているんだ」

「シレナ……ということはやはりペンテレイアなんですね」

　これは薄々気づいていたことだ。神官の力は魔導師に似すぎている。

「では、ペンテレイア王リュダをペンテレイアの民が討うった──。そういうことなんですね？」

　アレクの問いに、守り人は無言のまま視線を落とした。

「──千七百年よりもっと昔、彼らはペンテレイアという国ではなくシレナの民と呼ばれていた。森の側に集落を作って暮らし、それをまとめる長おさのような人もいた。ちょうど、国として形成され始めた時代にリュダは生まれたんだ」

　シレナの町は現在も残っている。過去には王都だったこともあり、一角獣の棲すむ森に隣りん接せつした大きな町だ。

「シレナの民は森と共生し、森の王の恩おん恵けいを受けて暮らしていた。昔は一角獣もたくさんいたし、人と一角獣の距離がとても近かったんだ。シレナの民は聖せい獣じゆうとして不思議な力を持つ一角獣を敬うやまい、森の王を崇あがめた。森の王は自然の理ことわりを崩くずさない範囲で、天てん候こうを操あやつり大地や水を浄じよう化かして人間を豊かにさせた」

　守り人は、ゆっくりと顔を上げた。

「だけど、ときの森の王が一人の人間の娘を特別に愛した。シレナの民の、長の娘だ」

「それが……」

　答えたアレクに、守り人はうなずいた。

「そう。彼女は森の王に祝福を与えられ、リュダを産んだ。君達がペンテレイア建けん国こくの女王と呼ぶ女性だ」

　リュダの母から国家としてのペンテレイアが始まった。

　異い種しゆ族ぞく間かんの結婚だが、アレクは少し首を傾げた。

「祝福を与えられた女性から生まれると、リュダほどの怖おそろしい力を持つのですか？」

「いいや」

　守り人は即そく答とうした。

「確かにその子は不思議な力を持った。今の魔導師よりも、もっともっと強い力だよ。君が大事にしているレームのように、とても自然に近い力を持つ人間だ」

　言い当てられ一瞬どきりとしたが、記憶と感情を読まれたことを思い出して心を落ち着かせる。

「レームのように、ということはラティーナ姫よりも強いんですね」

「比べものにならない。今はリュダ自身が弱っているし、彼女の母も神官の娘といっても血が薄すぎる。祝福を受けた娘から生まれたリュダは、本当に一角獣に近い力を持っていたんだ。……これがどういうことか分かる？」

「……いえ」

　分からない、と答えたアレクに、守り人は紺碧の瞳に力を込めた。

「彼は〝人間として〟力を持ったんだよ。これまで一角獣にしかできなかったことが、人間にできるようになってしまった」

「……それは……」

　守り人の言いたいことを察さつし、アレクはゆっくりと目を見開いた。

「最初は良かった。村人はリュダを守り、節度をもって接していたから。でも彼がまだ年若い少年の頃、病やまいに罹かかり、それが起こった」

　守り人の表情が陰り、うつむいた瞳に哀しみの色が浮かんだ。

「……何か、力が暴ぼう走そうしたのですか？」

　驚きよう異い的てきな力により村が傷つけられたのか──。アレクはそう考えたが、守り人の答えは違った。

　守り人は静かに面おもてを上げた。

「死に瀕ひんしたリュダのために、森の王が肉体を明け渡したんだよ」

「──！」

　アレクは息を吞んだ。

（森の王の肉体に、リュダが乗り移った──？）

「リュダは生き、森の王の魂はその糧かてとなった。──森の王は自然の理を捻ねじ曲げたんだ」

　水や炎、自然の力を操り、動物達の王である一角獣の長が、踏み込んではいけない領りよう域いきを犯おかした。

　アレクは我知らずよろめいた。

　理を捻じ曲げることで、実際にどのような罰ばつが降くだるかなどアレクには分からない。

　それでも、「別にかまわないじゃないか」とは思えなかった。たとえ動どう機きが深い愛情であっても、その罪ざい悪あく感かんに背せ筋すじが凍る。

　もしもモニカが死に瀕したとき、アレクならきっと森の王と同じことを願う。──私の命と引き換かえに、彼女を助けてほしい。

　だがその願いが叶かなえられたとき──、モニカは何を思うだろう。

「リュダは森の王を超えた存在になった。純じゆん粋すいな自然の力と不自然な力、そして人間の心を持ったまま生きた。妻を娶めとり、子をもうければ、その子達は皆同じような力を持って生まれたんだ。シレナの民は自然の理など意に介かいさず、リュダの力を求めた。当然だよね。人間は一角獣のように自然の流れが見えるわけじゃない。理を無む視ししたって何も怖おそれることなんてない。いつか、世界のどこかでその反はん動どうが表れるなんて考えもしなかったんだ」

　そして、シレナには〝魔導師〟が誕たん生じようした。

「シレナの民は一角獣に頼たよらなくなった。森の王に縋すがらなくても、豊かに暮らせる。リュダさえいれば、なんだってできたんだ」

　むしろ力を制せい御ぎよする一角獣よりも、もっと自由に力を使えると喜んだだろう。

「王であることを望まれたリュダは他者の体を乗っ取ることを覚え、更さらに命を繫つなぐ方法を見つけ出した。彼は皆から守られ、大事にされ、そしてペンテレイアという国の守護者になった」

　リュダがいるだけで、数限りなく魔導師を誕生させることができる。魔導師が多くなれば、それだけ国の力が強くなる。

「ペンテレイアの民は力を外に向けて使いだした。一角獣と決けつ別べつし、シレナを離れたんだ」

　彼らが王として戴いただいた不死者の力は大陸を席せつ巻けんし、やがて千年をかけて全土を支配した。

　瞬まばたきも忘れ守り人を見つめていたアレクは、震ふるえる声で囁ささやいた。

「それが、ペンテレイアという国なんですね」

　今は最さい西せい端たんの辺へん境きようへと退さがった小さな王国。

　西をまとめ上げた大国カゼルラが、なぜ最終的にペンテレイアを吞みこまなかったのかアレクは初めて分かった気がした。

（吞みこめるわけがない……！）

　仮に「戦え」と言われたなら、アレクは確実に拒否するだろう。

　──あれはのどかな弱小国などではない。

（強大な力を秘めた化け物だ…………！）

　カゼルラがペンテレイアを守っているのではなく、背後にいて、おとなしくしてもらっていることに感謝するべきだろう。

　無意識に後あと退ずさったアレクを見て、守り人は口を開いた。

「君と同じように、大陸は恐きよう怖ふした。怖ろしさのあまり戦いを挑いどむ国も多かった。……君だってほんのちょっと思ったんじゃないかな？　そんな危険な国が背後にいるなら、早めに支配下に置いた方がいいって」

　アレクは突かれたように黙った。

　思わなかった……と言えば噓うそになる。

「……はっきりと考えたわけではありません。あなたに言われて初めて形になったようなものです。……確かに、早めに潰つぶした方がいいと思いそうですね」

　正直に答えたアレクに、守り人は笑った。

「そういうものだよ。恐怖での支配なんて長くは続かない。いつだってどこかで戦いがあった。僕が森の王になったのは、そんな時代だよ」

「え？」

　突然思わぬことを言われ、アレクはぽかんとした。

　反応を楽しむように、守り人はニッと唇くちびるを吊つり上げた。

「僕は七百年前の森の王なんだ。人と交まじわったばかりに、一角獣は深い業ごうを背せ負おうことになった。僕らの祖先はシレナの森の奥深くに潜ひそみ、他の種族と交わることを禁きん忌きとした」

「ええ、それは知っています」

　レームの存在、その父であり、森の王の座を降りたエル──。混血を嫌きらい、魔導師を指して「お前達がペンテレイアを滅ぼした」と言ったリーをアレクは知っている。

「でも、ペンテレイアの全ての民がリュダに従ったわけじゃないよ。シレナにはリュダの捻ねじれた力を畏おそれ、シレナの民として暮らす人達が残っていた」

　一角獣と共存した民はもういない。

　だが森の王を敬い、自然の理を神しん聖せい視しする人々は残っていた。

「ある日、僕のところにシレナの魔導師が来た。綺麗な女の子だったよ。魔導師としてとても強い力を持った彼女は、僕にリュダを封印する手助けをしてほしいと言ったんだ」

　リュダは確かに自然の理を捻じ曲げているが、過去の森の王にも責任がある。

　このままでは多くの人が死に、戦乱に穢けがされ大陸自体が滅んでしまうだろう。そうなる前に力を合わせ、不死の王を封印したい──。

「僕達一角獣はその申し出を受けた。僕達の祖先は人間に愛あい想そを尽かして知らんぷりを決め込んだけど、無関係ではいられないほどリュダは大きくなっていたんだ。それに、僕にだってこのままじゃいけないって気持ちがあった」

　元々の始まりは森の王がリュダに肉体を明け渡したことなのだ。

「僕と彼女はたった二人で、リュダを封印するために彼のいる城へ向かった。リュダの肉体交代の時期を狙ねらった彼女は、その力の強さと美しさで彼の目に留まった。そして彼女が新たなリュダを身ごもったその時に、僕がリュダの魂を抜き出し封印したんだ」

「身ごもったときに……!?」

「リュダが一番思うように力を使えないときだよ。彼女はリュダや周りの男達の動きを封じ、水の魔道で僕を召しよう喚かんした。後は僕が彼女からリュダの魂を抜き出し、封じた」

　簡単に言ってくれるが、聞くほど容よう易いに事が運んだわけではないだろう。

　呆ぼう然ぜんとしたアレクに、守り人は懐なつかしげに微笑んだ。

「僕は彼女に祝福を与えなかった。すぐにリュダに知られてしまうからね。彼女がリュダの強い幻視を振り払はらえるかどうかが全てだったんだ」

　強い精神力と意志の力────。

　守り人は、まるでここにいない少女の姿を崇めるように真白い空間を見上げた。

「──彼女は素晴らしい魔導師だった……！」

　一人の女性魔導師と森の王によって、リュダの支配を解とかれた大陸は分裂する。

「僕はシレナに帰ったけれど、彼女はそのまま城に留とどまった。墓の守り人としてリュダを見張り続けたんだ」

「……そうだったんですね」

　アレクは大きく息をついた。

　少女と一角獣が古くは森の中にあったという天蓋宮へ行き、リュダを封印した──。

（──そうだったのか）

　なんの話をしているのか理解できた。

　ヴァルダンを発はつ祥しようとする、森の古こ城じようを訪れた騎士と姫が、デュマと呼ばれる黒い影かげと戦い勝利するおとぎ話──。

　シレナから来た魔導師はセイレの乙女おとめとなり、森の王は騎士となった。そしてリュダはデュマとして、天蓋宮に巣す食くう影として伝えられた。

　アレクはこの、どこか可愛らしい一角獣の青年を見つめ微笑んだ。

「ではあなたがセイレの騎士だったんですね」

「そうなっちゃってるみたいだね」

　アレクの記憶を覗のぞき、『セイレの乙女』を知った守り人はおもしろそうに笑う。

　やっと納得し、アレクは話を継ついだ。

「そうして彼女がヴァルダンの神官の祖先になったんですね」

　だから神官は魔導師に似た力を持っていたのだ。

「そう。彼らはリュダに乗っ取られないように自分達に魔道を掛け、代々封印を守り続けたんだ」

「魔道を？」

「森の王の祝福に似た魔道だよ。その力を持った者がリュダの棺に触れることは、一種の封印の掛け直しの効果があったんだ」

（森の王の祝福に似た……）

　アレクの脳のう裏りに、リュダの幻視を弾はじいた人々が浮かぶ。

「君の記憶の中では、守りを与えられたのはヴァルダン王と大神官とモニカだけだった。これは僕の想像でしかないけれど、サウル殿下が地下へ入るとき、大神官は守りを与える儀式を省はぶいたんじゃないかな？」

　守り人は真っ直ぐにアレクを見つめた。

「なぜなら、今のヴァルダンで儀式の間を開くのは戴たい冠かんのときだけだったから。──彼らは祝福の魔道を授ける儀式を、戴冠の儀式の一いつ環かんとして捉とらえていたんだ」

　地下墓ぼ所しよを開くために必要な儀式ではなく、戴冠のときのみに行われる儀式。

　花を摘つみに入るときには必要のない儀式──。

（だからサウル殿下は肉体を乗っ取られたのか……！）

　流行はやり病やまいに罹かかり、肉体の弱っていたサウル。おそらく彼は、その状態でリュダの棺に触れてしまったのだ。

　儀式の本来の意味を誰も知らない。ヴァルダンという国の大きさと歴史が、重要な儀式を形けい骸がい化かさせてしまったのだ。

「モニカはきっとそこにいるよ」

「!?」

　弾かれたように顔を上げたアレクに、守り人は真剣な顔をした。

「モニカは儀式の間にいる。ヴァルダンの堀に引かれた黒い水は守りの封印だ。あらゆるものを排はい除じよするけど、一角獣やその守護を受けた者なら受け入れる。モニカが助かりたいと願うなら、水はその意志の力に反応するはずだよ」

「地下の……儀式の間に──！」

　アレクは体の奥底から強い力が全身を駆け巡るのを感じた。

　────天蓋宮地下の儀式の間に、モニカがいる……

（見つけた……！）

　やっと見つけた────！

　血が燃え上がるように熱くなり、アレクはきつく目を閉じた。

　何度も目の前から消えて、何度も追いかける。いつまでたっても側にいてくれない、追いつけない最愛の女性を、今度こそ捕つかまえるのだ。

（モニカ……！）

　すぐにでも助けに飛び出しそうなアレクが分かったのか、守り人は落ち着かせるように声を掛けた。

「モニカを助けに行くときは魔導師を連れて行って。ヴァルダンの神官じゃ地下への扉を開けない」

「カルロ大神官であってもですか？」

「神官が開ける扉はリュダが閉じてしまったんだ。開くことができるのは神官達が作った新しい扉じゃなくて、僕が作った本来の扉だ」

　アレクは口を閉ざした。

　ウィトスがベルナルドとの会談で「ペンテレイアに伝わる地下への扉と違う」と言っていたことを思い出したのだ。

「なら、魔導師長は扉の場所を知っているということか……。神官には無理でもペンテレイアの魔導師なら扉を開くことができるのですね？」

「できる。もっと後代になっていれば無理だったかもしれないけど、彼らなら開けるはずだよ」

　そう断言した守り人の顔から、優しげな雰ふん囲い気きが消えた。

「弱った肉体しか乗っ取れないということは、リュダは想像以上に力を失くしている。今の憑代……、サウル殿下から力ずくで切り離すことができれば、リュダはもう生き残れないだろう。仮にエリオット殿下の中に入っても、乗っ取ったりはできない」

　思わず身構えてしまうような冷ややかな声に、アレクは姿し勢せいを正す。

「……放っておけば消えるということですか？」

「そう。彼の魂はもう、一人では天に昇ることができないから」

　守り人は少し寂さびしげに微笑むと、振り返り、背後の泉水に向けて手をかざした。

「君に渡しておくよ」

　手の動きに反応するように、泉水の水が色を変えた。

　徐じよ々じよに輝きを増す水は、やがて液体ではなく光の滝へと姿を変えていく。

「ここに封印されているのはリュダの一番最初の体だ。ペンテレイアの女王が葬ほうむった体を、僕がここへ移動させたんだ」

「最初の体……？」

「リュダを封印した後、魔導師の少女は神官としてその魂を管理した。僕はシレナに戻り、リュダの肉体を守るために場所を移して封印を作った」

　シレナより北、ロラン湖の畔ほとりへ。

　リュダの肉体を守る封印は、一つの町を形成できるような広こう大だいな土地に作られた。

「正円は結界だ。あの子は天蓋宮を厳げん重じゆうな封印の力を持つ城に造り替え、僕は森の王と混血が手を取り合って、初めて開くことのできる封印を作った。そして僕は自みずから守り人としてここへ入ったんだ。シレナの民は一角獣の血を引かない王を置き、自分達は魔導師として表舞台に出ずに血を残すことに努つとめた」

「……だからペンテレイア王家は血にこだわらないんですね」

　古代の術じゆつが残る魔道王国──。だがその王家は魔導師ではなく、血ち筋すじすら重要視しない。

　異い国こくの貴族であるモニカがリチオの婚約者に選ばれたり、下町の娘が王おう妃ひとして受け入れられたり……。アレクは王族として、少なからず驚いていた。

　王家とは概おおむね血を大切にする一族だ。カゼルラはそれほどでもないが、他国では妻に迎える家系が決まっていたり、異国の血を入れなかったりする。女系にならないよう女王を即位させない国もある。

　大陸一長い魔道王国としての歴史を持っているのに、ペンテレイア王家にはその慣かん習しゆうがない。それがアレクにはとても不思議だったのだ。

　アレクの見守る前で、泉水の光は徐々に寄り集まっていく。

「僕と彼女では、リュダを消滅させることなんてできなかった。封印が精せい一いつ杯ぱいだったんだ。だからリュダはいつか自力で封印を打ち破やぶるかもしれない。国同士の戦いで神官が死に絶たえてしまうかもしれない」

　今回のように、歴史が消えて復活の手助けをしてしまうかもしれない──。

「だから僕と彼女は、リュダに対抗する手段をこの場所に残した」

　広い、真っ白な空間に太陽のような黄おう金ごんの光が差した。

「──！」

　光は器のように差し出された守り人の両手に流れ落ち、こぼれそうなほど溢あふれていく。

　アレクは眩しさも忘れ、息を吞んでその光景を見つめ続けた。

　黄金の光の滝は全て守り人の手の中へ吸すい込まれ、やがて一つに凝ぎよう縮しゆくされていく。

「──これがリュダの最初の肉体だよ」

　音もなく光の洪水が治まった時、守り人の手には小さな光の珠たまが載のっていた。

「リュダに対抗できる力として、シレナの民が守り続けたんだ」

　そして、守り人は少し笑った。

「使うのがペンテレイア以外の人間になるとは思わなかったけれど」

（これが……？）

　アレクは慎重に光へと近づいた。

　リュダの肉体には見えない。守り人の手の上でわずかに上下しながら中空に浮く、小さな黄金の宝珠だ。

「これを、サウル殿下に渡してあげてほしい」

「わ…………」

（……渡す……!?）

　具体的にどうすればいいのか考える間もなく、光は守り人の手を離れ、アレクの胸の中へ吸い込まれるように消えた。

「──！」
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　ほんの少しだけ熱を感じる。心の準備も何もなかったため固まってしまったアレクに、守り人はこともなげに言った。

「サウル殿下に力を渡すという意志を持って、リュダに接せつ触しよくする。それだけでいいんだ。彼らの間で行われたのは、以前にモニカとリーの間で行われた取り替えっこじゃない。リュダはサウル殿下の魂ごと乗っ取っている。だからサウル殿下はまだリュダの中にいるはずだ」

　二つの魂が混じり合ったとき、弱いものは強いものに塗ぬり替えられてしまう。今はリュダが主しゆ導どう権けんを握っているだけで、サウルの魂の本質が消えたわけではないのだ。

（……なるほど）

　渡す、という意味が摑つかめた気がした。

「弱ったサウル殿下をこの力で補うんですね？」

「そう。サウル殿下の病はリュダのおかげで消えている。蝕むしばまれた肉体が元に戻り、魂の力も戻れば、サウル殿下が死ぬようなことはない。意志の力でリュダを追い出すこともできるはずだ」

　理り屈くつとしては分かる。しかし新たな懸け念ねんも浮かんだ。

「ですがリュダが更にこの力を乗っ取るということは……」

　サウルの中に入れるということは、リュダの中に入れることでもある。

　だが守り人は首を横に振った。

「僕が君を認めて渡した力だ。それはもう君の意志以外には応おうじない」

　はっきりとした返答に、アレクは自身の胸に手を当て見下ろした。体に変化はないが、意識すれば確かな光の流れを感じる。

（これを、サウル殿下に渡す）

　サウルを助けるという意志を持って──。

「できる？　意志の力で全て決まっちゃうけど」

　非常に心配そうに覗き込まれ、アレクは顔を上げて笑った。

「確かに、私はサウル殿下を救うためにここまで来たわけじゃありません。ただ、リュダを排除することはモニカのためであり、私の弟のためでもあるんです」

　リュダが邪魔に思うモニカを守るため。そして、憑代にされようとしているエリオを助けるため。

「やります。必ずサウル殿下の中からリュダを祓はらいます」

　気持ちで負けるとは思わない。

　アレクの決意に満ちた表情に、守り人はほっと息をついた。紺碧の目を細め、アレクに柔らかく微笑みかける。

「来てくれてありがとう」

　安あん堵どしたような守り人の声が揺ゆらいだ。

（あ……っ！）

　姿までもが陽かげ炎ろうのように不確かになり、アレクは思わず腕を伸ばした。

「待っ……！」

　白い装しよう束ぞくを摑もうとしたその手が、空くうをかすったその瞬間──。




「──！」




　アレクは驚いて目を見開いた。

　たった一ひと呼こ吸きゆうもしない間に、辺りの景色が一いつ変ぺんしていたのだ。

　そこには美しい水の流れる泉水もなく、遮るものが何もないような白い空間でもない。

　なんの変へん哲てつもない灰色の石の床と壁、そしてかすかに流れる水の香り。アレクが立っていたのは、少し広いというほどの四方形の薄暗い部屋だった。

　背後を見れば、王家の指輪を使って開いた扉がある。

（夢……か……？）

　あまりにも変わり果てた景色に白はく昼ちゆう夢むでも見たのかと思ったが、夢にしては感覚が確かすぎる。

　まだ目の奥から、黄金の光の残ざん像ぞうが消えていない。

　自身の手の平を見下ろしたアレクはふと呼吸を止め──。

「──！」

　小さな声を上げた。
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　アレクが円形広場に戻ると同時に、噴水から水が噴き上がった。

　再び豊かな水に満たされていく噴水を呆然と見ていると、背後から駆け寄る足音が響ひびく。

「殿下!!」

　聞き慣なれた声に振り返れば、嬉しそうな、だがやけに憔しよう悴すいした顔のマーシュがいた。

「マーシュ！　どうした、疲つかれた顔して辛しん気き臭くさいぞ！」

「うわーっ、四日間ろくに眠れなかった俺の心配を返してください！」

「四日!?」

　アレクは辺りに響き渡るような声を上げ、うっすらと朝あさ靄もやの漂ただよう町を改めて見渡した。

　確かに町はひっそりとしていて、太陽は昇っているがまだ早朝のようだ。

「言われてみれば朝だ……。もう四日も経っていたのか？」

「長い旅じゃったな。まあ無事で何より」

「老ろう師し！」

　とことこと歩を進めてくるのは、アルトを連れたドルチーノだ。

「ウィトスは宝珠に戻っとるが、連絡を入れておいた。すぐに来るじゃろう」

「ありがとうございます。マーシュ、アルトも近くで待っていてくれたんだな」

　アレクが封印から出てすぐに駆けつけたということは、そういうことだろう。

「ちゃんと守り人から力はもらったんだろーな」

　腕組みしたアルトに聞かれ、アレクはゆっくりと手の平を開いた。

　目に焼き付くような光の残像と共に、身の内で流れる熱を感じる。

　炎のように明るく手の上に現れた黄金の光を確かめ、アレクはぐっと拳こぶしを握り締めた。

「ああ──！」
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　静かな、まるで廃はい墟きよのような静せい寂じやくに包まれた天てん蓋がい宮きゆうの階段を、リュダはたった一人で上っていた。

　主あるじを亡なくした城は、抜ぬけ殻がらのように空くう虚きよで乾いている。

　すすり泣くような哀かなしみの波動を感じ、本来の主であるリュダは少しだけ笑った。

（やっぱり僕じゃ哀しんでくれないんだ）

　何百年も昔、自分が封ふう印いんされた時のことを今でも思い出せる。

　いいや、忘れはしないだろう。

　魔ま導どう師しの少女の、幻げん視しを振ふり切ったときの力強い瞳ひとみ。一滴の水から現れた森の王と、憑より代しろとなる肉体を見つけられず無む防ぼう備びな魂たましいだけの存在になった自分。

　そしてリュダが森の王に封じられたその瞬しゆん間かんに響ひびいた、凱がい歌かのようなたくさんの──本当にたくさんの喜びの声と万ばん歳ざいを謳うたう大陸の声。

（忘れない）

　それは、リュダが生しよう涯がいをかけて叶かなえたいと思う望みを見つけた瞬間だったから。

　広い階段を上り切ると、煌こう々こうと月の輝かがやく空中庭園へと出る。

　いつもは見み張はりの兵士が立つ場所に、今夜は誰もいない。広い正せい円えんの庭園は無人だった。

　秋を迎える夜空は美しく澄すみ、雲といえば満月にわずか一いつ片ぺんがかかるのみだ。

　天蓋宮でのベルナルドの葬そう儀ぎが終わってから三日。多くの人々がベルナルドの亡なき骸がらを弔とむらう行列に加わり、この城を留る守すにしていた。残ったのは下働きや少数の兵士。

　──そして、体調を崩くずしたため後から出しゆつ立たつすることになったエリオと、そのお付きの者達だけだ。

「サウル殿でん下か」

　しばらく立ち尽つくしていると、背はい後ごから穏おだやかな声が聞こえた。

　振り返れば、たった一人で階段を上がってくる少年の姿が見える。

　十六歳の少年にしては華きや奢しやで、その顔は白く少女めいている。紫むらさき水すい晶しようのような美しい瞳を持つカゼルラ王国の王子エリオットは、ぱっと微笑ほほえみながら空中庭園に現れた。

「サウル殿下、お話があるとうかがい参りました」

　その笑顔があまりに素直で、明るかったため、リュダはほんの一ひと呼こ吸きゆう返事に惑まどってしまった。

「……来てくれて嬉うれしいよ。ごめんね、夜中なのに」

　幻視でも使ってエリオを天蓋宮に残らせようとしたが、体の弱い彼は体調を崩して自みずから遅れての出しゆつ立たつを申し出た。

　ヴァルダンの貴き族ぞくもカゼルラの従じゆう者しや達も、エリオに葬そう列れつへの参加を無理に勧すすめてくることはなかった。エリオの体が弱いことは周しゆう知ちの事実だったし、早くに到着したため天蓋宮での葬儀に参列していたからだ。

（本当に一人で来たのか）

　静かに結界の網あみを張り巡めぐらせながら、神経を研とぎ澄ましたリュダは大いに驚おどろいた。

　少しでも近くに森の王がいればやり方を変えようと思ったのに、全く一いつ角かく獣じゆうの気け配はいがなかったのだ。

　そのことが逆に警けい戒かいを与えたが、リュダは迷いを振り切り結界を完了させた。

　たとえ森の王が来ても勝つ自信がある。リュダは知っていた。魂のみの状態で封印さえされなければ、力を解放した自分と互角に戦えるものなど存在しない────。

　エリオはリュダの謝しや罪ざいに「いいえ」と屈くつ託たくなく微笑み、周囲の山々に視線を巡らせる。すでに日が変わった真夜中だが、満月に照らされた平野は驚くほど明るく見えた。

「周りが全て山だなんてすごいですね。カゼルラとは全然違って……。本当に異い国こくに来たんだなと思います」

「ヴァルダンが気に入った？」

「はい、この庭もとても綺き麗れいです。まさか僕がヴァルダンに来ることができるなんて、思ってもみませんでしたから」

　エリオの薄うす紫むらさきの瞳に浮かぶのは、感動と感謝だった。

「……昔はもっと体が弱かったんだね」

　それが、今はヴァルダンへ旅をするまでになった。

　急がないといけない──。そう思ったが、リュダは黙ってエリオの話を聞いていた。

「はい。弱かったです、本当に。でも僕は恵まれていました。母とはすぐにお別れすることになりましたが、父や兄、周りの大人が寄ってたかって可か愛わいがってくれたので」

「……アレクシス殿下が君を可愛がったのは、敵にならないからじゃないの？」

　同どう腹ふくの兄きよう弟だいでありながら、アレクは何もかもエリオに勝っていた。

　率そつ直ちよくな言い方になったが、エリオは含ふくむところもなくうなずく。

「他国ではそう言われているそうですね。でも違います。兄の持って生まれた性しよう分ぶんです。……兄は、王様になるために生まれてきたような人だから。だから子供の頃から重じゆう圧あつと責任が課せられた。でも全然苦しそうな顔はしませんでした」

　そうだろうな、とリュダは思った。

　モニカかアレクのどちらかを殺そうと考えたとき、リュダはアレクを選ばなかった。

　森の王の祝福を受けていることを差し引いても、アレクに幻視を掛けるよりモニカを殺す方が確実だと直感したのだ。

　強きよう靭じんな肉体と精神力、何よりも絶対的な意志の力────。

　力ある魔導師でなくても幻視を弾はじく人間がいることを、リュダは知っている。

　そういう人間は一ひと握にぎりどころか非常に稀まれだ。しかし、ひとたび生まれ落ちれば、その誰もが時代の指導者としてリュダの前に現れた。

「僕、昔は医者になりたいと思っていたんです」

「医者？」

　唐とう突とつに言われ、リュダは眉まゆを上げた。

　おかしなことを言う王子様だ──。

　そんな心の声が聞こえたのか、エリオは恐きよう縮しゆくする。

「あの、昔の話です。僕はいつ死ぬか分からないと言われながら生きていたから。だから兄様……いえ、兄の政治の手助けなんてできないと思っていたんです」

「…………」

「宮きゆう廷ていのことなんて何も知らない。外国どころか、奥おく宮みやの自分の部屋から出ることもできない。それでも兄の役に立つことは何かを考え、薬の知識ならって……」

　エリオの瞳が、遠くを見み据すえるように上げられた。

「でも、だんだん違ってきました。──僕はもっと生きられるのかもしれない。侍じ医いはもう、いつ死ぬか分からないという言葉を言わなくなっていました」

　エリオの表情が明るく輝く。強い生命力を感じ、リュダはすっと息を吸すい込んだ。

「エリオット殿下」

　視線をからめ取るように、エリオの心の奥底まで入り込むように精神を集中させる。

　エリオの瞳とリュダの瞳が真まっ直すぐに交こう錯さくする。

「──だから」




「今は、兄の役に立てるんじゃないかと思っています──」




（!?）

　確かに幻視に掛かった──。そう思った瞬間、エリオは口を開いたのだ。

「エリオ様ッ！」

　大音声の男の叫さけびと同時に、閉じていたはずの空間に亀き裂れつが走った。

　突然割り込んできた剣の切っ先が振り下ろされるのを感じ、リュダは驚いて身を引く。

　空中庭園を取り囲んでいた、見えない硝子ガラスのように透すき通った壁が音もなく崩れ去る。

　結界が破やぶられたと認にん識しきしたときには、すでに人に入り込まれていた。

　ほんの一秒前までは存在していなかったはずなのに、リュダの目の前にはエリオの側そつ近きんであるアーノルドが剣を構かまえ、側そばには長い黒髪の少女がいる。

　わけが分からず、上げられたエリオの華奢な腕うでに目を向けたリュダは驚きよう愕がくした。

「一角獣の涙か……！」

　エリオの腕には銀色の網あみ紐ひものような飾かざりが巡らされ、中央を飾る青い宝石は砕くだけ散っている。

　一角獣の鬣たてがみを編んだ腕輪は、森の王アルトと魔導師達が総力を結集して作った幻視を避さけるための守りであり、アルトの涙は閉じられた空間でラティーナとエリオ、アーノルドを繫つなぐものだった。

　そして、エリオを取り囲むように控ひかえているのは純じゆん白ぱくの衣ころもをまとった三人の男女。二人の子供と男は、月光に輝く銀色の髪と紺こん碧ぺきの瞳をしている。

「……やっぱり来たんだね」

　結界を破ったのはラティーナではない。それは確かに内側ではなく、外側から破られたものだった。

　そんなことができるのは、大陸中で限られた存在しかいない。

　真夜中の空中庭園でほのかな光を放つような美び貌ぼうの男を見つめ、リュダは顔を歪ゆがめた。

「森の王」

「いいや」

　エルは緩ゆるやかに首を振った。

「僕は森の王ではないよ。彼はペンテレイアを離れられない。代理で来たまで」

「……どっちでもいい。僕にとっては森の王と同じだ」

　リュダの空間閉へい鎖さを破れる者など森の王以外にいない。なぜ近くに気配がなかったのに突然現れたのかを考え、リュダは黒髪の少女に目を向けた。

「君が呼んだの？　ペンテレイアの魔導師？」

　この少女が水の魔ま道どうで召しよう喚かんしたに違いない。

　何の感情もなく言ったリュダに、ラティーナはやや衝しよう撃げきを受けたが、やがてあきらめたように小さくうなずいた。

「はい。──お父様」

　リュダが少しだけ目を見張ったとき、皆に守られたエリオが一歩足を踏ふみ出した。

「サウル殿下」

　それは怒いかりでも戒いましめでもない、語りかけるような優しい声こわ音ねだった。

「──僕は、あなたのことが好きでした。あなたがリュダで、人の理ことわりから外れた存在だとしても、可か愛わいがってくれたのは僕に利用価値があるからだと分かっていても、あなたの子供のような率直さが好このましかったんです」

　リュダだけでなく、誰もがエリオを見つめた。

「……僕もエリオット殿下が好きだったよ」

　噓うそ偽いつわりのない言葉を受け、リュダは微笑んだ。

「なぜなら、僕達は正反対だったから」

　リュダとは正反対の環境で育ち、正反対な望みを持つ。

「君みたいに誰からも愛され、大事にされ、守られ、弱くても許され、素直で心正しい人に囲まれてきた人が僕には好ましい。生きたいと願っても生きることができない人がうらやましくてたまらない」

「いいえ」

　遮さえぎってエリオは真っ直ぐにリュダを見つめた。

「僕は生きます」

　生きたいと願っても生きられなかったわけじゃない。

　体が弱いから仕方がない、できないだろうからしなくてもいい。これが当たり前とあきらめてきたのは自分自身だ。

（だから）

「僕は、生きます────！」

　その声に呼こ応おうするように、ラティーナの手が胸元の首飾りを摑つかむ。

　砕くように握り締しめられた首飾りを見て、リュダは渾こん身しんの力を込めて腕を振り下ろした。

　たった一振り──。

　それだけで天蓋宮を爆ばく発はつするような炎ほのおが駆かけ巡った。

　轟ごう音おんを上げて辺りが灼しやく熱ねつに包まれ、うねるような熱風が花々をなぎ倒たおし木々の間を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回る。

「────！」

　誰もが他者を気き遣づかう余よ裕ゆうはなかった。前まえ触ぶれもなく炎の中に放り込まれ、皮ひ膚ふの焦こげる感かん覚かくと共に全身が麻ま痺ひしていく。

　エリオは苦しさに空くうを仰あおいだが、悲ひ鳴めいは声にならなかった。声どころか肺が焼けて呼吸すら止まる。

　だが、熱と赤く染そまった視し界かいに気を失いかけたとき、誰かがエリオを抱きとめた。

　焼けたはずの体を強く摑まれ、エリオはハッと瞠どう目もくした。




「しっかりしろ!!　エリオ!!」




　摑まれた箇か所しよから感覚が戻っていく。叱しつ咤たする声が鼓こ膜まくを打ち、焼け焦げる臭においが消え、目には相変わらず燃え盛さかる炎が映うつっているのに、不思議と熱さが消えた。

「兄様……っ!!」

　幻まぼろしではない。

　荒あれ狂くるう紅ぐ蓮れんの風が吹ふき付ける中、エリオを支えて立っていたのはアレクだった。

　炎など存在しないかのように毅き然ぜんと立つアレクの背後から、ひょいと背の高い優やさ男おとこが顔を出した。

「間に合いましたか、エリオ様！」

「マーシュ!?」

　アレクの側近とはいえ、来るはずがないと思っていた人物の登場にエリオは一気に我われに返る。

「マーシュ──！」

　レームが泣きながら駆け寄り、リーまでもがぎょっとした。

「マーシュ!?　邪じや魔まなのに来たの!?」

「リーちゃん、久しぶりにひどい!!」

　空中庭園を舐なめるように広がった炎が、ゆっくりと一つの点に収しゆう束そくしていく。消えていく炎の先には、黒いローブをまとった大おお柄がらな男がいた。

　あれだけの熱と光に晒さらされていたにもかかわらず、庭園の花も樹木も焼けず、せせらぎの水も涸かれることなく流れている。

　人間の感覚を狂くるわせ、本物だと認識させるほどの幻げん炎えんを手の平の紅こう玉ぎよくに吸い取り、ラティーナを胸に庇かばったウィトスは穏やかに微笑んだ。

「よくやったね、ラティーナ。十分だ」

「ウィトス様……！」

　リュダが力を使った不安定な場で水の門を繫ぐには、魔道力の強さがものをいう。ドルチーノと共に門を繫いだラティーナは見事にウィトス達を召喚したのだ。

　声を潤うるませたラティーナを安心させるように抱き、ウィトスは庭園の中央に立つ古いにしえの王に向き合った。

　リュダは微び動どうだにしていない。眉ひとつ動かすことなく、炎の中から現れた面々を一人一人眺ながめていく。

「──生きていたんだね」

　最後に視線を留とめられ、アレクはゆっくりとエリオを背に庇うように前へ出た。

「当たり前だ」

「モニカが死んだら死ぬと思ったのに」

「私はモニカの死体を見ていない」

「でも死んだよ？」

「お前が決めることじゃない。私が自分の目で確かめてから決める」

　他ひ人とからいくら言われたところで信じたりしない。

（モニカを見るまで、あきらめたりなどしない──！）

　アレクの手から輝く光が溢あふれ、確かな形へと凝縮されていく。

　美しい一本の剣へと顕けん現げんされた光を構え、アレクは猛もう然ぜんと地を蹴けった。

「私はこの世で一番未み練れんがましい男だからな!!」

「──！」

　大きく目を見開いたリュダだったが、すぐに我に返り軽やかに後こう退たいしていく。

　リュダの気が逸それ、アレクは振り返らずに叫んだ。

「エリオ、ラティーナ姫ひめ、早く城を出ろ！」

「はい！」

　この先は何が起こるか分からない。

　アーノルドに守られた二人が階段を駆け下り、一角獣へと姿を変えたエルとレームに追い込まれたリュダは、二頭を睨にらみつけながら大きく距きよ離りを空け庭園の中央から離れる。

「魔導師長！」

　アレクの指示を受けたウィトスは自らの手を首飾りの端はしで切り付け、庭園の石いし畳だたみへとかざした。

　中央にはなんの目印もないが、庭園に縦横無尽に引かれた細い水路。これが何を表すのか、ウィトスにはすぐに分かった。

　ウィトスの指先から赤い血が滴したたり落ちる。

　たった一滴────。

　一角獣と女王の末まつ裔えいの血が石畳に触ふれたそのとき、冴さえ渡る青と白の光が交錯した。真夜中の城を照らす光は水路の隅すみ々ずみまで走り抜け、複雑な紋もん様ようを描えがいていく。

　庭園の中心を起き点てんに放ほう射しや状じように走った光は、ペンテレイアの町に張り巡らせた封印と全く同じもの。

　七百年前。リュダを封印した森の王が作った、混こん血けつだけが開ける扉とびら──。




　青と白の光の波動が収まったとき、空中庭園の中央には人一人が入れるほどの小さな穴が口を開けていた。




　かすかな光のこぼれるそれは、長い長い、儀ぎ式しきの間へと続く螺ら旋せん階段の始まりだった。

「マーシュ！　レームとリーも行け！」

　レームとリーが穴に飛び込み、慌あわてて後を追ったマーシュの悲鳴が聞こえた。

「ぎゃー、なんですかこれ階段じゃないですか！　魔道でシュンって地下まで行けるんじゃないんですか!?」

「マーシュ、早く！」

　リーに引っ張られ、マーシュは穴に片足を突っ込んだまま敬けい礼れいした。

「殿下、ぱぱっと決着つけちゃってくださいね！」

　大おお騒さわぎしながらレーム、リー、マーシュが階段を駆け下りていき、空中庭園にはリュダと三人の男だけが残った。

　一転して静寂が戻った庭園でアレク、エル、ウィトスを見つめ、リュダは薄く唇くちびるを開く。

「まさか……」

　アレクが剣として顕現させた黄おう金ごんの光は、ペンテレイアの守もり人びとが授けてくれた力だ。

　それが何を示すのかを、リュダは知った。

「君が僕の体を手に入れたのか────！」

「！」

　ゾワッと全身の毛が逆立つような怒りを向けられ、アレクはほんの一瞬怯ひるむ。

（なんだ!?）

　自分に対たい抗こうできる力だから怒りを見せた……？　とっさにそう考えたが、何かが違う。もっと激はげしい、アレクを射い殺ころすような瞳だった。

「──もういい」

　耳を澄ませなければ聞こえないような囁きだったにもかかわらず、アレクは心しん臓ぞうを拳こぶしで殴おう打だされたような気がした。どん、と体に衝撃が走り、脈みやくが早まっていく。

　聞く者が思わず背せ筋すじを反らせるような、冷ややかな声だった。

　リュダの顔から表情が消える。

「もういい。もう、ペンテレイアに行く必要はなくなった」

　脱だつ力りよくしたようにつぶやく様さまは隙すきだらけに見えるが、ウィトスも、エルも息を詰つめたまま動かない。

　静かに大気が揺ゆらぐ。

　リュダの声に全身が震ふるえた。警けい鐘しようのように打ち鳴らされる心しん音おんを感じ、アレクは戦いの場において一度も感じたことのない予感に襲おそわれた。

　誰が相手でも弱気になったことはない。恐きよう怖ふを感じたこともない。勝てないと思ったこともない。

　だがリュダと対たい峙じしたアレクは、生まれて初めて確かつ固こたる自信が揺らぐのを感じた。

　サウルはかすかに顎あごを上げ、凍こおりついたまま動かないアレクを見下ろす。

「君が僕の生きる理由を手に入れてしまった。だから、君を殺せば十分だ」

　リュダは足を踏みかえた。

　それだけで庭園に開いた儀式の間への入り口が搔かき消える。

「……モニカっ！」

「僕がどうしてわざわざ天蓋宮に残り続けたか知ってる？」

　思わず走り寄ろうとしたアレクに、リュダは淡たん々たんと告つげた。

　形なり振ふりかまわずなら、カゼルラに乗り込んでエリオを乗っ取ればよかった。

　だが、リュダはそうしなかった。

「正円ってね、強い結界の紋もん章しようなんだよ。閉じ込めることもできるし、その中でなら全力を解き放つことだってできる」

　あれほど満月の輝いていた天空がにわかに暗く曇くもり、闇やみに覆おおわれていく。リュダから目を離すのは危険だと頭で分かっていても、アレクは空を見上げずにいられなかった。

「影かげが──…………!!」

　ウィトスが愕がく然ぜんと目を見開く。

　満月が雲に遮られたのではない。おびただしいほどの影が、厚い黒雲のように天蓋宮を覆っていたのだ。

「君達の誰にも幻視は効きかない。精神が壊こわせないなら肉体を壊すだけだ」

　立ち込める黒い雲を引き裂さいて亀裂が走り、寄り集まった黒い影が狼おおかみのような獣けものの姿へと変わる。一頭、二頭──。ゆらめく陽炎かげろうのような二つの黒い獣が、天からサウルの側へと降り立ち従したがっていく。

　離れていては危ない──、そう判断したエルとウィトスが一いつ斉せいに動いた瞬間、耳をつんざく轟音と共に真白い閃せん光こうが降り注そそいだ。

　稲いな妻ずまのように目を射る光と唸うなりを上げて噴ふき上がる炎の柱。矢となって降り注ぐ水の刃やいばをかいくぐり、影の獣が互いに背中を合わせた三人に襲い掛かる。




「あとの世界がどうなろうと僕は知らない。──僕は、僕の望みを叶える」




　炎を操あやつり水を変化させ、人ならざる獣を従えた不ふ可か思し議ぎな力を持つ王────。

　条じよう理りを覆くつがえし、理の輪から外れた古こ代だいペンテレイア王の声が響いた。
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　かすかに足元が揺ゆれている。

　空中庭園の階下でアレクの騎き士し団だんやヴァルダン兵と共に待たい機きしていたライは、聞こえた足音に大きく顔を上げた。同じく無言のままに控えていたロベルトが、階段を駆け下りてくる人々を迎え走り寄る。

「エリオ様!!」

　空中庭園から下りてくるのは、アーノルドに守られたエリオとラティーナだ。

「ライ様、ロベルト!!」

「お兄様！」

　エリオとラティーナが何かを言うより早く、ライはアーノルドの背を押した。

「行け！　城下の聖せい堂どうまで逃げろ！」

　エリオ達が空中庭園から離り脱だつしたということは、戦いが始まったのだろう。

　うなずいたエリオとラティーナが数人の騎士に守られ走り去り、アーノルドがライとロベルトに深く一礼し素す早ばやく後を追う。

　まるで残るかのようなライの言葉に、ロベルトは眦まなじりを上げて一いつ喝かつした。

「ライ様、あなたもです！　ここまでのお約束のはずです！」

「よし、ロベルト！　お前の近この衛え騎士団には西棟と南棟の避ひ難なんを頼たのむ！　俺は東と大だい神しん殿でんだ！」

「ライ様!!」

　吠ほえたロベルトに、ジェラルドを引きつれ駆け出そうとしたライは足を止める。

　振り返ったライがあまりに真剣な顔をしていたので、ロベルトは思わず口をつぐんだ。

「──ロベルト。俺はカゼルラを巻き込んだことに対して、できる限りの責任を取りたいんだ。天蓋宮の、ヴァルダンの民の安全をお前だけに任まかせるようなことはしたくない。西と南の避難が完了し次第、お前も聖堂へ向かってくれ。俺もすぐに城を出る」

「ライ様！」

　しかし始まりかけた口こう論ろんはジェラルドに制された。

「ロベルト殿どの、時間がありません、早く！」

　ライの私兵はすでに、東と北の大神殿へと散って行こうとしている。

　騎士団への指示に迷うロベルトに、ジェラルドは真ま顔がおで力説した。

「ライ様に何かあればライ様が悪いのです！　ヘレナ妃殿下や大神官様はそのことをよくご存ぞん知じですし、私が責任を持ってこの奔ほん放ぽう王子を城から出しますから、あなたは避難に向かってください！」

　この場で言い争う時間がもったいない。

　言われた内容は過か激げきだったが、ロベルトはジェラルドが命に代えてもライを守ることを知っている。しばし逡しゆん巡じゆんしたが、やがて苦にがり切った顔を上げた。

「では避難が終われば必ず城を出てください！　必ずです!!」

「了りよう解かい！」

　ライの軽い返事を合あい図ずに、ロベルトの指示に従い近衛騎士団が飛ぶように動きだす。

　最後まで怒おこっていたロベルトを見送り、ライは小こ柄がらな護ご衛えい官かんに笑った。

「悪いな。付き合わせて」

「本当に最後まで残る気なんですね」

　北の大神殿ほど広く複雑な構こう造ぞうの棟とうはない。それを承しよう知ちでライはロベルトに西と南を任せたのだ。

「さすがに最後までじゃないぞ？　避難が終われば絶対に城を出る」

　ジェラルドはうんざりした顔で「当たり前です！」と叱しかりつけた。
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　燭しよく台だいに置かれた紅玉の炎が揺れる。

　静かな地下迷めい宮きゆうの一か所で、モニカはふと身を起こした。

（風が……）

　モニカとユナレスはそれぞれ、儀式の間からほど近い迷宮の行き止まりを利用して寝起きしている。その閉ざされた、普段なら炎が揺れるほど風も起こらない部屋で空気が動いたのだ。

　いつもならもう寝ているような時間だが、やけに目が冴えて眠れない。

　なぜだか、今夜は妙みように胸むな騒さわぎがする。

（どうしよう……）

　儀式の間にアンドリューがいるだろうか。少し光にあたりに行ってみようかと考えていると、誰かが迷宮を歩いてくる音がした。

「モニカ。起きているか？」

　誰かといっても迷宮で歩く人物はユナレスしかいない。

　返事をして通路まで出れば、案あんの定じようアンドリューを足元に置いたユナレスが立っていた。

「起きていたか、モニカ。風が……流れていないか？」

「！　私も思いました……！」

　もしやリュダに閉ざされた迷宮の扉が開いたのでは──。

　二人が同じことを考えたその時、予想したのと全く別の方向から、かすかに人の声らしきものが聞こえた。

　誰かが、誰かを呼んでいる。

　ユナレスとモニカは同時に硬こう直ちよくし、耳を澄ませた。

　聞き取りづらかったその声は徐じよ々じよに近づき、やがてはっきりと名を呼ぶ声に変わる。

「モニカ様────！」

　声だけではない。確かに数人の足音が、迷宮の奥ではなく儀式の間から響ひびいている。

（この声…………っ！）

「マーシュ!!」

　モニカは迷宮内に反はん響きようするような声で叫び、走り出した。

　間違いない、空そら耳みみなどではない。

　モニカは何度もつまずきそうになりながら、慣れた地下迷宮を抜け、明るい光に溢れた儀式の間を目指した。

　足よりも速く心が先へ行こうとする。

　燦さん々さんと降り注ぐ白い光に飛び込むように儀式の間へと入れば、ちょうどはるか頂上まで続く螺旋階段を駆け下りてきた人物とかち合った。

　銀色の髪を揺らし、愛くるしい少年がまっしぐらにモニカへ向かってくる。

「モニカ────っ!!」

「レーム!!」

　名を呼んで両腕を広げれば、息を切らしたレームが泣きながら飛びついてきた。

「モニカモニカ!!　モニカ────!!」

「レーム──！　来てくれたんだね！」

　小さく温かな体が、たとえようもなく懐なつかしい。目の奥が熱くなり、モニカは懸けん命めいにしがみついてくるレームをきつく抱きしめた。

「感動の再会してる場合？　早く戻らないとアレクが負けちゃうよ？」

　高く澄んだ声に、モニカは驚きよう愕がくして顔を上げた。

　長い銀ぎん髪ぱつをなびかせ駆け寄ってきたのは、幼おさないながらも透とう明めい感かんのある美貌の少女だ。

「リー!?」

「久しぶり、モニカ。パパはアレクと一緒に上で戦ってる」

「エル様もいるの!?」

　モニカに祝福を与えてくれた先代森の王、エルまでもが遠いヴァルダンに来てくれている。

「モ、モニカ、様……っ！」

　息も絶たえ絶だえな声が聞こえ、見ればマーシュが足を震わせながらこちらへ向かってくる。細いせせらぎを飛ぶ力もないのか、水に浸つかりながら渡りきると、すぐに倒れ込んだ。

「ああっ、モニカ様……！　本当に生きていたんですね！　嬉しいです、モニカ様……！」

「しっかりして、マーシュ！　どっか怪け我がを……!?」

「階段駆け下りすぎて足がガクガク……！」

「心配して損した!!」

　マーシュは肩かたで息をしながら白い床ゆかに座り込み、頂上を指差した。

「あそこが、入り口、なんです。空中庭園の、真ん中で……殿下はリュダと戦ってます……！」

　太陽のように眩まぶしい小さな頂上を振り仰ぎ、モニカは息を吞のんだ。

「アレクが──！」

　あの階段の上に、アレクがいる──！

　大きく鼓こ動どうが脈打つ。血のように熱い波が体内を駆け巡り、モニカは震える声でつぶやいた。

「……来てくれたんだ……！」

　アレクが、来てくれた──！

　力が漲みなぎっていく。不安や怖おそれ、哀しみ──。意識しないように努つとめていた負の感情が、温かく白い光の中に溶とけていく気がした。

（アレク……！）

　体の隅々までもが生まれ変わったようになり、モニカはがっくりと手をつくマーシュを元気いっぱいで引っ張った。

「よしっ、行くよ！　マーシュ！」

「のおおぉぉ、ちょっと、休きゆう憩けいを……!!」

　マーシュが立ち上がれないため、モニカは呆ぼう然ぜんと佇たたずむユナレスに頂上を指し示した。

「ユナレス様、扉が開いたんです！　さあ、ここから出ましょう！」

　状況がよく吞み込めず、ユナレスは放心したように上を見上げる。

「扉が……？」

「はい！　行きましょう！」

　モニカの声を合図に、二人の子供達は一角獣へと姿を変える。先を競うようにして階段を上り出した。

　後にモニカが続き、後ろ姿を見送ったユナレスはふと背後を振り返った。

　ユナレスの後には、ちゃんとついて来ていたアンドリューがいる。

　つぶらな黒い瞳を見つめ、ユナレスは囁いた。

「……お前も行くか？」

　アンドリューは無言でじっとユナレスを見上げる。

　やがて、ぺたぺたと駆け寄ってきた。
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　膜まくのように全身を覆っていた蒼そう炎えんが消え失せ、アレクはとっさに剣に変えていた力を解かい除じよした。

「魔導師長!!」

　水の力でアレクの援えん護ごをしてくれていたウィトスが、リュダの炎を浴あびて転がる。

　吹き飛んだウィトスを追うことができず、アレクは攻こう撃げきを断じ黄金の光で黒い獣の牙きばを躱かわした。

　その隙に亀裂の走った空中庭園の床を蹴って、一角獣となったエルがウィトスの元へ走った。ウィトスに死なれるわけにはいかない。儀式の間を開けるウィトスが死ねば最後、リュダはこの庭園を完全に破は壊かいし封じるだろう。

　だが待ち構えたように黒い影が走るのを見て、アレクは叫んだ。

「エル様!!」

　白い獣が闇に食いつかれ咆ほう哮こうを上げる。激しい格かく闘とうの末にエルは影の獣から距離を置くが、息を切らして倒れ込んだ。

　リュダを祓はらえるのは、対抗できる力を持ったアレクだけ──。

　アレクを攻撃に専せん念ねんさせなければただの消しよう耗もう戦せんだ。共通の認識を持って、エルとウィトスはリュダが操る影と魔道からアレクを守っていた。

　それを理解して戦っていたアレクだが、未いまだにリュダを庭園中央から一歩も動かせずにいる。

（ここまで違うのか……！）

　桁けた違ちがいだった。

　リュダの操る技は魔道なんてものではない。自然と一体化し、さらにそれを捻ねじ曲げるような圧あつ倒とう的てきな力だ。

　力量そのものが違う。生きてきた時間や経験が違いすぎる。戦いの主しゆ導どう権けんを握るどころか、近づくこともできないのだ。

（こんな……！）
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　打つ手をなくし戦せん慄りつしたアレクを、二頭の獣が執しつ拗ように追う。

　エルとウィトスの援護を失い、防戦一方になったアレクはただ逃にげ、襲い掛かってくるものを相手に剣を振るい続けるしかない。

「──!!」

　だが獣達と切り結んだ瞬間、目の前が深しん紅くに染まった。

　灼しやく熱ねつの炎が衝撃波のようにアレクの全身を吞み込み、呼吸が止まる。体内から焼け爛ただれていくような、幻視だと自身に言い聞かせることもできないような紅蓮の劫ごう火かだった。

　炎に意識を奪うばわれ真っ白になった視界に、紅あかい鮮せん血けつが飛び散る。

　黒い獣の牙と爪つめに肉を抉えぐられ、アレクは声のない声で絶ぜつ叫きようした。

　それは肉体の痛みからではない。

　アレクの悲鳴は、生まれて初めての、強者に対する恐怖からだった。

　勢いきおいよく外壁に叩たたきつけられ骨がきしむ。

「うっ、く……っ！」

　目に入る血を拭ぬぐうこともできず、意識が闇に沈んでいく。切り裂かれた箇所から流れる血と共に、気力がそがれていくようだ。

　朦もう朧ろうとした意識の中でエルとウィトスを視界に捉とらえたが、二人はぴくりとも動かなかった。

　活かつ路ろが見出せない。

　どう応戦すればいいのか、まるで分からない。

　アレクだけでは身を守ることすら満足にできないのに、どう攻撃に転じ、リュダに立ち向かえというのか────。

　こちらを見つめるリュダの視線を感じ、アレクは震える手でもう一度光を出そうと力を込めた。

「──っ！」

（光が……!!）

　アレクの手の平には剣どころか、光の波動さえ現れなかったのだ。

「──戦いは意志の力」

　戦意の喪そう失しつを見える形で示してしまったアレクに、リュダは冷ややかな声で告げた。

「君は──〝戦う〟という意志の力が、自分の中から起こるものだと勘かん違ちがいしている」

　リュダは一歩も動かない。それなのに、アレクは気け圧おされ、わずかに後あと退ずさる。

「強敵に向かう力は君の中から湧わき上がるものじゃない。ましてや自分で制せい御ぎよできるものでもない」

　リュダは、神こう々ごうしいほど美しい瞳で凍りつくアレクを見据えた。

「──それは他者から与えられるものだ」

　時じ勢せいが、場所が、多くの味方が戦う者に勇気を与える。勇気は意志を支え、勝利を摑む力に換かえる。

　戦う力が自分だけのものだと思うようでは、リュダに勝てない。

　なぜなら、リュダはすでに理解しているからだ。

　そして、それを理解した者だけが、最後の一人になっても戦いの意志をなくさず敵に向かうことができる。

　指一本動かすこともできなくなったアレクの前で、リュダの手が、ゆっくりと天上へ掲かかげられる。

「さようなら、────アレクシス殿下」

　空に届くような灼熱の劫火と水の壁が退たい路ろを阻はばむ。二頭の獣が黒炎をまといアレクに向かって身構え、リュダの手が白い軌き跡せきを描いて振り下ろされようとしたとき──。




「アレク────────ッ!!」




　死を予感して目を閉じたアレクの耳を、懐かしい声が打った。
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　空中庭園中の水路を、青と白の光が奔ほん流りゆうとなって走る。

「……なっ！」

　足元から溢あふれだす光に、今まさにアレクに止とどめを刺さそうとしていたリュダが思わず飛び退すさった。

　庭園の中央を起き点てんに、放ほう射しや状じように広がる眩まばゆい二色の光──。

「まさか────!!」

　愕がく然ぜんと見つめるリュダの前で、確かに閉じたはずの儀ぎ式しきの間への扉とびらが開いていく。

　神しん官かんと魔ま導どう師し──。一いつ角かく獣じゆうの血を引く、だが一角獣ではない存在にしか開けない扉が──！

　地下から勢いきおいよく飛び出してきた二頭の小さな一角獣が、左右からリュダに襲おそい掛かる。とっさに避よけると、駆く使しする力が途と切ぎれ炎ほのおと水の幻げん影えいが消えた。

　螺ら旋せん階段から空中庭園へと出たモニカは、倒たおれたウィトス、エル、そして待ち望んだ人の姿を捉とらえた。

「アレク────────ッ!!」

　迫せまりくる二頭の影かげの獣けものに、モニカは敢かん然ぜんと立ち向かった。

（消えろ────！）

　モニカは目を閉じなかった。どれだけ異い形ぎようの怪かい物ぶつであっても、強大に見えても恐きよう怖ふはない。

　両りよう腕うでを広げ、壁となったモニカに向けて影の獣が突とつ進しんする。

　華きや奢しやな体を突き破やぶるかと思われた獣は、だが、モニカに接せつ触しよくした瞬しゆん間かんに霧む散さんする闇やみとなって消えた。

　リュダが張り裂さけそうなほど目を見開く。

「なに──……っ！」

「殿下────っ!!」

　盛せい大だいな声を上げて階段から身を乗り出したマーシュは、皆の注目の中、目を丸くして叫さけんだ。

「まだ戦ってたんですか!?　とっくに勝ってたと思ったのに遅い！」

　モニカ、レーム、リー、マーシュ、次々と封ふう印いんの中から現れる者に、リュダはわけが分からず立ち尽つくす。

「なぜ──……!?」

　封印の中に閉じ込めたのは一角獣と人間だけのはずだ。祝福を受けたモニカであっても開けるものではない。

　なぜ出ることができるのかと驚おどろくリュダに、マーシュはニッと笑った。

「レーム君は一角獣じゃありませんよ！　混こん血けつです！」

「──！」

　まさか、とリュダの全身が震ふるえる。

　正直なところ、マーシュにもレームが混血とされるのかどうかは分からなかった。人間と交まじわって生まれた魔導師に比べ、レームはあまりに自然に近すぎる。

　だが封印は反応した。

　封印はレームを純血ではないと認めたのだ──！

「──モニカ…………っ!!」

　アレクの声がする。影を消し去り、振り返ったモニカは座り込んだアレクの側そばに膝ひざをついた。

　まだ半はん信しん半はん疑ぎのように自分を見つめる、血にまみれた顔。

　腫はれたその顔にそっと手を添え、名前を呼んだ。

「アレク……!!」

　叫んだ声が震える。

　心配かけてごめん、遅くなってごめん、怪け我がなんてさせて、戦わせて、辛つらい思いさせて、哀かなしい思いさせて────！

「ごめんなさい……!!」

「いいえ……！」

　呆ぼう然ぜんと涙を流すモニカを見つめていたアレクは、かすれた声で囁ささやき、首を振ふった。

　夢から覚めたように、アレクの表情に生気が戻っていく。

「いいえ！」

　声に力がこもり、遮さえぎるように答えたアレクは力強く微笑ほほえんだ。

「みっともないところを見せてしまいました……！」

　差し出した手をパシッと音がしそうなほど強く取られ、モニカはアレクを助け起こす。

　離れていたのは、きっとそれほど長い期間ではない。だが、懐なつかしい大きな手だった。

（アレク……！）

　帰ってきた。

　帰るべき場所、待っててくれる人がいる場所──……！

（アレクのところに帰ってきたんだ……!!）

　抱き合うように寄り添そい立てば血の匂においがする。背に回した手にじっとりとした湿しめり気と、高い熱を感じる。

　それでも、モニカはアレクがリュダに向き直るのを止めなかった。

　アレクはもう前を向いている。その目は力に溢れ、揺ゆらぐことがない。

　モニカはゆっくりと息を吸すい込み、瞠どう目もくしたまま立ち尽くすリュダを見み据すえた。

「──私、間ま違ちがっていたね」

　自然から逸いつ脱だつした炎も水も、影も──。リュダが動きを止めると同時に、空中庭園に存在していた全ての不ふ可か思し議ぎなものが消え去った。

「私を堀に追い落とした、あの影もあなたの力の一つ。エル様の祝福を受けた私なら、前を向いて立ち向かうだけでよかったんだ」

　なぜ怖おそれてしまったのか。あの紅あかい光の灯ともる通路で気づいていれば、また違う戦い方もあっただろうに。

「恐怖に負けて背中を見せたから、こんなにアレクを苦しめることになったんだ……！」

　マーシュがウィトスを助け起こし、エルがその前を守る。寄り添って立つアレクとモニカの両りよう脇わきにレームとリーが唸うなりを上げて控ひかえ、リュダを睨にらみつける。

　二頭の黒い獣はもういない。

　新たに現れたところで、モニカは何度でもその前に立ちはだかるだろう。

　リュダは喘あえぐように唇を開き、だが、何も言えずによろめいた。

　戦力となるアレク、ウィトス、エルは満まん身しん創そう痍いだ。リーやレーム、マーシュなどリュダにとっては雑ざ魚こに等しい。

　それなのに、先ほどとはまるで違う。

　リュダが優ゆう勢せいであることに変わりはないのに、空気が変わった。

　ただモニカが現れた──。それだけで、全員の心が、意志が変化したのだ。

　リュダはぐるりと視線を巡めぐらせ、自分を取り囲む面々を見つめる。

「なんで……」

　その表情に先ほどまでの神こう々ごうしさはもうない。

　代わりに浮かぶのは、途と方ほうにくれた子供のような深い困こん惑わくの色だった。

「……そんなに駄だ目めなことなのかな？」

　頼たよりない、惑まどうような声が問いかける。

「ずっと、棺ひつぎの中で考えていた。次に生まれたら、僕は必ず死のう。でもただ死ぬんじゃない。ペンテレイアへ帰って、僕の最初の体を手に入れて死ぬんだ」

「──！」

　アレクが静かに目を見開く。

「体に戻れたら、きっと僕は自分を取り戻せる。〝王様〟じゃなくて……〝僕〟という個として死ねるんだ」

　全ではなく、個。それは普ふ遍へん的てきな存在ではなく、特別な存在として認にん識しきされるということだ。

「永ながい、永い年月僕は〝王様〟だった。皆が僕を大事にして、僕に縋すがる。僕は消えてはいけない存在で、絶対に生きなくちゃいけなくて、誰にも代わりはできない。皆に求められていると知っていたから、僕は生きた」

　何年も、何百年も。

　シレナの娘むすめと一角獣の間に生まれ、やがて森の王の肉体を持った男だん児じ。自然の理ことわりを捻ねじ曲げて存在したリュダは純じゆん粋すいな森の王の力を凌りよう駕がし、ペンテレイアの民を守り続けた。

「だけどそれは違った。皆、求めてはいなかったんだ。あのとき、シレナの魔導師と森の王が僕を封じたとき、僕は初めてそれに気がついた。──王様なんかじゃない。僕は、物と同じだったんだ」

　形と力だけあれば、中身など誰も干かん渉しようしない。〝王様〟という物体であれば、リュダでなくてもよかった。人格など無い方が望ましい。

　そして、リュダは力を持ちすぎたために疎うとまれる〝物〟だった。

「守っていると思っていたのに、実は守られたくなんてなかったんだ。だから僕は人間になる。最初の体だけは誰にも何も言われない、僕のものだ。元の姿に還かえれば、きっと……」

　リュダは西の空を見据え、泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。

「……僕ですら忘れてしまった、本当の名前だって分かる……！」

（──リュダ！）

　モニカは息をすることも忘れ、リュダを見つめた。

　突かれたように胸が痛み、思わず腕を伸ばす。

　それは、孤こ独どくという言葉で言い表せるものではなかった。

　人である自分をなくし、王であることを理由にして生きてきたリュダ。物となった長い年月、彼は強者としての自分に価値を見み出いだし生きてきたのだ。

　民に尽くし、彼らを守るために自分がいる──。

　その一心で不死者として生きてきたリュダを、民は必要としなくなった。

　祀まつり上げ、恩おん恵けいを受け、やがて禁きん忌きのように距きよ離りを置き、力に恐怖し────。

　千年の時をかけて人であったリュダを見失わせ、最後には物としての価値も打ち砕くだいたのだ。

（誰が責せめられるだろう──！）

　目の前が歪み、モニカは眩暈めまいがした。

　一人の人間としての存在を取り戻したいというリュダの望みを───！

　だが。

「あなたのことを、哀あわれだとは思う」

　モニカの背を支え、アレクは真まっ直すぐにリュダに目を向けた。

「アレク！」

　止めようとするモニカを遮り、一歩踏ふみ出す。

「だがサウル殿下とエリオを喪うしなうなら、私はあなたを倒すことを優先する」

　モニカは言葉が継つげなくなり、唇くちびるを嚙かんだ。

　アレクは見失わない。何が一番大事で、誰を助けるべきなのか──！

「私は、あなたに勝たなければならない」

　アレクの手の平に黄おう金ごんの光が結けつ集しゆうする。先ほどよりも強く溢れ出した光を構かまえ、アレクはリュダを見据えた。

　大切な人を守るために。誰かの大切な人を取り戻すために。

「返してもらうぞ!!」

　理の輪から外れた者に乗っ取られた人を────。

　全身を光に染そめ、アレクはサウルであった肉体に向けて雷らい光こうのように突進した。







　戦う意志は他者から与えられるもの──。

（──ああ、本当にそのとおりだ！）

　リュダが出す炎と影を真まっ向こうから受け、アレクは痛つう感かんした。

　自分の心が強ければ負けないと思っていたなんて、おこがましすぎて涙が出る。

（モニカが目の前にいないと力も出ないくせに──！）

　アレクが放った光はもはや剣の姿をしていなかった。それは純粋な力そのもの。黄金の光は幾いく千せんもの光の槍やりとなって降り注そそぎ、リュダを撃うち抜ぬいた。




　──────刹せつ那な。




　正せい円えんの光が空を照らした。

　天てん蓋がい宮きゆうを囲む黒い水が光となって、逆さに流れる滝のように空へと噴ふき上がったのだ。巨大な円柱となった光は真昼の陽よう光こうよりも輝かがやき、辺りの山々を照らし出す。

　それは、大陸中を白く染めるほどの光だった。

　耳をつんざくような轟ごう音おんがして、足元が激はげしく振しん動どうする。立っていられないほどの揺ゆれに倒れながら、モニカは思わず絶ぜつ叫きようしていた。

「────リュダっ!!」

　呼んで何をするかなんて考えていない。ただ、あまりに呆あつ気けなくアレクの力を受け止めた彼が哀れだったのだ。

　嵐あらしのような風が吹ふき荒あれ、空中庭園の木々がなぎ倒される。どこからか岩の崩くずれるような音が響き、アレクがとっさにモニカとレームを庇かばい抱き込む。それは天蓋宮そのものが崩ほう落らくするのではないかと思えるほどの激げき震しんだった。

　アレクに抱かれ地に伏ふしていたモニカは、揺れの収まりに目を開き空を仰あおいだ。

　ああ──！　と吐と息いきがもれた。

（夜が明ける────！）

　先ほどまでの目を射るような光はもうない。

　真白い光が消えたそこは、水色と黄金が混ざり合った夜明け。山の稜りよう線せんから夜空の帳とばりを開き、金色の光をまとった太陽が姿を現そうとしている。

　その西の空に、モニカは光を失わない満月を見た。

（リュダ──！）

　白い月からこぼれ落ちるように、黒い影をまとった小さな光が空を降ってくる。

　影の重さに耐たえかねたように、ゆっくりと。

　昇ることができなくて落ちてくる魂たましいに向けて、モニカはよろめきながら立ち上がった。

「リュダ……！」

　静かに明めい滅めつする光は頼りなく、少しずつ弱っていく。

　気の遠くなるような年月を孤こ独どくに過ごしたリュダが、無むに還ろうとしている。

　モニカはただ、それを見つめていた。

　このまま彼が消しよう滅めつするのを見届けるだけなのか──。

　何もしてあげられない無力感に打ちのめされ、我われ知らず涙が頰ほおを伝いうつむいたときだった。




「──来い!!」




　命じるような声がして、誰かが後ろからモニカの腰こしを抱き寄せる。

　広い胸にぶつかるように抱きすくめられ、驚いたモニカが振り返ろうとしたとき背はい後ごから力強い腕が伸びた。

「私の中に来い！」

「アレク……!?」

　アレクの手の平は、真っ直ぐにリュダの光に向かっている。

「殿でん下か、それは駄目です！」

　驚きよう愕がくしたのはモニカだけではない。

　飛び起きたマーシュが叫ぶが、アレクはそちらを見ようともせずに答えた。

「ペンテレイアの守もり人びとに聞いた。サウル殿下と切り離した今、リュダに私を乗っ取る力はない」

「そういうことじゃありません！」

　マーシュは血けつ相そうを変えてアレクの前に立ちはだかった。

「モニカ様はエル様の祝福を受けているんですよ!?」

　アレクを乗っ取ることはできなくても、新しく生み出されることはあるかもしれない。

　万が一にも男児が生まれれば────！

「だからだ!!」

　息を詰つめたマーシュやモニカに、アレクは叩たたきつけるように答えた。

「モニカの中に入っても新しく生まれることはできない！　だから私の中に入れる！」

「そんな──！」

　驚愕したマーシュにはかまわず、薄うす紫むらさきの瞳ひとみが腕の中のモニカを捉える。

「あなたはそうしたくてリュダの名を呼んだ！　違いますか!?」

　モニカは身じろぎもせず、一心にアレクを見上げた。

　瞬まばたきすら忘れ見つめ合えば、アレクの唇がゆっくりと開く。

「あなたが産んでくれるんでしょう？」

「アレク……！」

　心しん臓ぞうが、狂くるったように音を立てる。モニカの無言の問いかけに、アレクはぐっと眉まゆ根ねを寄せた。

「──私の子を産むならあなたしかいない！　あなたが母となって育ててくれるのに、何を怖れることがありますか!?」

「────！」

「私の中で眠るなら一緒に天てん上じようへ連れて行く、男児が生まれたなら愛する」

　言葉の出ないモニカを抱きしめ、アレクは再び光を見上げた。

　もう一度名前を与え、リュダが永い年月の間になくしたものを取り戻させる──！

「だから、来い！」
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　差し出された大きな手の平に、光は静かに落ちる。金色の光は影もろとも、淡あわ雪ゆきのように音もなく溶とけて消えた。

　アレクはゆっくりとその手の平を握にぎり締しめた。




「────最後の生だ！」




　男児であろうと、女じよ児じであろうと、自分の中で眠ることになろうとも。

　行きつく先は無ではない。救いのない暗くら闇やみではない。

　還る先はきっと光に溢れた、穏おだやかな天上の世界だ。




「殿下──……！」

　マーシュは光の消えたアレクの手を見つめ、慄りつ然ぜんとした。

「そりゃ人格は殿下が勝つでしょうよ！　でも、もしも生まれた男児にリュダが現れたら……！」

「その可能性は低いかもしれないよ」

　遮ったのは、よろめきながらも立ち上がったエルだった。

「パパ！」

　飛びついてきたリーを嬉うれしそうに受け止め、アレクの元まで来る。

「僕には、リュダにそこまでの力が残っていると思えないよ。きっと、もう記き憶おくも力もない」

「ですが、エル様……！」

　納なつ得とくできずにマーシュは食い下がるが、別の声がそれを止めた。

「マーシュ君、エル様の言うとおりだよ。男児が生まれてもリュダの魂を引き継いでいるのかどうかも分からない。……うぅ、血が流れ出ている……！」

　腹を押さえて身を起こすウィトスに、レームが駆かけ寄る。

「先生、いたい？　いたい？」

「おおお、レーム君……！　なんて優しい」

「血、ビンにとる？」

「おおぉ…………」

　自分が怪我をしたときのことを覚えているらしい。ウィトスががっくりとうなだれたとき、階下から声が聞こえた。

「アレク!!」

　呼ばれ、振り返ったアレクとモニカは目を剝むいた。

「ライ！」

「ライ様!?」

　階段を駆け上がってきたのは、とっくに天蓋宮を出たと思っていたライだった。

　ライは緊きん張ちようした様子で空中庭園を見渡したが、全員の無事を確認すると深い安あん堵どの色を浮かべた。いつもの調子を取り戻したように、アレクに向けてニッと笑う。

「エリオだけはちゃんと逃がしたぞ。お前亡なきあとカゼルラを継ぐ大事な王子だからな」

「馬ば鹿か！　それはお前の方だ！　どうして天蓋宮に残った!?」

　アレクは思わず怒ど鳴なり返していた。ライはヴァルダン王国において誰よりも大事な人物なのだ。なぜヘレナ妃やカルロ大神官がライの居残りを許したのか、全く理解できない。

「まあ、そう怒おこるなよ。一人じゃないぞ？　ちゃんとジェラルドも下で待たい機きしてるから許せ。それよりも早く魔導師長殿どのとエル殿の手当てを」

　アレクの怒いかりを受け流しつつ、ライは血の気のないウィトスを助け起こす。

　動くのも辛そうなウィトスを前にしては、アレクもそれ以上ライにかまっていられない。素す早ばやくマーシュに命じた。

「マーシュ、エル様と魔導師長を下の部屋へ。ロベルトが城下にいるはずだから連絡を取ってくれ」

「……」

　まだ納得のいっていないマーシュは一瞬沈ちん黙もくしたが、アレクと言い合うよりウィトスやエルと話した方がいいと判断したらしい。やがて頭こうべを垂たれた。

「了りよう解かいです。レーム君も行こう」

　呼ばれ、レームはモニカを見上げる。

「モニカ、すぐに来る？」

　不安げに揺れる紺こん碧ぺきの瞳にモニカは一瞬息を詰め、そして視線を合わせるために膝をついた。

「もちろん。もうどこにもいかないよ。ずっとレームと一緒にいるから」

　どれだけ哀しい、寂さびしい思いをさせただろう。

　懸けん命めいに闘ってくれた小さな体を抱きしめると、レームは応こたえるようにぎゅっとしがみついてきた。今にも泣きだしそうに口がへの字になっていたが、泣かなかったのは側でリーがじいっと見ていたからだろう。

「下でまってる」

　何とか涙を堪こらえて笑顔になったレームは、リーと仲良く手を繫つないで階段へ向かう。エルとマーシュに支えられ、よたよたと階段を下りるウィトスの後を追った。

　その姿を見送り、ライとアレクは倒れ伏した人物に目を向けた。

　空中庭園の端はし、外壁の側にはサウルが横たわっている。

　その傍かたわらには、大きなトカゲを足元に置いた一人の男が膝をついていた。

「──サウル殿下」

　ユナレスは、長く伸びた前髪と髭ひげの中で名を呼んだ。かすかにサウルが身じろぎ、うっすらと目を開ける。

　焦しよう点てんの合わない目で緑色の貫かん頭とう衣いの男を捉え、かすれた声をあげた。

「……ユナレス……？」

　声が、変わっている。

　モニカの知るサウルのものではない。もっと年を召めした、落ち着きのある壮そう年ねんの男の声だ。

　ライは二人に歩み寄り、静かにひざまずいた。

「サウル殿下。俺が……分かりますか？　カーライルです」

「──!?」

　真まっ先さきに反応したのはサウルではない。尻しり餅もちをついて仰ぎよう天てんしたのはユナレスの方だった。

「カーライル殿下!?　あなたがカーライル殿下なのか!?」

「え、あ、ああ。俺はカーライルですが」

「首の据すわっていない!!」

「首!?」

　ぎょっとしたライに、モニカはくすくすと笑った。

「ライ様、この方かたはサウル殿下の側そつ近きんで騎き士しだったユナレス様です。サウル殿下と一緒に地下へ入り、そのまま取り残されたんです。二十一年間地下で生き、儀式の間に流れ着いた私を助けてくれました」

　その説明に聞き入ったのはライだけではない。

「ユナレス…………！」

　生きていてくれたのか、というサウルの言葉は声にならなかった。

「サウル殿下……！」

　震える両手を伸ばし、二人の主しゆ従じゆうは互いの存在を確かめ合う。

　涙をこぼしたサウルは、もう若々しい青年ではなかった。赤茶色の髪はくすみ、子供っぽい奔ほん放ぽうさの消えた表情には苦く悩のうの陰かげりがある。確かに年よりも若くあるが、そこにいたのはリュダとまるで真逆の、気き真ま面じ目めそうな男性だった。

「ユナレス……、私は──……！」

　うなだれ、やがて激しく泣き出したサウルの肩にライは手を置いた。

「──父上。あなたは誰も殺あやめていないし、戦いくさを起こしてもいません」

　サウルの泣き崩れる様さまに、誰もが彼の二十一年の記憶が消えていないことを知った。

「父上が罪つみの意識を感じるようなことは、何もないんです」

　多くの妾めかけと子を成なし政治に混こん乱らんを招いたが、気力と責任で生き抜いたベルナルドが支えた。ユナレスもサウルを恨うらみなどしていない。

　サウルこそが被ひ害がい者しやだったからだ。

　二人の気持ちを感じたのか、サウルはひたすらに泣いた。

「ヘレナと父上に申し訳ないことを────」

　最さい期ごのときにも会うことができなかった父、ベルナルド王を思いサウルは地に伏せるほど身を折った。ライは優しく声を掛ける。

「お祖じ父い様さまには会えなかったけど、母上があなたを待っています。──帰りましょう」

　まだサウルを待ってくれる女性がいる。それもリュダの幻げん視しを乗り越えたほど、サウルを愛する女性が。

　ユナレスとライに手を引かれ、サウルはゆっくりと立ち上がる。

（よかった……）

　モニカは涙を拭ぬぐい、足元から視線を送っていたアンドリューを抱き上げた。アンドリューはいつものように、ぺたぺたとモニカの両肩に前まえ脚あしを置く。そして顎あごを乗せたとき──。

　ひょいと隣となりから腕が伸び、無む造ぞう作さにアンドリューが抱かかえ上げられた。

　両手でアンドリューを持ち上げたアレクは、何事もなかったかのように彼を地面に返す。

「アレク!?」

　地におろされたアンドリューは「あれ？」という顔をしてきょろきょろしている。アレクはそれを忌いま々いましげに睨みつけた。

「なんでしょうね、この男は……！　私のモニカに馴なれ馴なれしい！」

「アレク、男ってアンドリューはトカゲだから！」

「トカゲでもなんでも男は男です！　あなたに懐なつくなんてとんでもない！」

　雄おすかどうかも不明なのに、アレクは直感で感じ取ったらしい。

　ユナレスは笑いながらアンドリューを抱き上げた。

「あなたが噂うわさのアレクシス殿下か。たくさん話を聞きたいし話したいところだが、それもまた後にしよう。モニカはずっとあなたが来ると信じて待っていたのだから」

「ユナレス様！」

　焦あせったモニカが止めると、サウルを支えたライが微笑んだ。

「お前もぼろぼろだし話が済んだら下りてこいよ。下で待ってるからな！」

　ごゆっくりー、と手を振られ、モニカは血相を変えてアレクに詰め寄った。

「そうだ!!　アレク、怪我！　早く手当てを……！」

　悠ゆう長ちように話をしている場合ではない。アレクは大怪我をしているのだ。

　しかしアレクはモニカを抱き寄せると、その髪に顔を埋うずめた。

「アレク、怪我……！」

「いいです」

「でも！」

「いいから!!」

「アレク……！」

　その先は唇に塞ふさがれた。声を上げようと離れてもすぐに追われる。

　何度も口づけられ、息が上がった頃、やっと唇が離れた。間ま近ぢかに見える、血と土にまみれた顔が泣き出しそうに歪む。

「何回死ぬんですか、あなたは……！」

「アレク」

　震える、いろいろな感情が交じり合った声こわ音ねだった。

　久しぶりに窒ちつ息そくしそうなほど抱きしめられる。息が詰つまりそうなのに、嬉しい。腕も胸も背中も、アレクの何もかもが懐かしかった。

「ごめん。ちゃんと、大丈夫だったよ」

「そういう問題じゃありません……！」

　嗚お咽えつ交じりの声になり、乱らん暴ぼうに肩口で目元を拭おうとするアレクを止め、モニカは優しくその涙に指を添えた。

「やっぱり泣くんだね」

　笑いながら言ったつもりだったが、モニカの声も震えた。

　アレクは涙を飲み込むように、声を詰まらせながら耳元に唇を寄せる。

「今度こそ……本当に死んでしまったかと思った──！　あなたがいなくなって、何もかもよく分からなくなって、どうして自分が生きているのかも分からなくなったんです」

「うん」

「あなたが生きていると知らされてからも、ずっと信じられなかった！　今の今まで、心のどこかであなたはもう死んでしまっているんじゃないかと思っていたんです！」

　それでも言葉にして自分を勇気づけた。生きている、絶対に生きていると自分を励はげまし続けここまで来たのだ。

「アレク……！」

　指先で拭うだけでは追いつかないほどの涙を見るうちに、モニカは言葉にならない悲ひ鳴めいのような泣き声が自身の口からもれるのを聞いた。

「私も、怖こわかったよ…………！」

　子供のように、顔を歪めてモニカは泣いた。

「アレクなら絶対来てくれるって信じてたけど、心のどこかで来ないんじゃないかって思ってた！」

　目の前の現実があまりにも堅けん固ごすぎて、奇き跡せきが信じられなかった。生きているなんて思えない。こんな場所に来るなんて思えない。そんなありえない何かに全身を預けてここまで来た。

（ああ────!!）

　私達は同じ気持ちを持ってここまで来たのだ──！

　信じて信じて、そうであってほしいと願う一心でここまで来たのだ。

「怖かった！　怖かったよ!!　ずっとこのまま地下で死ぬんじゃないかと思った！　出口がなくて、静かで……！　こんなところじゃアレクも来られないと思って……！」

「何を言ってるんですか……！　あなたのいる場所を私が見つけられないはずがない！」

「うん……！　待ってた──」

　後から後から涙が溢れ、モニカはしゃくり上げながらアレクに縋った。

　どんな場所にいようとも、何が起ころうとも。力の及およぶ限り──、及ばないならそれ以上の何かを使っても。

　アレクは必ずモニカを助けてくれる──！

「ずっと待ってたんだ、私──……！」

「モニカ……！」

　抱き合い、アレクは吐と息いきを漏もらした。




「会いたかった──……！」




　眩いほどの朝あさ陽ひに照らされ、二人は泣きながらいつまでも抱き合っていた。
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　冬が過ぎ、まだまだ気温は低いが麗うららかな春の陽ひ射ざしが感じられるようになった頃──。

　西の大国カゼルラでは、華はなやかな祭りの用意で各都市が賑にぎわっていた。

　普段は静かな、王おう都とから遠く離れた町や山間の小さな村までも喜びの声に満ちている。カゼルラ全土の家々は祝祭の花で飾かざられ、夜を徹てつして明かりが灯ともされていた。天てん上じようから見れば、夜のカゼルラこそ星の輝く夜空に見えただろう。

　王都ネルトハイムに至いたっては狂きよう乱らんのごとき騒さわぎで、国民は翌日の祝いを待ちわびていた。




　明日、カゼルラ王国王太子アレクシス殿でん下かが長年の恋を実らせ、ウェスタイン公こう爵しやく令れい嬢じようモニカ姫ひめと婚礼の儀ぎを上げるのである。
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　穏おだやかな春の陽射しが射さし込む、カゼルラ王国ミゼリア城本ほん宮ぐう──。

「モニカ！」

　国王ティマエスや父である王おう宮きゆう将しよう軍ぐんロスターと回かい廊ろうを歩いていたモニカは、明るい声に振ふり返った。

　見れば、美しく剪せん定ていされた中庭をアレクが突っ切って来る。モニカのいる黄おう金ごんの回廊まで駆かけ寄ると、待ちかねたようにその手を取った。

「会いたかったです、モニカ……！　もうそろそろ謁えつ見けんが終わる頃だと思って迎えに来ました。ああ、何分ぶりでしょう……！」

「アレクってば。謁見途と中ちゆうに乱らん入にゆうしてきたからだいたい十五分ぐらいだよ」

　ついさっきじゃない、と苦笑しながら手を外させる…………のだが、外した側そばから握にぎられていくので二人して手をにぎにぎしているような動きになった。

　手を離してくれる気がないらしいのであきらめると、アレクはモニカの指先一本一本に唇くちびるを落とす。

「十五分どころかもう十五日ぐらい会っていないような気がします、モニカ……！」

「殿下……っ！」

　聞き流しているモニカに代わり、ロスターが額ひたいに青あお筋すじを浮かべながらアレクの手を引き剝はがした。

「殿下！　城の中を走ってはいけません、仕事をいちいち抜ぬけ出してきてはなりません、この中庭は突っ切るためにあるのではありません、臣しん下かの目がたくさんあるのですから愛情表現はお控ひかえください、まずはここにいるあなた様のお父上にご挨あい拶さつをなさってください、あとは──！」

　無理やりモニカから引き離し、アレクの真正面に立ったロスターはくわっと口を開いた。

「モニカに会いすぎです!!」

「何を言うんだ、ロスター！　私は会っていないッ！　全然足りない!!」

「モニカは十二分に足りておりますっ！　これ以上会うとすり減りますっ!!」

「そんな！　義ち父ち上うえ！」

「義父と呼ぶなっ！　まだ結婚しとらん！」

　うっかり勢いきおいで言い返してしまい、ロスターは落ち着きを取り戻すためにコホンと咳せき払ばらいをする。

「失礼致しました。殿下、ご結婚式は明日です。まだ私はあなた様の義父ではございませんので」

「明日には正式に合法的に誰も文もん句くのつけようがなくあなたの義理の息むす子こになれるんですね！　嬉うれしいですよ、先生。あなたは私にとって、とても尊そん敬けいできる師しなんですから！」

「おお、なんと畏おそれ多い！　畏れ多すぎてご遠えん慮りよ申し上げたいほどですな！　そんなに私の息子になりたければ養よう子しでどうぞ！」

「義理の妹と結婚なんてややこしいですからね！　娘むすめ婿むこで十分ですよ!!」

　ものすごい至し近きん距きよ離りで微笑ほほえみながら睨にらみ合うアレクと父を見つめ、モニカは苦笑しつつもほのぼのした気分になった。

（ああ、日常だなぁ）

　これも一種の「仲が良い」だと思う。ここにレームとローズがいれば、アレクを取り囲み追いつめる連続技が完成し更さらなる攻こう撃げきが……。

「モニカよ……」

「はい？」

　呼びかけられ、ついアレクがいじめられる日常を妄もう想そうしていたモニカは我われに返った。

　見れば、国王ティマエスが非常に複雑な顔をしている。

「…………大丈夫か……？」

「す、すみません、アレクを痛めつけたくて考えていたわけではないんです。ただ見ていると楽しいというか、レームとローズの攻撃も愛情だと思うので」

「何の話をしとるんじゃ。そうじゃなくてだな。こう、アレクの愛が重いのではないかと……」

「え!?」

　つい思し考こうを読まれたかと焦あせったのだが、全く違った。

　あまりにいまさらな質問にぽかんとしたが、ティマエスの心配も分かってモニカは微笑んだ。

「大丈夫。今だけです、きっと。さすがに結婚してしまえばアレクも落ち着くと思うんです。いろんなことがあったから、こんなに心配して不安がっているだけで」

「…………」

　ティマエスが何か言いたそうな顔をしているので、モニカはもう一度「大丈夫です」と答えた。

（だって、アレクが不安になるのも分かるから）

　モニカが無事にヴァルダンからカゼルラへ戻って四よ月つき程。

　帰国後、アレクはすぐに身内だけの婚約式を強行し、春の結婚を決めてしまったのだ。それ以降怒ど濤とうのような愛情をモニカに示し、関係者各位に恐きよう怖ふを与えている。

　だが、当の本人であるモニカは特に怯おびえることなく過ごしていた。

　執しゆう着ちやくが酷ひどくなるのも仕方がない。そう言えるだけのことがあったのだから──。

「さあモニカ、ウェスタイン邸ていまで送ります！」

　ロスターとの不ふ毛もうな争いを切り上げ、アレクは再びモニカの手を取る。

「殿下、夕方からは会食がございますが!?」

　まさか欠席するつもりかと目を剝むくロスターに、アレクはとてつもなく得とく意い気げな顔をした。

「帰りは馬車ではなく馬で帰るから間に合うはずだ。すでに馬をウェスタイン邸に置いてある！」

「な……ッ!!」

　手回しが良すぎである。

　顎あごが落ちるほど驚おどろいたロスターは無む視しし、アレクはやんわりととろけそうな笑えみを浮かべた。

「さあ、行きましょう。モニカ」

「う、うん……あ、キスはいらないよ」

　隙すきを狙ねらって唇が近づき、そこは拳げん骨こつでしのぐ。さすがに公こう衆しゆうの面前でキスを許す気はない。

　アレクの唇をへにょらせ、モニカはティマエスや父に別れの挨拶をして歩きだした。




　その姿を見送り、ティマエスはがっくりと肩かたを落とした。

「酷くなってしもうた……」

　モニカの腰こしを抱いてぴったり寄り添そうアレクには、「離すものか！」という気き迫はくが漲みなぎっている。

「せっかくモニカが婚約者になって一段落と思っとったのに……」

「確かに、以前にも増して激はげしくなりましたのぅ」

　突然背はい後ごから穏やかな声が割り込み、ロスターとティマエスは驚いて振り返った。

「グイド！」

　杖つえをつきつつ現れたのは白い眉まゆ毛げと髭ひげの小こ柄がらな老人、王宮侍じ従じゆう長ちよう総そう括かつのグイドだった。一連のやり取りを見ていたらしく、白眉毛の下にある目が優しく笑っている。

「ご結婚前にしてなんと寵ちよう愛あい深きこと。結構なことでございます」

「笑い事ではないぞ、グイド！　ロスターも言っておったが、モニカがすり減ったらどうする！」

　モニカにはいつまでも元気でいてもらわないと困るのだ。その言げん動どうどころか精神状態や健康状態までがアレクに──ひいてはカゼルラという国に作用する。

　ますます娘の肩に掛かる責任が重くなり、ロスターは盛せい大だいにため息をついた。

「かといって、時間を置けば殿下のお気持ちが収まるようにも見えませんし……」

「余よ計けいに酷くなりまするな、ほっほっほっ」

「総括殿どの……」

　恨うらめし気な目で見れば、グイドは「おお、持病の癪しやくが……」などと言って胸を押さえてフラフラする。足以外は丈じよう夫ぶなくせに！　と思うが年が年だけにあまり強くも言えない。

　と、どこからか「おーい」という声が聞こえた。

　三人が回廊を見回すと、側面の中庭から体格のいい堂どう々どうとした紳しん士しがやってくる。

　髪も白くなった初しよ老ろうだというのに、未いまだに王宮を歩けば貴き婦ふ人じん令嬢、女じよ官かんに至るまで熱い視線を投げかけられる伊だ達て男おとこは、アレクの従弟いとこ叔お父じである大臣フォルケだ。

「なんだ、アレクはもういなくなったのか？　せっかくモニカに会おうと後を追ってきたのに」

　アレクをことのほか可か愛わいがっているフォルケはさも残念そうに、芝しば居いがかった仕し草ぐさで肩をすくめる。

　よりにもよって大臣ともあろうものが、観かん賞しよう用ようの中庭を堂々と歩いてくるのを見て、ロスターは眩暈めまいを覚えた。

「フォルケ殿……！　あなたまでなんですか、ここの中庭は突っ切る用のものではありません！　アレクシス殿下と同じことをしませんように！」

「なに、アレクと同程度だと？　それはいかんな……」

「アレクは走ってきおったぞ」

「おお！　陛へい下か、絶ぜつ妙みようの助け船に感謝致します。ほらロスター、私は歩いてきたから大人だ」

「大人なら突っ切らずに回廊を回ってきなさい！」

「グイド様──！」

　ロスターの説教は、切せつ羽ぱ詰つまった声に遮さえぎられた。

　フォルケやアレクと違って、ちゃんと会議室から回廊を渡ってきたマーシュが手を振っている。その隣となりにはモニカの侍じ女じよローズの姿もあり、二人は国王と重じゆう臣しんが集まっているのを見ると、慌あわてて姿し勢せいを正して一礼した。

　マーシュは挨拶もそこそこに、素す早ばやく辺りに視線を巡めぐらす。

「陛下、殿下はどこですか!?」

「旦だん那な様、モニカ様はご一緒ではありませんの!?」

　モニカに付いてミゼリア城に女官として入るローズは、現在、王太子宮女官長ルシアの元で基本業務の勉強中だ。ティマエスとの謁見が終わり次し第だいモニカと合流する予定が、アレクに先を越されたのだろう。

「一足遅かったようじゃな、アレクが連れ去ってしもうたわ」

　ティマエスがすでに二人の姿の消えた回廊を指せば、マーシュとローズはバネ仕じ掛かけの玩がん具ぐのようにぴょんと頭を下げた。

「すぐに追いかけます！　うわー、もう全然殿下に追いつけない！」

「モニカ様ー！」

　側そつ近きん二人はあっという間に回廊を駆けて行く。

　王宮で王太子の側近がドタバタするなと言いたいが、ドタバタさせているのが王太子なので叱しかるに叱れない。

　仕方なく無言で見送ったティマエスとロスターに、フォルケは薄うす紫むらさきの瞳ひとみをおもしろそうに輝かせた。

「ついにマーシュにもアレクが追えなくなったか。少し目を離した隙にモニカのところへ行くそうだな。それがもう早いのなんの……」

「昔から早うございましたが、磨みがきがかかりましたのぅ」

　重ちよう畳じよう重畳、と白髭を撫なでるグイドと完全に楽しんでいるフォルケを無視し、ティマエスは新たな決意の炎ほのおを燃やす。

「わしがモニカを守らねば……！」

「……王太子殿下から妃殿下を守る部隊でも作ってはいかがでしょうか」

　半分投げやりに言ったロスターに、フォルケはきょとんとした。

「モニカを崇あがめる〝麗しの女神ヴイアトリーチエ親衛隊しんえいたい〟ならもうあるぞ」

「なにっ!?」

「本当ですか、フォルケ殿！」

「最高幹かん部ぶはアレクだが」

「……………………」

　グイドの「ただの厄やつ介かいな組織ですな」という声が虚むなしく響ひびいた。
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　ウェスタイン邸の馬車の側には、近この衛え騎き士し長ちようロベルトが騎き馬ばを従したがえ立っていた。

　さすがのアレクも護ご衛えいなしではなかったのかと、モニカはほっとする。うんざりした顔をしていたロベルトは、モニカを見ると一転、憐あわれみのこもった表情で深々と一礼した。

「誠に申し訳ありません、モニカ様。殿下が行くと言って聞きませんので」

「うん、私は全然かまわないよ。ロベルトが来てくれればディアも喜ぶし」

「ははは、なんだロベルト、ついてくると言ったのはウェスタイン邸に姫がいるから」

「殿下がお一人で飛び出して行こうとするからですっ!!」

　のんきなアレクを叱り飛ばし、ロベルトは二人を馬車に押し込む。

　御ぎよ者しやが鞭むちを入れて馬車が動き出すと、アレクはモニカを膝ひざの上に抱いて懐なつかしそうに目を細めた。

「黄金の回廊であなたと会うなんて、あのとき以来ですね」

　アレクの言うあのとき、とはモニカとアレクが初めて出会った時のことだ。

「そういえばそうだっけ……」

　モニカは過去を回想してみる。子供の頃は父に連れられて城へ行っていたため、遊び場は政治の場である本宮だった。十七歳でアレクの恋人として戻ってきてからは、ほぼ王族の生活の場である奥宮で会っていたため、本宮に入る機会がなかったのだ。

　最近は結婚の準備や挨拶のため本宮によく出入りしていたが、確かに謁見室前の回廊でアレクと会うのは子供の頃以来だろう。

「モニカ……、額は大丈夫ですか……？」

　軽く前髪を上げて額を見られ、モニカは噴ふき出してしまった。

「もう、十年以上経たったのにまだ気にしてるの？　大丈夫だってば！　それよりアレクの方こそ重くない？」

「全く、全然、いたって平気です」

　うっとりと言われ、アレクの膝の上に横抱きされたモニカはまあいいかと流すことにした。こんな揺ゆれる馬車で人一人膝に乗せるなんて苦く行ぎよう以外の何ものでもないだろうが、本人は非常に満足そうだ。とにもかくにもモニカにひっつきたいのだろう。

（落ち着くまで付き合うしかないか……）

　カゼルラに帰ってきてから、モニカはこういったアレクの行動を大目に見ている。特に二人きりのときは、できる限り愛情表現を受け止めていた。

（変に拒きよ否ひしない方が早く治まるだろうし）

　これぐらいの愛の重さなら、別に面めん倒どうでも大たい層そうでも怖おそろしくもない…………というとローズは麻ま痺ひしているというのだが。

　笑顔を見て嬉しくなったのか、アレクはモニカの前髪をそっとおろすと喜びの滲にじむ声で囁ささやいた。

「王太子宮のあなたの部屋も整いましたし、いよいよ明日ですね」

「そうだね。あんまり実感がないんだけど……」

　結婚後暮らすことになる王太子宮への引っ越し、式の手順や挨拶の言葉、振ふる舞まいのおさらい、とこの数か月は目の回る忙しさだった。何しろ決まったのが四月前で、大国の王太子の婚礼としては異い例れい極きわまりない。国民も諸外国も驚きの日程だったからだ。

「でも本当にレームも一緒に暮らしていいの？」

　モニカとしては当然連れて行くことが希望だったが、行く先は王宮である。ままならないこともあるだろうと不安だったのだ。

　モニカの心情などお見通しのアレクは優しく微笑む。

「もちろんですよ。本宮には入れませんが、奥宮ならなんの問題もありません。女官達からはすでに可愛がられていますし、レームはもともとあなたについてきたんですから」

「ありがとう、アレク」

　結婚の用意に関して、モニカの希望が通らなかったことは一いつ切さいなかった。その中で一番無理かなと思い、心配したのがレームだったのだ。

　優しい婚約者に寄り添そい、モニカは囁いた。

「アレク、体は……なんともない？」

　あの戦いで、アレクはリュダの魂たましいを自身の中へ受け入れた。

　千年の間に、人ではなく物になってしまった古こ代だいペンテレイア王。リュダを憐れんだモニカのために、アレクは彼の魂の救きゆう済さいを申し出たのだ。

　アレクの体が小さく揺れる。笑ったのだと思い顔を上げると、薄紫の瞳と目が合った。

「なんともありませんよ。幻げん視しでも使えないかと試してみましたが、使えないですし。ほら……」

　アレクの表情がすっと変わる。

　熱のこもった、真剣な瞳が真まっ直すぐにモニカを射い抜ぬいた。

（う…………っ！）

　なんの幻視を掛けようとしているのか考えなくても分かるが、モニカはうろたえながら固まった。

「愛しています……、モニカ」

　かすれた声が肌はだをくすぐる。息がかかるほど近くで見つめ合い、アレクは囁く。

「あなたの心がもらえるなら私は他に何もいらない──。あなたが笑顔であるように、どんなことでもしてみせます」

　熱ねつ病びようにうかされたような声に、モニカは身じろぎどころか瞬まばたきすら忘れごくりと息を吞のんだ。

　ヴァルダンから帰り、変わったと思うことが一つある。

　──それはアレクの目だ。

　今までも十分に恋をされている自覚はあった。ヴァルダンで暗あん殺さつ者しやとの刃にん傷じよう沙ざ汰たがあり、更に思い直したほど強い自覚があった。

　だがそれでも以前とは違う。

　強きよう烈れつな恋れん情じようと熱ねつ情じよう、不安と独どく占せん欲よくがないまぜになり、このまま突っ走ってしまいたいという揺れる炎のような焦しよう燥そう感かんが、常つねに瞳に浮かんでいる。

　要するに──、より情熱的な恋する男の目になってしまったのだ。

　心しん臓ぞうがバクバクと音を立てだし、目力に押されて視線を逸そらせなくなったモニカは喘あえいだ。

「ア、アレク……、あの！」

　言った瞬しゆん間かん、ぐるりと視し界かいが回転した。

　回転は素早かったが、馬車の座席に押し倒たおす動作はやたらと静かで優しい。あっという間に覆おおいかぶさられ抱き合うような体たい勢せいになり、モニカはもがいた。

（ぎゃ────────っ!!）

　この緊きん張ちよう感かんを崩くずすと危ないと直感していたくせに、やってしまった。

「まっ、待った、アレク待った!!　馬車の中だから!!」

「くっ……！　ま、待ちます……！」

　律りち儀ぎに我が慢まんしてくれる婚約者にホッとして力を抜いた途と端たん、前まえ触ぶれもなく馬車の扉とびらが開いた。




「殿下、モニカ様どう………………」




　降こう車しや用ようの踏ふみ台を設置し終わったのか、促うながすために中を見たロベルトが凍こおりついた。

　ロベルトと真まっ向こうから目が合い、仰あお向むけのモニカも覆いかぶさったアレクも硬こう直ちよくする。
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「…………」

　やがてロベルトは目を逸らすと、何事もなかったかのように一礼した。

「ロベルトーっ、閉めなくていいから!!」

「降りましょう、モニカ!!」

　いつの間にやらウェスタイン邸に到とう着ちやくしていたらしい。馬車が停とまったことすら全く気がつかなかった二人は、慌てて起き上がり乱みだれた身なりを整える。

（とんでもないところを見られてしまった……！）

　火を噴くほど恥はずかしいとはこのことか。顔を赤くしたままアレクに続いて降りようとしたモニカだが、途中で足先が降車台から離れた。

（あれ？）

　腰をすくい取られ、気がつけばアレクに抱き上げられていた。

「何してるの！」

　つい条件反はん射しやで首に腕うでを回してしまったが、ぎょっとしたモニカにアレクは爽さわやかに微笑んだ。

「部屋まで抱かせてください。私はすぐに帰らないといけないので思い出に」

「思い出!?　しかもさっきの今でこの行動!?」

「駄だ目めですか？　あなたの足になりたくて」

　ぱくぱくと口を開くが声の出ないモニカを抱いたまま、アレクは颯さつ爽そうとウェスタイン邸に入ってしまう。常識人のロベルトに助けを求めたが、常識人では太た刀ち打うちできないらしく目を逸らされてしまった。

　モニカを抱いて登場した王太子に、ウェスタイン邸の使用人達は露ろ骨こつに警けい戒かいを強める。最近は婚約者として認められつつあるが、未だにアレクが強引なことをしてるのではないかと心配しているのだ。

　ピリピリした空気と、使用人御ご用よう達たしの武器であるよく磨かれたフォークが光るのを見て、モニカは観かん念ねんして暴あばれるのをやめた。ここでモニカが嫌いやがってしまうと、アレクがフォークの餌え食じきになる。

　ウェスタイン邸を知り尽つくしているアレクは、胡う乱ろんな目を向ける使用人達にも愛あい想そうよく微笑みかけ、迷わず奥へと入っていく。

「どうしますか、まずは部屋で着替えます？　目もく録ろく作りの途中で出てきたんですよね？　広間の方がいいですか？」

「なんで私が家を出たときの様子まで知っているの…………、って聞きたいところだけどディアとロベルトを会わせたいから広間で」

「了りよう解かいしました。あなたの行動を知っているのは愛の力です」

　無む駄だに力強く答え、アレクはモニカを抱いたまま広間へと乗り込む。

　明るい陽射しの射し込むウェスタイン邸の大広間は現在、所ところ狭せましと置かれた祝いの贈おくり物で埋うめ尽くされていた。様々な国やカゼルラ国内の領りよう主しゆからのもので、王太子宮が引っ越しで慌ただしいためこちらに置かれているのだ。

　贈り物の間を、数人の人々が行ったり来たりしている。どの国のどんな人物から何が贈られてきたのか、のちに礼状を書くために目録を作っているところだ。

　その中の一人がふと顔を上げ、モニカ達に気づいた。

「まあ、おかえりなさい！　モニカ」

　明るい栗くり色いろの瞳が、モニカや背後のロベルトを見つけ輝かがやく。

　ヴァルダンから祝いのために来てくれているディアは、アレクの宮ではなくウェスタイン邸に滞たい在ざいしている。引越しの手伝いから花はな嫁よめであるモニカの準備、この目録作りまで手伝ってくれているのだ。

「ディア！　ごめん、任まかせっきりで…………って、何してるのアレク!!」

　急いで腕から滑すべり降りようとしたのに、アレクが離さない。

「いえ、もう終わりかと思って……」

「いいから離して！」

　名な残ごりを惜おしむように抱き寄せられ、モニカがアレクの頰ほおをつねった時──。

「本当に何をしてるんだ、いったい」

　呆あきれたような男性の声に驚き、アレクの腕が緩ゆるんだ。

　ディアに手て招まねきされて、贈り物の山から出てきたのはアレクと同じ年頃の男性だ。

　猫ねこのような金茶色の瞳をした華やかな容よう姿しの青年に、やっと腕から降りたモニカとアレクは同時に叫さけんだ。

「ヨシュア！」

　青年はアレクとモニカの幼おさな馴な染じみ、カゼルラ北部に領りよう地ちを持つデル・カッセロ伯はく爵しやく家けの若き当とう主しゆだ。

　十四歳の頃にはモニカを巡ってアレクと決けつ闘とうをし、近年はロスターやティマエスと共きよう謀ぼうし、アレクからモニカを隠かくしたこともある。

　モニカの初恋の男性、ヨシュア・デル・カッセロは懐かしそうに瞳を細め、頭こうべを垂たれた。

「お久しぶりです、殿下。モニカ、君も……」

「ヨシュア……！　来てくれたんだね、ありがとう！」

　思わず涙ぐむと、ヨシュアは数人の付き人に合あい図ずをする。

「伯爵様は先ほどお着きになったのよ。モニカにお渡ししたい物があるって」

　ロベルトに寄り添うディアはにこやかに説明し、アレク達を小さなテーブルの前に案内した。

「渡したい物……？　ヨシュア、ひょっとして間に合ったのか！」

　わずかに弾はずんだアレクの声にヨシュアはうなずき、付き人達が慎しん重ちように運んできた二つの木箱をテーブルの上に並べた。

「間ま際ぎわになって悪かった。できたから見てほしい」

　木箱の上うわ蓋ぶたが外され、光こう沢たくのある絹きぬで包まれた物が姿を現す。

　澄すんだ音を立てて、いくつもの小さな涙型のダイヤモンドが揺れる。水面みなもに一滴のしずくが落ちてできたような小しよう冠かんは細い白金プラチナで編まれ、なだらかな山形の中央には光を受けて輝く見事なダイヤモンドが据すえられていた。

　花の形に細かく編まれた地金にも多面的に削けずられたダイヤが連なり、眩まぶしいほどだ。

　純じゆん白ぱくの絹の上にあってなお際きわ立だつ透とう明めい度どに、誰もが言葉もなく見入る。感かん嘆たんの息しかつけなくなるほど見事な、女性用の冠かんむりだった。

「間に合ってよかった。なんせ製作期間が四月弱しかなかったから」

　苦笑交じりのヨシュアの声にモニカが目を瞬くと、アレクは手で小冠を指した。

「あなたのための冠ですよ」

「え!?　だ、だって冠は……」

　基本としてカゼルラの王太子妃に正式な冠はない。代々受け継つがれる冠があるのは国王と王おう妃ひだけで、それ以外は相応ふさわしい身み分ぶんを示す飾りであれば自由だった。

　急に結婚が決まったモニカは特別に作る時間がなく、比ひ較かく的てき大きさの合う、アレクの亡なき祖そ母ぼのティアラを借りる予定だった。

「ヨシュアならやってくれるんじゃないかと、デル・カッセロ領りように急きゆう遽きよ依頼を出したんですよ」

　うっとりと見つめていたディアは、ほぅと小さな息をつく。

「素晴らしい冠ですわ。透明感があって、モニカによく似合いそう……」

「本当に。ヨシュア様、さすがはデル・カッセロ領です。短期間でここまでの品をお作りになるとは」

　ロベルトだけでなく、周りでこっそり覗のぞいていた使用人達も口々に褒ほめそやしている。

　カゼルラが誇ほこる宝石細ざい工く工こう房ぼうの町、デル・カッセロを治めるヨシュアは、皆の表情を見てやっと緊張を解といたように破は顔がんした。

「領内の細工師総そう結けつ集しゆうだったよ。殿下から寸すん法ぽうや大まかな意い匠しようの指示をもらって、あとはうちの職人達と私で考えた。……どうかな、モニカ」

　モニカはそっと、壊こわれ物を扱あつかうように指先で冠に触れた。見た目に反してしっかりとした作りの冠は、少し角度を変えただけで研けん磨まされたダイヤモンドが煌きらめく。

（これが、私の……？）

　アレクの祖母のティアラも美しく、モニカは十分に嬉しかった。

　それでも、モニカのためにアレクが考え、ヨシュアや領内の人々が力を出してくれたかと思うと心が揺ゆさぶられるような感動を覚えた。

　モニカは涙を堪こらえて目を瞬き、ヨシュアとアレクに向けて笑顔を見せた。

「ありがとう……！　ありがとう、ヨシュア、アレクも！　すっごく綺き麗れいだよ……！」

　綺麗としか言えない自分がもどかしかったが、素直な感謝はヨシュアに届いたらしい。

「よかった、私も嬉しいよ。こっちが髪飾りなんだが」

　ヨシュアがもう一つの箱を開くと、中から現れたのは大輪の花だった。

　瑞みず々みずしい純白に本物の花かと思ったモニカは、それが宝石でできていると知り驚きよう嘆たんの声を上げた。

「天上の花とポーラだ……！」

　薔ば薇らのように柔やわらかに、何層も重なった丸い花か弁べん。花束のような天上の花の周りには、五枚の花弁を持つ慎つつましやかな白い花が添えられている。

「セキシアリリーも混ぜた」

　いたずらっぽく言われ、見ればひっそりと濃こい紫むらさき色いろの小さ百ゆ合りが隠れており、全体を引き締しめていた。覗きこんだアレクが拗すねたように唇を尖とがらせる。

「私とモニカだけでよかったんだが？」

「相変わらず小さいな。モニカ、本当にこんな男でいいのか？」

　もと恋こい敵がたき同士がたちまち睨み合い、モニカはくすくすと笑った。

　アレクがモニカへの愛の形として具ぐ現げん化かさせた天上の花、モニカがヨシュアのために見せたセキシアリリー、そしてアレクのために顕けん現げんさせたポーラ。

　思い出の花々を模もした髪飾りを、モニカは優しく胸に抱きしめた。

「ありがとう、ヨシュア。嬉しいよ」

「気に入ってもらえてよかった。なるべく本物の花に似せたんだが……」

「うん、すごくおいしそうだよ！」

「おいし……？」

「ほ、本物みたいってこと！」

　うっかり天上の花を「食」として見てしまった。おとなしく冠と髪飾りを箱にしまい、モニカは尋たずねた。

「ヨシュア、明日の式には？」

「私だけ出席する予定だ。明後日の結婚披ひ露ろうの宴うたげにはマリアとユノも連れてくるよ」

「本当!?」

　マリアはヨシュアを通じて友人になった侯こう爵しやく令嬢だが、結婚後はデル・カッセロ領へ行ってしまいなかなか会えなくなったのだ。侍女のユノは、過去にヨシュアに連れ去られたときにモニカの世話をしてくれた少女で、こちらも会うのは久しぶりだ。

「嬉しい！　ね、アレクにもユノを紹介するね」

「ええ、相手が女性であれば喜んでお会いしますよ。男性の場合はいつどこでどういう経けい緯いであなたと知り合いになったのか詳しく突き詰つめて問い詰めることになりますが」

「そ、そうだね」

　アレクにのしかかるように抱きすくめられた途端──。

「フンッ!!!」

　気合の鼻息と共に、アレクとモニカはベリッと引き剝はがされていた。

「何をす──……っ、クラウド!?」

　並みの相手には怯ひるまないアレクだが、背後を見て思わずというように後あと退ずさった。

　鼻息荒あらく現れたのは、ウェスタイン邸の侍じ従じゆう頭がしらにしてロスターの従じゆう者しやクラウドだった。

「ようこそウェスタイン邸へお越しくださいました、アレクシス殿下!!　旦那様から緊きん急きゆうの知らせを受けて飛んで戻りましたぞ!!」

　主人第一、主人の愛まな娘むすめモニカ命、アレクの最大の敵であるクラウドは目を血走らせてモニカを背中に庇かばうように立ちはだかる。ロスターと共にミゼリア城にいたはずだが、単たん独どくで帰ってきたのだろう。

「仕事を放り出してこられたそうですなぁあ！　情けない、こんな男性がモニカ様の夫になろうとは──っ!!」

「放り出していない！　誤ご解かいだ、クラウド!!　私はちゃんとおおっはは、ハハハフアハハハハハッハハハハハハ!!」

「アレク!?」

　どこに爆笑する要よう素そがあったのかと見れば、アレクの背後には銀ぎん髪ぱつの少年がいる。

　開け放たれた窓から入り込んだレームは、わきわきと小さな両手をうごめかせた。

「デンカ、じゃまー」

「おのれ、レーム……！」

　あどけない紺こん碧ぺきの瞳で「早く帰れ」という視線を送られ、アレクは脇わきを締めながら歯は嚙がみする。

　飛びついてきたレームを受け止め、モニカは銀色の髪についた葉っぱを取ってあげた。

「レーム、髪に葉っぱが。どこに行ってたの？」

「みんなとお別れしてた」

　レームの言うみんなとは、ウェスタイン邸に暮らす他の動物達だ。少し哀かなしそうに言われ、モニカもしんみりしてしまった。

「そうだよね、王宮に行くもんね……。私も会いに行っておかないと」

「モニカ、あなたが望むならウェスタイン邸の動物全て移動させても……！」

「それはちょっと」

　野生の動物は環境が大事だ。モニカの都合で引っ越しさせるわけにいかない。

「デンカ、めいわく」

「のおおおおおぉぉっ！」

　レームにまで叱られアレクがうめいたとき、バタバタと広間に駆け込む足音がした。

「モニカ様っ、ご無事でいらっしゃいまして!?」

「殿下──っ！　会食の時間に間に合わなくなりますよ！　早く戻って！」

　息を切らせて現れたのは、ミゼリア城から追いかけて来たローズとマーシュだ。

　アレクとロベルトはハッと時計に目を遣やる。

「しまった！」

「殿下、馬を用意して参ります！」

　一緒になってのんびりしていたロベルトが一礼して、すぐに厩きゆう舎しやへ走る。それを追い掛ける前に、アレクは素早くモニカの頰ほおにキスをした。

「モニカ、また後で来ます！」

「いや、今日はもう来なくていいよ」

「また来ます!!!」

「…………」

　クラウドに追い立てられるように走り去ったアレクを見送り、モニカは無言のまま脱だつ力りよくした。




　ミゼリア城に戻ったクラウドや、ティマエスにでき上がった品を届けに行ったヨシュアも去り、モニカは目録作業を中断して休きゆう憩けいすることにした。

「マーシュは戻らなくていいの？」

　城に帰らずアレクを見送ったマーシュは堂々と胸を張る。

「馬車で帰っても次の仕事に間に合いませんからね、ラフィット様に後をお願いしてきました。公的にずる休みします」

「あはは。じゃあ座って。ローズも」

　顔を見合わせたマーシュとローズだが、ウェスタイン邸の使用人達に茶の用意をされ、恐きよう縮しゆくして席に着いた。

　使用人も去り、窓の外ではレームが母親代わりの牝ひん馬ばや邸内のウサギ達と遊んでいる。怒ど濤とうのような来客の嵐あらしも一段落し、マーシュはやれやれと息をついた。

「いよいよ殿下とモニカ様もご結婚ですねー。急なお式ですけど、結構な参列者数ですよ。ペンテレイアからはリチオ陛下とウィトス様が来てくださってますし、近きん隣りん国こくのルーニアとバルマも王族の方、ラベンナからは公こう女じよ様さまにお越し頂いてます。カゼルラ国内の貴き族ぞくはほとんど集まってますし」

「シア様も悔くやしがられていましたわ。モニカ様のご結婚式に出席できないなんて、と」

　ローズに言われ、モニカは苦笑した。

　ヴァルダンにある実家、オデリージ公爵家から家出したシアが貴族達の前に姿を現すわけにいかない。こればかりは我慢してもらうしかないだろう。

　愛いとしの妻の話題を出され、マーシュは微び妙みような顔をした。

「え……。ローズ、シア様と連絡取ってる？　ひょっとして」

「取っておりますわ。毎週お手紙を交こう換かんし合っていますもの」

「──お、俺への返事は月一だというのに!?」

　マーシュは衝しよう撃げきを受けているが、ローズとシアの友情に関してはモニカも驚きだった。出会った頃は言い合いなどしていたのに、いつのまにか仲良くなっていたらしい。

　嘆なげくマーシュに、ディアは両手を組んで憐れんだ視線を向ける。

「まあ、マーシュったら嫌きらわれているのね。可か哀わい想そうに、五年後には離り婚こんね」

「いいや！　違いますね、ディア様。これは俺の手紙が妨ぼう害がいに遭あっている！」

「シアの側に頼たのもしい方かたがいらっしゃるのね。どなたかしら」

「────……」

「結婚に反対していて、マーシュからの手紙を止めてしまえる方……。シアを愛していて、きっとシアが文句を言っても聞き入れてくれないような強い方」

　涼すずしい、涼しすぎる顔でマーシュが黙る中、ディアはにっこりと愛らしく笑った。

「アニス様は結婚に反対されているのね。わたくし、ぜひお会いしたいわ。シアの未来の義あ姉ねとして。──あら、マーシュったら！　焦った顔をしないのは大事だけれど、あまりに澄ました顔で固まるのも不自然よ？　もう少し自然にしないと」

「ダメだしされた!!」

　うっかり話題にしてしまったせいで、絶対に手を組ませてはいけない女性同士が距離を縮ちぢめようとしている。

　テーブルに突つっ伏ぷしたマーシュに、モニカは慰なぐさめるように声を掛けた。

「ディアを相手に迂う闊かつすぎたね、マーシュ」

「お察さつしの通り、シア様はマーシュ様からお手紙が来ないとご立りつ腹ぷくですわ。私のお手紙にいきさつを書いておきます」

「うう……っ。ありがとう、ローズ」

　王太子宮に仕つかえる後こう輩はい女官からの優しい言葉に、マーシュは涙を拭ぬぐう真ま似ねをする。ローズの手紙に真しん相そうが書かれたところでアニスは毛ほども動じないだろうが、何もしないよりはましだ。

　気を取り直したマーシュが顔を上げた時、慌てたような使用人の声が聞こえた。

「た、大変でございます、モニカ様！　大変な方が……！」

「大変失礼かと思いましたが、広間でかまわないと大変なことを仰おつしやられて……！」

　大変大変を連発しながら、数人の召めし使つかいが広間に駆け込んでくる。

　話が全く見えないが、身分の高い人物が訪れたらしくローズとマーシュはすぐに立ち上がった。

「落ち着いて、みんな……」

　誰が来たのか聞こうとしたモニカだったが、言い終わる前に見み慣なれた少年が現れた。

　ウェスタイン邸の従じゆう僕ぼく達による厳げん重じゆうな警けい護ごの中から現れたのは、義弟おとうととなるエリオだ。

「こんにちは、モニカ。兄上はもう帰った？」

　入れ違いになったかと華きや奢しやな肩を落としたエリオに、マーシュはほっと力を抜く。

「なーんだ、エリオ様じゃないですか」

「なーんだとはなんですか、マーシュ様!!」

　珍めずらしい人物ではなかった……と言げん外がいに言った途端、侍女や従僕から凄すさまじい非ひ難なんの声が上がった。

「エリオット殿下に！　王族の方にご来らい臨りんを賜たまわったのにその言いぐさ……!!」

「王宮内にいてもお会いできないと評判のエリオット殿下にお越し頂きましたのよ!?　ウェスタイン邸の誉ほまれですわ！」

「失礼です、王子殿下に！　あなたの方こそなーんだ、ですわ!!」

「え、ちょっ、いっつも来てる王太子殿下は!?　俺の殿下の方が身分は上なんだけど!?」

　第一王子をフォークで刺さそうとする召し使い達から怒濤のような責せめにあい、マーシュは混こん乱らんの極みに達する。アレクがこの場にいれば、確実に涙したに違いない応対の差だ。

　あまり臣下の屋や敷しきなど訪問したことのないエリオは、予想外の歓かん待たいにはにかむ。

「あの、ありがとう。僕はお客様やモニカと話がしたくて来ただけだから」

「お客様？」

　エリオの笑顔に歓かん声せいを上げる召し使い達はさておき、モニカはきょとんとした。ディアのことかと首をひねると、エリオは背後に控えていた男性を招く。

「この方が先ほどヴァルダンからお着きになったんだ」

　モニカの前に出た男性は品よく礼をする。

　優しそうな茶色の瞳に、白しら髪が交じりの短い髪も茶色い。体は細く色白で、腰に細い剣を提さげている。鼻び梁りようが高く頰のすっきりとした、鋭するどく知的な印象を与える壮そう年ねんの紳士だった。

　ディアは顔見知りらしく「まあ！」と喜びの声を上げている。

（……誰……？）

　全く見知らぬ人物に、モニカはとりあえずというように礼を返した。

　紳士はそんなモニカを見つめ、ふっと目元を和なごませゆっくりと口を開く。

「おめでとう、モニカ。どうしても君の幸せを祝いたくてサウル殿下やライ様に無理を言って訪問させてもらったんだよ。しかしさすがに二十一年、いろいろな方がお年を召していらして驚いたよ！　もうティマエス殿下、いや、陛下もすっかり王様らしくなって、そうそう、お年を召したといえば君の父上クローチェ卿きようことウェスタイン公爵殿と先ほどお話しさせて頂いたのだが、時の移り変わりにはまったく驚くばかりで……」

「ユ……っ!!」

　声だけはこれでもかというほど聞いたことがある。

　淀よどみなく話し続ける見たこともない紳士の言葉を遮り、モニカは絶ぜつ叫きようした。

「ユナレス様──────────っ!?」

　モニカの驚きに儀ぎ式しきの間の同居人、ユナレス・ロト・ソルデニエーリはきょとんとその目を瞬いた。
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　エリオット殿下、寒くないですか、暑くないですか、椅い子すは硬かたくありませんか、テーブルの高さはよろしいですか、など散さん々ざんエリオをちやほやし使用人達は退さがっていった。

「ウェスタイン邸っておもしろい……。兄上は守りが堅かたいって嘆いてたけど、そんな雰ふん囲い気き全然ないじゃないか」

　客間に場を移し、エリオはたっぷりと用意された焼き菓子を口に運ぶ。どこへいっても可愛がられる同い年の王子に、ディアはにっこりと微笑んだ。

「これが日頃の行いの差というものですわ」

「殿下が見たら泣きますねー、たぶん……」

「うちの屋敷の使用人にも、王族に対する敬意というものが存在しましたのね……」

　エリオとユナレスの前で座るわけにはいかない。給きゆう仕じ役に徹したマーシュとローズはそれぞれ「信じられないものを見た」とため息をつく。

「それほど対応が違うのかな？　それなら一度見てみたいものだ。そういえばヴァルダンでもエリオット殿下はひたすら褒ほめちぎられて、アレクシス殿下は怯おびえられていたがこの屋敷でもそういうものなのかな？」

「うふふ、ユナレス様。アレクシス殿下なら姿を見せた途端使用人達にフォークで刺されますわ」

「なんと、オルディアーナ殿下はなかなかおもしろいご冗じよう談だんを。またサウル殿下への土産みやげ話が増えましたな。あの方は日々姫君方とご交流を図るべく知恵を振り絞しぼっておられますので」

「まあ、お父様ったら」

　フォークで刺されるという話は訂てい正せいしなければいけなかったが、モニカはそれどころではない。ディアと楽しそうに笑い合う紳士を見つめ、ずいっと身を乗り出した。

「ユナレス様！　本当に、本っっ当ーにっ、ユナレス様ですか!?」

「もちろん私だよ、モニカ。地下墓ぼ所しよの水と一緒に贈った天上の花は元気に咲いているかい？」

「は、はい、明日ブーケに使わせてもらいますが……」

「それはいい！　きっと君によく似合うだろう」

　にこにこと上じよう機き嫌げんな紳士を見つめ、モニカは驚きと共に上げていた腰を下ろした。

（こ、こんな顔だったんだ……！）

　地下にいた時は顔なんて全く見えなかったが、髪を切り髭を剃そって身なりを整えれば、確かに王太子の側近騎士らしい品格のある人物だ。

　ユナレスは一口茶を飲むと、少し寂さびしげにつぶやいた。

「本当なら、モニカとアレクシス殿下の婚礼にはライ様が出席するべきだったのだろうが……。我々が事情を全て説明したせいで、ヴァルダンはまだ混乱の中だからね」

　ディアも目を伏ふせ、一同はしばし沈ちん黙もくした。

　アレクがリュダを取り込んだあの戦いの後、ヴァルダンは事じ後ご処しよ理りで新王即そく位いどころではなくなっていた。

　なんとか口裏を合わせようとしたアレクとモニカに反して、ライとサウル、ユナレスは貴族達に全てを明かしたのだ。

「……確かに、無理やり説明を付けられるようなことではありませんけどね」

　それでも思い切ったことをしたものだ、とマーシュは唸うなる。

　ヴァルダンが古代ペンテレイア王を封じていたことは受け入れられても、サウルがその王に乗っ取られ次々と女じよ児じをもうけたこと、モニカを襲おそい堀ほりに転てん落らくさせたこと、エリオを乗っ取ろうとしたこと、アレクがそのリュダをサウルから解き放ったことなど信じられないに違いない。

　可愛がってくれたリュダを思い出したのか、エリオの表情が寂しげに曇くもる。

「僕でさえ、夢だったんじゃないかと思うときがあるんだ。あのサウル殿下がもういなくなったなんて、口で説明されても信じられないよ」

「ヴァルダンの皆様はどうお考えなのでしょう？　カゼルラに対する反発などは……」

　ローズの質問に、ディアとモニカは曖あい昧まいに顔を見合わせた。

「正直なところ、ヴァルダン貴族の間でも信じられていないわ。でも声こわ高だかには言えない。だって証しよう言げんしているのがサウル殿下やカルロ大だい神しん官かんをはじめとした方々ですもの」

「実際にユナレス様がいて、私が生きていた。信じられないけど、信じないとしたらどう説明をつけるのか……ってところだね」

　二人の答えに、ユナレスも同意した。

「反発が全くないとは言えないが、アレクシス殿下のおかげでサウル殿下が助かったことは事実だ。私達は根気よく伝えていくつもりだよ」

　あの地じ響ひびきは天てん蓋がい宮きゆうの内部が崩れた音だった。正せい円えんの城の中心部を囲んでいた壁が崩れ、空中庭園まで吹ふき抜けになってしまったのだ。

　側面の壁が消え、中から現れたのは白い螺ら旋せん階段と天上の花が咲く儀式の間──。

（あれはきっと、昔の天蓋宮の姿だったんだ）

　おそらくはエフタ・ヴァルダンよりも前、リュダが王であった時代の。

　突然半はん壊かいした天蓋宮と、リュダの封ふう印いん解かい除じよと共に澄んだ水へと変わった堀、全く別人のような性格に変わってしまったサウル。これらの説明をするなら、サウルやライの言葉を信じるしかないだろう。

　儀式の間で思い出し、モニカはふと顔を上げた。

「そうだ、ユナレス様。アンドリューはどこで暮らしてるんですか？」

　地下で大いにモニカを慰なぐさめてくれたトカゲは、ユナレスにくっついて儀式の間から出てきたのだ。

「おお、アンドリューか！　彼はそのまま儀式の間で暮らしているよ。もういつでも会えるからね。さすがに旅はできないから置いてきたが、土産話はたんと聞かせてあげるつもりだ」

「よかった……！　天蓋宮の吹き抜けはそのままにするんですね」

　地上に出て体に影えい響きようはないか心配していたのだ。ライは復ふつ旧きゆう後も螺旋階段を壁で閉ざさず、残したまま造り替える気らしい。

　今のヴァルダンがライの指示によって動いていることを思い出し、マーシュはおもむろに口を開いた。

「サウル殿下は……、王位継けい承しよう権けんを放ほう棄きされたんですね」

　これが先日発表されたヴァルダンの事件だった。

　四月──、もうすぐ五いつ月つきが経とうとしているが、ヴァルダン王の座は未だ空くう位いのままだ。

　この王太子の継承権放棄は、ヴァルダン国内だけでなく大陸中の国々で取り沙ざ汰たされている。だがこの場に集つどう者達にとっては納なつ得とくのいく話だった。

　サウルは一番の被ひ害がい者しやでありながら、国政を混乱させ、ベルナルド王や何も知らされず妾めかけになった女性、生まれた娘達への償つぐないとして王位を継がないことを決めたのだ。

　ユナレスは皆の顔を見渡し、優しく微笑んだ。

「若い王の誕たん生じようになり、なぜそうなったか理解できない国民もいる。ヴァルダンは今後少し揺れ動くかもしれない。エリオット殿下やモニカには力を貸してもらえたらと思うよ」

「──！」

　予想はしていたが、やはり──という思いに一同は息を吞んだ。

（やっぱり、ライ様がヴァルダン王になるんだ──！）

　ディアの表情にも驚きが走ったことを見れば、まだ公式に発表されていないのだろう。だが、ユナレスが言うからにはすでに決定したことに違いない。

　ユナレスは安心させるように補ほ足そくした。

「王おう佐さにはサウル殿下がお就つきになるよ。アニス姫も今月にはペンテレイアから帰国なさるし、オデリージ・モーリット両公爵家もライ様に尽くすと表明している。なんとか皆で力を合わせていくつもりだ」

　ユナレスの言葉に、モニカはほっと息をついた。

「王佐にサウル殿下……。それならライ様も安心ですね」

「ああ。モニカ、君がカゼルラの王太子妃になって初めての大きな公こう務むが、ライ様の即位式になるだろう」

「──はい！」

　改めて言われると身が引き締まる思いがした。背筋を伸ばしたモニカの向かいで、エリオはほのかに目を細める。

「アニス姫はカーライル殿下のご婚約者様ですよね？　ひょっとして婚礼も一緒に行うんでしょうか」

「あっ、そうかも！　アニス様が王妃としてお戻りになればライ様も心強い………………ってマーシュ、なんで目を逸らすの？」

「い、いえ。アニス様がお戻りになったら百人力だなーと思って……」

　モニカとしては手を叩たたくほど嬉しいことだが、マーシュは明後日あさつての方向を見つめ棒読みでつぶやく。ディアはすかさず喜びの声を上げた。

「素敵ね、アニス様が王妃様だなんて。法律の一つや二つすぐに」

「うおぉ、ディア様！　ほんと、あなたとアニス様は会わせたくないですよ!!」

「まあ、マーシュったら！　されたくないことを口に出しては駄目よ。心に秘めておかないと。ああ、カーライルお兄さまのご結婚式が楽しみだわ……！」

「確実にアニス様と接せつ触しよくを図る気ですね!?」

　墓ぼ穴けつを掘ほり続けるマーシュを横目に、エリオは遠慮がちに口を開く。

「オルディアーナ姫、その後どうですか？　ヴァルダンであなた方のことは……」

　遠まわしにリディのことを聞かれ、ディアは笑顔でマーシュいじめを中ちゆう断だんした。

「ご心配なく、エリオット殿下。サウル殿下のお話が信じられていないおかげで、わたくし達の出生もとやかく言われていないの。何事も起こっていないわ」

　サウルが乗っ取られていた、ということが貴族達には理解し難がたいらしい。リディを励はげましたエリオと同じように、それでもサウル殿下ではないか？　と思う者の方が多かった。

　ディアの言葉にユナレスもうなずく。

「もっと後になると中ちゆう傷しようも出てくるかもしれないが、降こう嫁かした姫君達のために、我々も国外まで話を広めないよう気をつけるよ。それさえできればオルディアーナ殿下やセリディアーナ殿下は元より、ロクサーナ殿下とラティーナ殿下も問題ないだろうからね」

「ロクサーナも大丈夫だったんですか？　ルドルフは何も言わないだろうけど、オークハルト侯こう国こくの方は……」

　それでなくともヴァルダンの第二王女ロクサーナと、オークハルト侯こう子しルドルフの婚約は破は談だんの連続だったのだ。

　モニカの心配に、ディアは優しく微笑んだ。

「大丈夫よ、モニカ。わたくし、ヘレナ妃殿下の離宮にお母様と一緒に滞在させて頂いたのだけど、ロクサーナお姉さまがルドルフ様を連れてよく遊びにいらっしゃってたの。ルドルフ様のお家にはまだ詳しい話が伝わっていないし、今後何か言われたとしたら弟に家か督とくを譲ゆずるとまで仰ってたから」

「お、男らしい……！」

　親に言われるまま婚約を解消してしまったルドルフとロクサーナだが、今度こそ想いを貫つらぬきそうだ。

　うずうずするエリオに気づいたのか、ローズはそっと水を向けた。

「ユナレス様、セリディアーナ様のご様子はいかがでいらっしゃいますか？　モニカ様のご婚礼にお越し頂けなかったので、心配だったのですが……」

　本来ならディアと一緒にモニカの結婚式に参列するはずだったが、やはりまだ心の整理がつかないらしい。リディは今、天蓋宮を出て母であるヘレナの離宮に居を移している。

　ユナレスは「おお！」と表情を明るくした。

「お元気だよ。ヘレナ妃殿下がご一緒のせいもあるが、サウル殿下も頻ひん繁ぱんに離宮に足を運ばれているからね。ずいぶんと落ち着かれたようだ」

「そうなんですか」

　エリオだけでなくモニカも大いに安あん堵どし、思わず声が重なった。落ち込むとなると、どこまでも落ち込みそうなリディのことだ。父母がそろって気き遣づかってくれるならそれが一番だろう。

「お姉さまもモニカの婚礼に来たがっていたのよ？　でもやっぱり大おお勢ぜいの前に姿を見せるのは気後れがするみたいで」

「リディは繊せん細さいだからね……」

「あら、モニカ。堂々と姿を現しているわたくしに対して何か？」

「な、なんでもないなんでもない」

　精神的に逞たくましすぎるディアだけでなく、「本当のお父様じゃない？　だったらどうかして？」と言い切ったロクサーナや、「そうですか、としか思えないの」と美しく微笑みながら言ったラティーナに比べ、リディは傷つきやすく、第一王女として誇り高かったのだろう。

　慌てたモニカに何を思い出したのか、ディアはふいに笑いだした。

「モニカ、次にヴァルダンに行くときは皆に優しく接してあげてね？　あなた、天蓋宮の方々にとても怖こわい姫君だと思われているもの」

「怖い!?」

「ええ。貴族の中には天蓋宮を壊したのはアレクシス殿下だと思っている方もいるのよ。儀式の間にいるモニカを助けるために壊したんだって」

「それは私じゃなくてアレクが怖いんじゃ……」

「そんなアレクシス殿下を動かしてしまうのがモニカだからよ」

「…………」

　天蓋宮半壊など個人の力でできることでもないのに、そう言われてしまうのはアレクならではか。

　顔を引きつらせたモニカに、ローズは真ま顔がおになる。

「まさに、でございますわ。殿下がモニカ様を助けるために壊したなんて」

「復興のために、資金と人材派は遣けんしてるからそんなこと思われるんですかねー……」

　ヴァルダンでのアレクの評判がすごいことになりつつあり、マーシュは遠い目をする。

　サウルについてはヴァルダンの問題だが、アレクも天蓋宮崩ほう壊かいに無関係ではない。そう思い援えん助じよを申し出たのだが、それが余計に「アレクシス殿下が壊した！」と疑われる要素になっているのだろう。

「まあ、我々はカゼルラの援助で大いに助かっているよ。本当にありがたいことだ。アレクシス殿下が壊したという誤解は時間を掛ければ解けるだろう。────ただ、モニカに何かあればただじゃすまないという事実は消えないが」

　ユナレスにまで断だん言げんされ、モニカはくらりとよろめいた。

　モニカはカゼルラの王太子妃として、これからもヴァルダンと付き合っていかねばならないのだ。

（私、どういう目で見られるんだろう……）

　無駄に怯え、遠巻きにされたりはしないだろうか。アレクと一緒に訪問など、ヴァルダンにとっては恐怖のような気がする。

　同じことを思ったのか、マーシュは両手を組んで懇こん願がんした。

「モニカ様、元気でいてくださいね？　ヴァルダンじゃ、モニカ様に何かしたら殿下が天蓋宮を壊すほど暴れると思われてるみたいですから」

「………………」

　これからの苦労を思い、モニカは疲れた顔でとりあえずうなずいておいた。
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　その日の夜。

　寝室のベッドに腰掛け、モニカはじっと窓の外を見つめていた。

　レームはいない。今夜は厩舎で、ウェスタイン邸の他の馬達と一緒に眠っているのだ。

　薄いレースのカーテンを通して、白い月の光が見慣れた部屋を照らしている。

（明日にはこの家を出る）

　日常使用していた品はすでに新居となる王太子宮に運びこまれ、寝室は少しがらんとしていた。

　公爵家の令嬢にしては手て狭ぜまに感じる寝室は、もとは子供部屋だ。

　十三歳のときアレクが忍しのび込んできたため、モニカはペンテレイアへ行くまでの期間部屋を変えていた。怖くて眠れなかったし、父の指示でもあったからだ。

　だが十七歳でカゼルラに戻ってきたとき、モニカは再び子供の頃に使っていた部屋に戻った。

　四年間離れていたせいで懐かしかったし、もうアレクのことを怖いと思わなかったからだ。

　目を閉じた時、ふと、物音がした。

　見ると、バルコニーに男の影かげが映うつっている。

　こちらからはよく見えているが、あちら側からは中がよく見えないらしい。窓に手を触れ、鍵かぎがかかっていることに気づき躊ちゆう躇ちよしている。

　モニカはくすりと笑い、静かにベッドから立ち上がった。

　白いカーテンを少し掲かかげて外を見れば、思ったとおりの男が立っている。

「いらっしゃい」

　鍵を開け、窓を開く。

　驚いたように立ち尽くすアレクに向け、モニカは微笑んだ。

「今日は月が綺麗だね」

　五年前にアレクがこの窓を割って入ってきた細い月の夜と違い、今夜は眩しいほどの満月だ。

　春の夜はまだ肌寒いので部屋の中へ促したが、アレクはバルコニーに立ち止まったままだった。

「どうしたの？」

　話をするために来たのだろうと思ったのに、アレクは動こうとしない。

　やがて、囁くような声で言った。

「鍵を開けてもらえるんですね……」

「壊すつもりだったの？」

「まさか！　あなたが眠っていればおとなしく帰るつもりでした」

　声が高くなったのでモニカは唇に人差し指を当て、部屋に招き入れた。

「一人で来たの？」

　窓際で抱き合い、アレクは少し笑った。

「もう子供じゃありませんよ。ロベルトが門の外で待ってます」

　ほっとして、モニカは「そう」とだけ答えた。アレクの身の安全を思って安堵したのと、長居するつもりがないと知ったからだ。

　モニカの髪に口づけ、アレクは肩の力を抜く。

「よかったです、あなたがまだ起きていて」

「起きてたよ。眠れなかったし、アレクが来るんじゃないかと思ったから」

　昼間に「あとで来ます」と言いつつ訪れがなかったし、行けなくなったという連絡もなかったからだ。

「あなたがこの部屋にいるうちに、ちゃんと謝っておきたかったんです」

「もういいよ」

　謝られすぎて苦笑したモニカに、アレクは無言で首を振った。

「……あなたに酷いことをしました。でも私があなたに尽くすのは、贖しよく罪ざいのためではありません。純じゆん粋すいに、あなたの喜びが私の喜びだからです」

「うん」

　知っている。

　申し訳ないという気持ちだけで、命を懸かけることはできない。懸けてもいいと思えるのは、その人物を愛しているからだ。

「五年前、私はあなたを傷つけ、怖い思いをさせた。あなたの人生を断ち切り、一いつ変ぺんさせてしまった」

　アレクがモニカを襲い、ロスターは本気で二人を引き離すことを考えた。モニカは貴族の令嬢として、ありえない道を進むことになったのだ。

　ペンテレイア王妃にもならず、他の貴族に嫁とつぐわけでもない。男になって兵士として働き、上官の叱しつ咤たに耐たえる日々をおくった。

「本当に辛つらい目に遭わせてしまいました──。もう、申し訳ないという言葉では表しきれないんですが……」

「そんなことないよ、アレク」

　モニカは夜よ着ぎの胸元から、楕だ円えん形けいの小さな首飾りを取り出して見せた。

「これ……、すごく嬉しかった」

　あの戦いが終わった後、アレクから手渡されたのだ。

　ディクトン隊長に捨てられてしまった、仮の祖そ父ふトナタスの形かた見み。

　一いつ角かく獣じゆうの角つのの欠片かけらもそのままに戻ってきた首飾りを胸に抱き、モニカは懐かしい人を思って目を閉じた。

「──ペンテレイアへ行かなければ、僕はおじいさんと会うこともなかった。キーツ達、兵舎のみんなや魔ま道どう宿舎のみんな。レームやドルチーノさん、ウィトス先生やガレ大臣……。モニカ様だってリチオ陛下と結婚することもなかった」

　ティマエスの予定したとおりモニカとリチオが結婚していれば、会える人はいたかもしれない。だがそれはもっと別な形としてだったはずだ。

「それに、僕が出で逢あったアレク様は優しくて強くて、明るくて堂々としていて……。見み惚とれるぐらい完かん璧ぺきな王子様だったよ」

　目を開けば、王子は涙を堪えるような顔をしていた。

「まっさらな気持ちで逢えてよかった」

　モニカのため、自分を成長させてくれた王子に。

「今までいろんな人に会ったよね」

「ええ──、会いました」

「私がアレク以外の人と恋をしたら、きっとそれはそれでいろんな人と出会ったと思う」

　進む道ごとに出会いは違い、世界は広がる。それは当然のことだ。

　だが、モニカは翠すい緑りよくの瞳を輝かせ微笑んだ。

「でも、今以上にたくさんの人と会えたとは思わない──！　比べる対象はないけど、絶対にアレクと一緒のときが一番だって分かるよ……！」

　シレナの森の一角獣達、カゼルラ王宮の皆、ヴァルダンの人々──。

　みんな、みんなアレクがいたからこそだ。

「モニカ……っ！」

　荒々しいほどの力で抱きすくめられ、息が止まった。

　逞しい胸に埋うもれると、頭ず上じようから堪えきれずに溢あふれだした嗚お咽えつがもれた。

「あなたが好きなんです……！」

「……！」

　何度も聞いた言葉なのに、逬ほとばしるような激げき情じようにおされモニカは声を出すことを忘れた。

　声が熱い。アレクの息がかかった場所からくすぐったいような、思わず身じろぎしてしまうような感かん覚かくが湧わき上がり、心臓が跳はねた。

「あなた以外は欲しくない……！　あなたがいてくれるなら何もいらない！」

　うん、という言葉は口づけの中に消えた。

　唇も、吐と息いきも、腰に回された腕も頰に触れる手も何もかもが熱い。何度も唇が合わさり、息ができないほどだ。頭の中が真まっ白しろになり、溺おぼれそうな気がして必死でアレクに縋すがった。

　どこからか、花の香りがする。

　たくさんの、城を埋め尽くすように溢れだした花々の香り──。

（あのときみたいだ）

　だが、もう押しつぶされるような息苦しさは感じなかった。

　涙と口づけで息が止まりそうでも、怖くはない。

　モニカはアレクが注そそいでくれる愛の形を知っている。よく分かっている。

　この愛はモニカを傷つけたりしない。モニカを守り、慈いつくしみ、支えるものだからだ。

「モニカ」

　息がかかるほど近くで見つめ合えば、涙に濡ぬれた紫むらさき水すい晶しようの瞳が揺ゆらぐ。

　月明かりに照らされた真剣な瞳が、真っ直ぐにモニカを見つめていた。

「ずっと、側にいてください……──」




　喜んで────。

　その言葉は、やはり口づけのなかに消えた。
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　まだ早い朝を告つげる鐘かねが鳴ったとき、カゼルラ王国王おう都とネルトハイムにある聖せい堂どう前広場から潮しお騒さいのような歓かん声せいが上がった。

　誰もが心の弾はずみを抑おさえきれないように声を上げ、どこからともなく喝かつ采さいが起こる。

　大きな拍はく手しゆの中で、人々は見も知らぬ隣りん人じんと肩かたを叩たたき握あく手しゆを交わし、口々に明けはじめた空の青さを称たたえた。

　──今日という日が始まる。

　婚礼の式が始まるのは正しよう午ごだというのに、少しでも近くで新しい王太子妃の姿を見ようと、まだ暗いうちから国民が詰つめかけ広場を埋うめ尽つくしていた。
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　遠くから風に乗ってカゼルラ王国万ばん歳ざいの声が聞こえ、鏡きよう台だいに向かっていたモニカは顔を上げた。

　同じく聞こえたのか、ローズがモニカの髪を梳すく手を止めて耳を澄すませる。

「まあ！　もう万歳をしておりますのね」

「本当だね、まだこれからなのに」

　待ちきれない国民の熱ねつ狂きよう的てきな声に、二人は顔を見合わせて笑った。

　聖堂の奥まった一室は花はな嫁よめであるモニカのために開かれており、もう一刻ほどで始まる式のためにしばし休きゆう憩けいを取ったところだった。

　朝早くから列れつ席せき者しやへ挨あい拶さつのし通しで、やっとローズと二人になったモニカは鏡台ごしに微笑ほほえんだ。

「ローズ、ありがとう」

　モニカはそっと目を閉じた。

「来てくれるって聞いたときは本当に嬉うれしかった。新しい場所でもローズがいてくれるなら心強いよ」

　子供の頃からモニカと共に育ち、ひたすらにモニカに尽くしてくれた。

　王おう宮きゆうについてきてほしくても、ローズの人生はローズのもの。なかなか「一緒に来てほしい」と言えなかったモニカに、ローズは自分から王宮女じよ官かんになることを申し出てくれたのだ。

「モニカ様……！」

　目を潤うるませたローズだが、ぐっと堪こらえると力強く櫛くしを掲かかげた。

「当然ですわ。私がお仕つかえするのはモニカ様！　それはどんな場所に行っても変わりません。王太子宮でも殿でん下かの行き過ぎた行動をビシバシ調ちよう教きようしてさしあげますわ！　フォークでも縄なわでも私に操あやつれないものは何も……！」




「いいだろう！　受けて立つぞ、ローズ！」




　突然どこからか声が割り込み、立ち上がったモニカはぎょっとした。

「アレク!!」

　窓枠に足を掛けて庭から入り込もうとしているのは、まだ簡かん素そな装よそおいのままの花はな婿むこアレクだ。

「独どく身しん最後のあなたに会いに来ました！　モニカ、会いたかったです!!」

「馬ば鹿かっ!!」

　思わず侵しん入にゆうしようとする花婿を押し返してしまったが、アレクは根こん性じようで這はい上がってくる。

　ついに乗り込んできたアレクに、ローズは腰こしに手を当てて目を吊つり上げた。

「殿下！　ただいまはモニカ様と私の時間です！　花婿とのお時間ではございません！」

「ローズ、心配するな！　私の用意は残すところ着替えだけだ！」

「心配ではございません！　邪じや魔まだと申し上げているのです!!」

「うわー、モニカ様綺き麗れいですよ。正せい装そうが楽しみですね」

　窓枠の外からはレームを肩車したマーシュが手を振ふっている。

「マーシュ！　レームも来たの!?」

「モニカ、モニカ、見て！」

　マーシュを踏ふみ台にしたレームは難なんなく部屋に入り込み、本日の装いを見せるためにくるりと一回転する。ディアと一緒にモニカのベールを持ってくれるレームは、貴き族ぞくの子し息そくのような白の上下に可か愛わいらしいレースのタイ。同じ白でもいつもと全く雰ふん囲い気きが違う。

「似合ってるよ、レーム！」

　満まん面めんの笑えみで駆かけ寄ってきたレームを抱こうとしたとき、ひょいと小さな体が持ち上げられた。レームを捕つかまえたアレクは叱しかるように目を細める。

「今日は駄だ目めだ。モニカのドレスが汚よごれたら大変だろう」

「や──っ！」

「あっ、こら、嚙かむのはやめなさい！」

　あっという間に反はん撃げきするレームとの攻こう防ぼう戦せんになり、ローズが「静かにしなさいっ」と走り回る。

「いやー、おめでたい日でも変わらないですねぇ」

　楽しそうなマーシュを見上げ、なかなか二人きりで話す機会のなかったモニカは問いかけてみた。

「マーシュ。今も……心配してる？」

「！」

　モニカを見下ろす空そら色いろの瞳ひとみが一瞬大きくなる。

　束つかの間まの沈ちん黙もくがあり、やがてマーシュは苦笑した。

「本音では。殿下の中に入ったリュダのことですよね？」

　アレクとモニカが結婚するに伴ともない、リュダが生まれる可能性も起こってくる。当の本人達は納なつ得とくしているため、一番不安を感じているのがおそらくマーシュだった。

「あれからウィトス様やエル様に何度もお話を聞いたんです。二人とも魔ま導どう師しが生まれる可能性すら低いと言っていました。それほどリュダは消しよう耗もうしている」

　リュダを受け入れたアレク、エルの祝福を受けたモニカはどちらも魔ま道どう力りよくのない人間だ。

　男だん児じに恵まれたとしても、その子はすでにリュダではないかもしれない。

「それに、殿下の言うことも分かるんです。結局どんな子が生まれるかじゃなくて、どういうふうに育つかなんだ」

　マーシュは笑みを消し、真剣な目をした。

「──俺、ずっと考えてたんです。もしもリュダの復活が今じゃなかったら……、もしも殿下もモニカ様もいなくて、ペンテレイアとカゼルラに特別な親交なんて無くて、ヴァルダンとペンテレイアに接点も無ければ、絶対にこんな平和な結果にならなかった」

　きっとヴァルダン、カゼルラ、ペンテレイアの三国を巻き込んだ戦いくさが起こっていただろう。

「国のことだけじゃありません。レーム君やエリオ様、ヴァルダンの王女様達……。俺も含めて、いろんなことが変わりました」

　レームは今もシレナの森に一人きりだったかもしれないし、身分違いのマーシュの恋は実ることもなかっただろう。エリオの成長やアニスの生死、ヴァルダンの姫達の関係性とそれぞれの未来も──。

「殿下がモニカ様に恋をして……、殿下とモニカ様を中心にいろんなことが重なって、繫つながって、そしてこの結末になったんだ。何か一つでも要素が欠かければ上う手まくいかずに、リュダだって救われずに消しよう滅めつするだけだったかもしれない。そんなふうに考えたら……」

　マーシュはレームとやりあうアレクを見つめ、そして、モニカに優しい眼まな差ざしを向けた。

「こうするのが一番よかったんだって思えるんです。むしろ、生まれてほしいなとも思います。──殿下とモニカ様の子供として」

　──もう一度、リュダの望んだものが与えられるように。

「マーシュ」

　主あるじに対して本気で親身になり、かつ考えを尊そん重ちようしてくれる忠ちゆう臣しんにモニカは微笑んだ。

「ありがとう」

　そのとき、扉とびらが叩かれ花嫁の世話係の声が聞こえた。

「モニカ様、そろそろご用意のお時間でございます」

「あ、はい！」

　静かな休憩のつもりがすっかり騒さわいでしまった。ローズが慌あわてて時間稼かせぎのために扉へ向かい、レームが軽やかに窓枠を越えていく。

「殿下、すぐに来てくださいよ！」

　マーシュがもたもたと庭に下りれば、訪れた時と同じように窓に向かいかけたアレクは足を止めた。

「モニカ」

　美しい紫むらさき水すい晶しようの瞳がモニカを見つめる。

　見み慣なれたはずなのに、ときおりハッとしてしまう。男性らしい、凜り々りしい美び貌ぼうがふわりと和なごみ、モニカの頰ほおに優しいキスが落ちた。

「──祭さい壇だんの前で待ってます」
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　正午と共に聖堂の鐘が鳴った。

　高らかな婚礼の始まりを告げる鐘の音ねに、聖堂前の広場からは待ってましたとばかりに怒ど濤とうのような歓声が沸わく。

　その王都を揺ゆるがすような興こう奮ふんに包まれた広場とは逆に、大聖堂内は静かに、だが、確かな熱気に満ちていた。

　国王ティマエスやエリオ、各国国こく賓ひん、貴族達が見守る中、祭壇の前に立つのは花婿である王太子アレクシスだ。

　やがて、厳おごそかな合唱の声と共に、聖堂の扉が開かれた。

　花を撒まく乙女おとめ達の列が左右へ広がり、純じゆん白ぱくの衣装をまとった花嫁が姿を現す。

（おお────！）

　大輪の天てん上じようの花を手にしたモニカが父に伴われ現れたとき、聖堂を埋め尽くす人々は声もなくどよめいた。

　花嫁の顔は、長い紗しやのベールに遮さえぎられ見ることはできない。

　それでも感かん嘆たんの息がこぼれる。

　モニカの持つ清すが々すがしく明るい美しさは、顔の美び醜しゆうではない。彼女の足運び、姿し勢せい、歩く姿や雰囲気全てから放たれるものだった。

　満座の視線を一身に浴あび、祭壇の前へ進み出たモニカは、アレクの隣となりへ白い小こ鳩ばとのように膝ひざをつき頭こうべを垂たれる。

「──見よ、神の御前に罷まかり出る男と女を」

　清せい廉れんな沈黙の中に、神官の声が響ひびいた。

「これより先、偽いつわりの誓ちかいで身を穢けがしてはならぬ。神は全てを知り、そなたらの心に隠かくす一いつ切さいを暴あばき賜たもう方かた。愛と真まことと畏おそれを以もつて誓うがよい」

　花嫁と花婿は、言葉を受け入れたというしるしに沈黙を守る。

「汝なんじ、アレクシス。そなたは妻、モニカを愛し敬うやまい、互いに互いを慈いつくしみ、いかなる苦く難なんにも立ち向かい、死の門をくぐる日も手を取り合うことを誓うか」

　アレクは左胸に手を当て、面おもてを上げた。

「誓います」

　力強い誓いに神官は祝福を送り、花嫁の頭ず上じようにも同じように手をかざす。

「汝、モニカ。そなたは夫、アレクシスを愛し敬い、互いに互いを慈しみ、いかなる苦難にも立ち向かい、死の門をくぐる日も手を取り合うことを誓うか」

　モニカもベールに包まれた面を上げ、すっと息を吸すい込んだ。

「──誓います」

　鈴が震ふるえるような、不思議な美しさを持った声が響き、神官の祝福を受けた二人は立ち上がった。アレクの手で、ゆっくりとベールが上げられる。

　視し界かいが明るくなったモニカは目の前に立つ、夫となった青年を見上げた。

（アレク──）

　感じたこともない緊きん張ちようと怯おびえの中に、このまま倒れてしまうのではないか──。式が始まった時から狂くるったように鳴っていた鼓こ動どうが、アレクを視界に捉とらえた瞬しゆん間かん落ち着いていく。

　腰に添そえられた大きな手、顎あごを捉える指の優しさ、何度も受けてきた口づけがモニカに安心を与えた。

　そう、何も怖おそれることはない。

（アレクがいる……！）

　何があってもモニカを守り、支えてくれる人がいる──！

　誓いの口づけを済ませたモニカの頭上からベールが取り払はらわれ、ティマエスがゆっくりと立ち上がる。

「新たな絆きずなを結んだ二人に祝福を──」

　紺こん青じようの絹きぬの台座から冠かんむりを取り上げたティマエスは、光り輝かがやくそれをゆっくりとモニカの小さな頭上に載のせた。

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた人々から、吐と息いきのような声がもれる。それは細さざ波なみのように、広い堂内に広がっていった。

　宝ほう冠かんを戴いただいたモニカが聖堂を振り返れば、第二王子のエリオットをはじめとする全てのカゼルラの貴族達が次々とひざまずく。

　彼女より上に顔を上げられる者は、国王ティマエスと夫である王太子アレクシスのみとなったのだ。

「────この場にお集まりいただいた皆様に、心よりの感謝を申し上げます」

　聖堂を埋め尽くす人々に向けて、モニカは静かに、慣かん例れいどおりの言葉を紡つむぐ。

「私を認め、信しん頼らいし、王太子妃として受け入れてくださった国民のため、心しん身しんを捧ささげ、民の範はんとなるよう心正しく努つとめることを誓います。まだまだ至いたらぬこともあるかと存じますが、夫を見習い、力を尽くしたいと思います。私は──……」

　言葉が途と切ぎれ、ほんの一瞬堂内が静まりかえった。

　息をするのも憚はばかられるような刹せつ那なの沈黙に、アレクや皆の緊張が伝わる。

　それらを感じ、モニカはゆっくりと胸に手を当てた。

「──私は、アレクシスの愛を受けることに、長く途と惑まどっていました」

　最初は単純に嫌きらい、やがて恋をし、アレクの恋人になるとはどういうことなのかを考え、婚約者となってその愛の重さに何度も驚おどろき──……。

　遠回りをし、たくさんの不思議なことに出会った。

　だが命の危き機きに晒さらされ、それでも生きてこの場に立った今、モニカは力強く確信したことがある。

「でも、途惑ってよかった。途惑ったからこそ、私は今この場に立っているのだと思います。アレクシスがいなければ出会えなかった方々がたくさんいます。アレクシスがいなければできなかったことも、乗り越えられなかったこともたくさん────」

　モニカは迷うことなく、その幸福に満ちた面を上げた。




「アレクシスに恋をしてよかった──！　妻となれたことに感謝致します！」




　光のような何かが堂内を照らし、その場にいた者全てが呼こ吸きゆうを忘れた瞬間──。

「王太子妃殿下、モニカ様万歳！」

　将しよう軍ぐんロスター・ウェスタインの、堂どう々どうとした声が響き渡った。

「モニカ妃殿下、万歳!!」

「王太子妃モニカ様、万歳!!」

　ついで、爆ばく発はつするような怒濤の歓声が聖堂内を轟とどろかせる。

　大気をどよめかすような高らかな万歳唱しよう和わと共に、聖堂の鐘が鳴り響いた。

　響く鐘の音に負けじと割れんばかりの拍手と歓声が沸き起こり、天上まで届くような音の洪こう水ずいと大おお勢ぜいの祝福の合唱が広い聖堂内を熱狂の渦うずに包んでいく。

　開かれた扉の向こうには、輝くような青空と降り注そそぐ花はな弁びらの嵐あらし。

　押し寄せる、潮騒のような万ばん人にんの歓かん呼この声と笑顔の中──。

　二人は手を取り合い、微笑みながら、眩まばゆい光に満ちた道へと歩み出した。











〈完〉　　　













あとがき






　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。

　まずは、ありがとうございました。

　シリーズ八冊、ここまでついて来てくださった皆様に深い感謝の言葉を申し上げます。

　物語の最後までついて来てもらうことがいかに難しく、いかにありがたいことか……！　書いてみて初めて分かり、しみじみと感じました。

　本当にありがとうございました。

　できたこと、できなかったこと、やらかしたこと（！）等々いろいろありますが、あとは、本を閉じたときに皆様が幸せな気持ちでありますようにと願うばかりです。




　さて、最終巻一発目の話題でアレですが死者が出ましたね！　五巻のあとがきで「寿じゆ命みよう以外で死なせない」と書きましたが、唯ゆい一いつ寿命で死ぬのが彼です。パーフェクトハッピーエンドを目指していたので、彼が息むす子こと会えなかったのは非常に残念なんですが、登場する前から死ぬことが決まっていたので仕方がない。私は結構好きなキャラでした。というより、『恋する王子』で嫌きらいなキャラはいなかったですね。悪役ぐらいは嫌いな性格を書くべきなんでしょうが、私はリュダが大のお気に入りでしたので。

　キャラといえば、主役二人。アレクとモニカのモデルはそのまんま「恋で駄だ目めになる王様」と「傾けい城せい」でした。

　愛する女性のために国を滅ほろぼすことのできる男と、国を滅ぼさせることのできる女が自制と節せつ制せいによってバランスを取り合う話……という、バランス取らない方が話として盛もり上がるんじゃないかというテーマで書きました（笑）。努力するのがモニカだけにならないよう、アレクにはいろいろと試し練れんをぶつけましたね。彼には今後もモニカのために頑がん張ばってもらいたいと思います。

　そして、ほぼ主役の一人であるマーシュ。この人のモデルもそのまんま「道どう化け師し」でした。ただの道化師じゃなくて、王様や身分の高い人を楽しませ、冗じよう談だんや風ふう刺しを装よそおえば苦言や諫かん言げんを言っても罰ばつせられない中世の宮きゆう廷てい道化師です。アレクの気分を明るくさせ、アレクが悪いことをすれば「殿でん下かが悪い」「間ま違ちがってますよ」とハッキリ言える人として書きました。存分に力を発はつ揮きしてくれたと思います。この人がいてよかった！

　登場人物が多いので書ききれませんが、みんなそれぞれ思い入れがあります。キャラを気に入ってくれた読者の皆様、本当にありがとうございました！




　それでは謝しや辞じを。イラストを担当してくださった加か藤とう絵え理り子こ先生。コミックや挿さし絵えだけでなく、あとがき、カバー裏に至いたるまで愛を注そそいで頂きました……！　先生の絵でなければここまで来ることはできなかったと思います。本当にありがとうございました！

　校正様。最後までとんでもない間違いが炸さく裂れつしておりましたが、ご指摘のおかげで命拾いしました。本当に毎回ありがとうございました！　ツッコミが楽しかったです（笑）。

　デザイナー様。カバーデザインは言うに及ばず、章タイトルロゴも大好きでした。担当して頂けてよかった……！　印刷所様、書店様、その他このシリーズに関わって下さった皆様に厚く御おん礼れい申し上げます。ありがとうございました！

　そして担当Ｉ様と編集部、営業部の皆様。

　私はこのシリーズが初めての作品ですが、考えていた物語を最初から最後まで、過か不ぶ足そくなく全部書けるということが、どれほど恵まれたことかはよく分かります。

　書けてよかった。この作品のために力を尽つくして頂き、感謝の言葉しかありません。

　本当にありがとうございました！

　感謝の言葉の乱らん舞ぶになりますが、最後はここまでお付き合い頂いた読者の皆様へ。

　あっという間の二年でしたが、「おもしろかった」という言葉に何度も励はげまされました。幸せな時間をありがとうございました……！

　またいつか、お会いできる日を楽しみにしております。


小椋春歌
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著者

小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

担当さんと最終巻の表紙の話をしていて「モニカが後ろから抱きつく」の案に

「違和感あるな～。まだそこまでの男じゃない」と返したのが４巻の頃。

いつの間にかそこまでの男になっていたようです。応援、本当にありがとうございました。

最終巻もどうぞよろしくお願いいたします！










イラスト

加藤絵理子

Eriko Kato




北海道出身東京在住　５月19日生まれ　おうし座　Ｏ型

小椋先生から１巻とリンクするよう、モニカちゃんの服装同じでどうでしょうとご提案を

いただきました。担当Ｉさまから、王子とろける様な笑顔で～と指定をいただきました。

うまくとろける王子になっているでしょうか!!

王子…よかったね！
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